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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　始まりも終わりも、表も裏うらも、定かではなく。

　みずからの尾おを咥くわえた蛇へびのように、無む限げんの円えん環かんめいて繫つながった。

　抜ぬけ出だすことのできない、メビウスの輪のような。

　それは──そんな事じ件けんだった。




　　　　＊　＊　＊




　──やあ、お友達。

　この本は、ＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition』（以下『ＤＸ３』）のリプレイ、『メビウス』シリーズの、第三巻かんとなる。ＴＲＰＧや『ＤＸ３』については、第一巻『リプレイ・メビウス①　キミだけが望むすべてだから』に説明がある。もし、この三巻を先に手に取った方がいれば、まず、第一巻をお求め頂きたい。




　さて、本シリーズ『メビウス』は、この第三巻で完結となる。

　関東の小都市にある刻ときヶが峰みね学園で起きた、レネゲイド濃のう度どの上じよう昇しようとエージェントの失しつ踪そう。

　そこから始まった事件は、何度も同じ時間を繰り返す〝ループ〟という現象、その現象をもたらす〝林檎りんご〟の謎なぞへと繫がっていった。

　願いの主を変え、何度も繰り返されるうち、〝ループ〟の規模は拡大していく。

　巻き戻る時間が、数日から数年へ。

　巻き戻される空間も、学園周辺から、さらに外へ。

　この最終巻では、その現象の謎、〝林檎〟を実らせる〝生命の樹き〟、その謎が明かされる。




　しかし──これまで本シリーズをお読みになってこられた方ならわかるように、二巻の最後で、予想外の〝裏切り者〟が発生し、事態は混迷を深めている。

　元々、主人公である緋蜂紅ひばち・くれない以外のＰＣが〝秘密〟を持つことで、物語を多層的にする──というのが、本シリーズのテーマのひとつであった。結果として、ＧＭである自分の狙ねらった通りに、そして狙い以上に、それが成功している。実に面白い状じよう況きようだ。

〝ループ〟の謎は、秋あき雨さめの願いは、いかなる結末を迎むかえるのか。

　そして今回のセッションでは、誰だれが、どんな〝秘密〟を持つことになるのか。




　さあ──それでは、ゲームを始めよう。







第一巻のあらすじ




　ＵＧＮのエリートエージェントである緋蜂紅ひばち・くれないは、レネゲイド濃のう度どの異い常じような上じよう昇しよう、そしてエージェント・羊坂供犠ひつじざか・くぎの失しつ踪そうを調ちよう査さするために、刻ときヶが峰みね学園に潜せん入にゆうした。

　刻ヶ峰支し部ぶのチルドレン、鳩はと宮みやアンゼリカと共に学園へとやってきた紅は、フリーランスのオーヴァード、墓守清正はかもり・きよまさとネズミのふたり組に襲しゆう撃げきされ、辛からくも撃げき退たいする。

　転校から三日後、学園祭前日の夜に、紅は生徒に襲おそわれ、死し亡ぼうしてしまう。だが、気がつくと時間は三日前に戻もどり、驚おどろく紅に、アンゼリカは「この学園では時間が何度もループしているのだ」と告げる。

　紅は、記き憶おくを保ほ持じした保持者キーパーたちと協力して調査を進める。支し部ぶ長ちようの尾お嚙がみ、ＵＧＮ支部の篠月秋雨しのつき・あきさめ、加賀美珠樹かがみ・たまき、そしてＦＨエージェントであった墓守とネズミらと、〝ループ〟から脱だつ出しゆつする方法を探さがす紅だが、ふたたび殺されてしまう。

〝ループ〟を発生させる〝林檎りんご〟の持ち主は、アンゼリカだった。アンゼリカは、紅の死を回かい避ひするために、何度も時間を巻まき戻もどしていたのだ。

　紅は、自分を殺し、ループを起こさせた〝犯はん人にん〟が支部長の尾嚙であることを突つき止とめ、協力して尾嚙を倒たおす。願いを果たした〝林檎〟はアンゼリカの手から消え──しかし、ふたたび世界は〝ループ〟し、まだ見ぬ過か去こへと巻まき戻もどったのだった。







第二巻のあらすじ




　新たな〝ループ〟は伊武麻衣子いぶ・まいこの願いによるものだった。伊武は、幼なじみの阿あ玉だまを一ヶ月前の事故から救うため、〝ループ〟を願ったのだ。迷いながらも手助けする紅。しかし、墓守の突とつ然ぜんの妨ぼう害がい、心を閉とざし紅と距離をとるアンゼリカなど、周囲に疑念が渦うず巻まく。

　阿玉を救ったことで〝伊武のループ〟が終わるが、続いて、宇津木椎子うつぎ・しいこが、亡き父に別れを告げるために〝ループ〟を起こす。終わらない〝ループ〟に、紅は追い詰められていく。

〝マスターマインド〟の手でネズミに仕掛けられた精神爆ばく弾だんを解除することで墓守は仲間に戻ったものの、アンゼリカは行方ゆくえをくらます。アンゼリカは、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟のクローンの一体であり、本体に逆らうことのできない体だったのだ。

〝宇津木のループ〟が終わり、誰のものかわからない〝四番目のループ〟が始まる。紅たちは黒くろ幕まくである〝マスターレイス[image: ]〟を捜さがすが、秘ひ匿とくされた情報に届かない。アンゼリカは精神を〝マスターレイス02〟に明け渡わたすことで、敵の居場所を突き止める。

　紅たちは〝マスターレイス[image: ]〟と対決し、アンゼリカを取り戻す。墓守は平へい穏おんな日々の継けい続ぞくを願い〝ループ〟を起こしたネズミを拳こぶしで説得する。そしてついに、〝林檎〟の源である〝生命の樹〟を発見し、破は壊かいしようとするが──その時、秋雨が周囲を出し抜き〝林檎〟を手にする。秋雨は妹を救うため、五年前への〝ループ〟を願ったのだった。







『リプレイ・メビウス』シリーズの登場人物




緋蜂紅ひばち・くれない：ＵＧＮのトップエージェントにしてエリートのスパイ。任にん務む達たつ成せい率りつ[image: 100]％。

鳩はと宮みやアンゼリカ：天使のようなＵＧＮチルドレン。紅を守るため〝ループ〟を起こした。

篠月秋雨しのつき・あきさめ：ＵＧＮエージェント。死んだ妹を蘇よみがえらせるため〝ループ〟を起こした。

墓守清正はかもり・きよまさ：ＦＨの〝マスターグレイヴ〟。〝ループ〟から脱だつ出しゆつすることが目的。

ネズミ：ＦＨのエージェント。墓守の相あい棒ぼうで、情じよう報ほう収しゆう集しゆう担たん当とう。角かく砂ざ糖とうに目がない。

尾嚙筐一郎おがみ・きよういちろう：ＵＧＮ刻ヶ峰支部長。〝ループ〟を発生させた黒くろ幕まく。一巻で死亡した。

羊坂供犠ひつじざか・くぎ：尾嚙に殺された、予知能のう力りよくを持つＵＧＮエージェント。〝ループ〟により甦よみがえ　った。

加賀美珠樹かがみ・たまき：鏡の魔ま眼がんを操あやつるＵＧＮエージェント。生真面目な風紀委員長。

ソフィア・Ｌ・コードウェル：ＦＨの〝マスターレイス[image: ]ベータ〟。二巻で死亡した。

阿玉弾児あだま・だんじ：刻ヶ峰学園二年Ａ組の生徒。野球部のエースだが一ヶ月前に肩かたを怪け我がしている。

伊武麻衣子いぶ・まいこ：二年Ａ組のクラス委員長。阿玉を救うため〝ループ〟を起こした。

宇津木椎子うつぎ・しいこ：二年Ａ組の生徒。ギャル。死んだ父親に会うため〝ループ〟を起こした。

眠木姫子ねむき・ひめこ：刻ヶ峰学園二年Ａ組の担たん任にん教きよう師し。いつも眠ねむそう。学園の卒業生。

刻ヶ峰園果ときがみね・そのか：〝林檎〟を実らせる〝生命の樹〟を生み出した少女。十年前から昏こん睡すい状じよう態たい。

役守奏やくもり・かなで：十年前に死亡した、尾嚙の幼おさななじみで、園果の親友。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆裏うら切ぎりの末路




　本シリーズ『リプレイ・メビウス』も、ついに最さい終しゆう巻かんとなった。

　シリーズ途と中ちゆうで（ありがたいことに）三巻が出せることになった前作『リプレイ・アカデミア』と違ちがい、今回は最初から、三巻構こう成せいの企き画かくだった。

　そのため、シリーズのスタート時点から、三冊さつ分の、おおまかなアイデアはできていた。すばらしい計けい画かく性せいである。これで、シナリオ作成に収しゆう録ろく直前までバタバタすることもないであろう！　ライト・オヴ・センケン！　ＫＡＩＺＥＮ！




　そう思っていた時期が、わたくしにもありました。




　──前ぜん巻かん『リプレイ・メビウス②　微笑ほほえむキミに会いたい』は、ＰＣのひとり、篠月秋雨しのつき・あきさめ（プレイヤー：矢野俊策やの・しゆんさく）による〝裏切り〟、という、予想外の出来事で終わった。

　さすが、〝絆きずなと裏切りのＲＰＧ〟『ダブルクロス』のデザイナー、矢野俊策である。二巻最後のセリフ「俺おれ様がお前らに本当の〝裏切り〟って奴やつを見せてやんよォ────ッ！」は、記き憶おくに新しいところだ。

　そんなわけで、「これからシナリオどうすんべ」と悩なやんだわたくしは、矢野先生と、個こ人じん面談を行なうことにいたしました。

　場所はファミレスですが、読者のみなさまには、生徒指し導どう室しつで想そう像ぞうしてもらったほうが、わかりやすいかもしれません。では、その様子をどうぞ。




やにお：……で、どうするの。これから、ＰＣとしてやっていくつもりはあるの？

矢野：はい、あの、できれば、そうですね。

やにお：まあ、サブマスターになるとかね、キミにも色々進路はあるわけだけど。

矢野：はい、まあ、ジャーム化もしてませんし、できれば、ＰＣでどうかな、と。

やにお：そうだねぇ……（書類シナリオをめくる）まあ、本人がそういうつもりならねぇ……。

矢野：……は、よろしくお願いします。

やにお：しかし、やってくれたのう……。

矢野：面おも白しろかったでしょ（笑）。

やにお：うん、超ちよう面白かった（笑）。

矢野：まあ、一いち応おう、「このキャラならこうするかな？」という動きをしてみた。

やにお：だね。納なつ得とくできた。ま、それはそれとして、秋雨は他のＰＣとは別に、単たん独どくの導どう入にゆうや、行動をすることになるんで、目的とか行動指し針しんを確かく認にんしたいと思ってね。

矢野：うん、アイデアはあるんだけど、実じつ現げん可か能のうかどうかは、実じつ際さいに〝林檎りんご〟や〝生命の樹き〟を調べてみないと、わからないんだよね。

やにお：アイデアか……そのアイデア、名めい刺しの裏に書ける？




　かくして、我われ々われ、あれこれと密みつ談だんに励はげみます。




「……て感じに考えてるんだけど」

「あ～、そうだね。でもその××の情じよう報ほう、どうやって入手すればいいかな」

「……ふむ、たとえば、こういう方法はどうかな。××を××で──」

「あーあーあー！　そうなるのか。じゃあ×××とか？」

「じゃあ、この××。……こっちはどうやって実現しよう？」

「拡かく大だい解かい釈しやくになるけど、これとこれを、こーして……」

　結果として、矢野──秋雨には、いくつかの情報と、その情報を入手した理由を与あたえることになった。秋雨は、元々〝ループ〟を研究していたレネゲイドの専せん門もん家か、という設せつ定ていだったので、情報を持つこと自体は、自然な感じである。

　さらには、〝秋雨の計画〟や、〝情報の入手方法〟を実現するために、いくつか無茶をして──それを踏ふまえて、成長も行なってもらっている。




矢野：……これ、ＰＣとして参加するのはいいけど、最後までＰＣでいられるのかな。

やにお：やってみないとわからんねぇ。

矢野：ＰＣというか、半ＰＣくらいの気分だわ（笑）。

やにお：そうだね。途と中ちゆうで死んだりしたら、敵てきのダイス振ふっていいよ！

矢野：おお、そうするわ（笑）。




　そんなこんなで、矢野との密談も終しゆう了りよう。

　シナリオは、当初の予定とは色々変わったものの、元のものより確かく実じつに面白くなる──そんな手て応ごたえも感じていた。

　そして──最終話、セッション当日を迎むかえる。



サブマスター　ここでは、もうひとりの補佐的なＧＭ、という意味で使っている。









◆Preplay02◆涙なみだのあとにワルが来た




「わたしの涙は、もう涸かれたの」

『リプレイ・メビウス』最終話のセッションは、有世さんのそんな一言で始まった。




　収録当日。某ぼう社しやの会議室に、我々は集合しております。

　ＧＭことわたくし、中村やにお。

　緋蜂紅ひばち・くれないのプレイヤー、声せい優ゆうの佐藤有世さとう・ありせさん。

　鳩はと宮みやアンゼリカのプレイヤー、声優の榎えのきあづささん。

　墓守清正はかもり・きよまさのプレイヤー、ライターの田中天たなか・たかし。

　そして、篠月秋雨のプレイヤー、矢野俊策。

　そんなメンバーの視し線せんは……今、有世さんに集中していた。




やにお：えーと……どういう意味ですか？

有世：二巻で、いっぱい泣いちゃったから、もう泣かないぜ！　ってことです♡

あづさ：なんでちょっと、いい女っぽく言ったの？（一同笑）

有世：もうね、涙は出し尽つくしたから、今回は、絶ぜつ対たい泣きません！

あづさ：ほほう……。

有世：鉄の女ふたたび、です。

矢野：ちょっと待ってください、「ふたたび」って言うと、再さい登とう場じようっぽいですけど、俺、過か去こ一度も「鉄の女」にお会いしたことないです（笑）。

あづさ：一度もなったことないよ、鉄の女に。

やにお：まあ、今日は泣かない、と。決意の表明ですね。

有世：はい！

天：俺はもう、やりきったから引いん退たいしたい（一同笑）。

あづさ：わたしも……もう、隠いん居きよ生活を送ってもいいかな、と（笑）。

有世：まってまって！　まだ事じ件けんは解かい決けつしてないよ！　がんばろ！

矢野：俺は超ちようやる気きありますよ！（一同爆ばく笑しよう）

天：そりゃそうだろうな。いいな、楽しそうだな、そこ。

あづさ：というか……矢野さんは今回、敵……なんですか？

矢野：（いい笑顔で）さあ、どうでしょう？

有世：いやあああ～～～～（一同笑）。

矢野：ま、やにおと色々相談しまして、一応、ＰＣとして参加します。

有世：じゃあ、味方なんですね！

矢野：……半ＰＣ、くらいで、参加します（一同笑）。

有世：ううう……。

天：矢野ちゃんは、Ｅロイスとか何取ったの？

やにお：取ってねえよ！　ＰＣだって言ってるだろ。ちょっと本気っぽい顔で探さぐり入れるのやめろよ！（一同笑）

天：だって俺が矢野の立場だったらＥロイスとかエネミーエフェクトとか欲ほしいんだよ！

矢野：お前はそういう奴だよ……（笑）。




　エネミーエフェクトを手にした田中天のはしゃぎっぷりについては、矢野俊策著『リプレイ・ナイツ』を参照してください。




やにお：そんなわけで、まあ、今回のセッションの話──の前にですね、恒こう例れい、「有世ノート」をみんなで鑑かん賞しようしましょうか。

天：待ってました！

有世：や、そんな、たいしたもんじゃないですから、本当に、無む視ししてくださっても！

やにお：……いや、ねえ。俺、ちょっと見てるんですが、今回は、ひどい。

有世：ひどい!?　ひどくないですよ！

天：前回も、「シリアス」と言って、出て来たのが野球回だったが（笑）。

有世：今回はもう、シリアスを超こえて……深しん刻こくです！

あづさ：お、おう？

矢野：それ同じ意味じゃ……（笑）。

天：予よ測そくを超えて既すでに予言、みたいな感じでかっこいいね！

やにお：では、ノートを見ていきます……がぁ～、最初は～、えー、経けい験けん点てん of The スパイ。前回もやったやつですが……まー、いちおー、見てみますかー？

矢野：どうして急に、そんな投げやりな態たい度どになった（笑）。

やにお：みんなも見ればわかります。もうね、噓うそばっかり（笑）。

有世：噓じゃないですよ～！




　読者のみなさんは、次のコラムを参照してください。
















あづさ：……こ、これは……ひどい（笑）。

有世：ひどくないよぉ♡

あづさ：ありさんは、どうしてこんなに息をするように噓をつくの？（一同爆ばく笑しよう）

有世：噓じゃないもん！（笑）

やにお：はい、では少し見て行きます。今回も[image: 100]点満点の、「経験点 of The スパイ」。まず、「①スパイだと名乗らなかった」──はい、噓です（一同笑）。

あづさ：絶対経験点チェックつけさせない、って言ったのに……（笑）。

矢野：だってもう、「②秘ひ密みつを口にしなかった」とか、これ「隠かくし事ごとが苦手なため、何でもベラベラ話してしまう」って、もう守れてないって書いてある（笑）。

あづさ：この「④正しい判はん断だんができなかった」っていうのは、なんで、チェックが入って経験点もらえてるの？　できなかったんだよね？

有世：正直でしょ♡

あづさ：そういうこと聞いてるんじゃないんだよ！（一同笑）

天：いいね、この「⑤ポーカーフェイスをつらぬいた」「私わたしはピエロになりたい」もう、最初から最後まで、全然意味がわかんない。

あづさ：まずつらぬいてないし、ピエロとポーカーフェイスの関かん連れん性せいもわからないですね。

有世：ちょっと、みんなひどいよ……どうしちゃったの？（一同笑）

矢野：え、俺たちどうかしてます!?（笑）

あづさ：ありさんが意味のない噓をつくからだよ！（笑）

やにお：どうして、こんな噓ばっかりつくんですか？（笑）

有世：エリートだから……？

やにお：エリートは噓をつく……体たい制せい批ひ判はんみたいな話ですか？（一同笑）

あづさ：エリートじゃなくて、スパイだからでしょ？

有世：あ、それだ！　そうなの！　霧きり谷たにさんも誤ご魔ま化かしちゃう♡

天：霧谷もいい迷めい惑わくだ……（笑）。

やにお：いやー、それにしても今回の経験点 of The スパイはすごいですよ。なにしろ、本当のことがひとつもない（笑）。

あづさ：思うんですけど、ありさんも、リプレイ出しゆつ演えんがこれで六冊目じゃないですか。

有世：もうそんなになるんだね♡

あづさ：だからちょっと慣なれてきて、欲ほしがりになってきた（一同笑）。

有世：ええっ!?　欲しがりじゃないよ！　与あたえたい方だよ！

やにお：いけませんね、これ、だいぶ悪いですよ。悪い子ですね。

有世：悪い子じゃないですよ。すごくいい子♡

あづさ：悪い……もう、ありさんじゃなくてワルさんだこれ……。

天：佐藤悪わる世せになってしまった（一同爆笑）。

有世：ひ、ひどい～……悪くないのに～！

やにお：じゃあですね、この「⑥野球魂だましいを封ふう印いんした」にチェックをつけた上で、今回何を書いてきたか、見てみましょう。
















やにお：えー、ご覧らんの通り「メビウスのキャラで打線組んでみた」でございます。

天：すごい野球魂を感じる……これまでにない熱い野球魂を……。

あづさ：封印どうした!?（一同爆笑）

有世：しょうがないの、手が勝手に動いちゃって……！

あづさ：犯はん行こうを認みとめた……（笑）。

天：これはやってる顔ですわ。

やにお：えー、まあ、ちょっと「プレイボール」コーナーを見ていきましょうか（笑）。




・ポジション編へん

矢野：色々気になるんですけど、外野はレフトだけなんすね（笑）。

やにお：高校野球だと左打者が少ないから、ライトがいらない理り論ろんだね。

天：せめてセンターに……広い外野の隅すみっこに羊坂さんがぽつんと……（笑）。

矢野：秋雨は、いちおうまだポジションあるんだねえ。

やにお：今回、最初いないんで、三遊間がら空きだけどね（笑）。

有世：あとは伊武ちゃんと宇津木ちゃんが入ってくれればちょうど九人です！

やにお：伊武は知覚系、宇津木ちゃんは飛べるので、外野向きではありますね。




・キャッチフレーズ（？）編

やにお：ネズミの〝盗とう塁るいインスパイア〟ってどういう意味ですか？

有世：盗塁がとっても上じよう手ずなんです♡

矢野：インスパイアって、触しよく発はつとか、鼓こ舞ぶとかって意味ですけどね。

有世：（目をそらして、鼻歌を歌い始める）

やにお：あ、悪い！　これは悪世ですね～！（一同笑）

矢野：秋雨の〝隠かくし球だまレジェンド〟は、まあ、前回のイメージだね。

やにお：悪い名前ですね。ズル山ズル夫くらい悪い奴ですね、これは。

あづさ：私は、〝幸子バスター〟が気になってしょうがないんですが（笑）。

天：幸子を破は壊かいしちゃうの？

有世：ちがいますよ！　バスターって、ちゃんと野球用語があるんです。えっと、「ヒットを打つとみせかけてホームラン」とか、そういうのです！

やにお：バントをすると見せかけてヒッティングすることですよ（一同笑）。

有世：でも、意味は同じで、「幸子と見せかけてアンちゃん♡」っていうことです！

あづさ：見せかけたことは一度もねえよ!?（一同爆笑）

天：墓守の〝死球パイオニア〟も、地味にひどいな（笑）。

やにお：「監かん督とく指し示じで当たりに行け。お前死なないし」みたいなね（笑）。




・セリフ編

やにお：セリフは色々凝こってて、これまでのシナリオ内の話なんかを、野球ネタに改変して入れてあるんですよね。

天：センスはぶっ飛んでるけど、けっこうわかるな（笑）。

有世：えへへ……。

あづさ：あの、私は野球にあんまり詳くわしくないので、ちょっと意味がわからないのだけど……羊坂さんのセリフは、どういうつもりで書いたの？

天：「No Look!　アラスカ・モンタナ・テキサスヒット！」だね。

有世：…………はぁ（溜ため息いき）。

一同：？

有世：（しみじみと）どういうつもりかねぇ……（一同爆笑）。

あづさ：ちょっと！（一同笑）

天：テキサスヒットって、内野と外野の間に落ちるポテンヒットのことだね。

やにお：これあれでしょ、羊坂さんが目をつぶってるから、No Lookで、見てないから外野フライ全部落としちゃうよ、って意味でしょ。

矢野：外野ひとりしかいないのにか！（一同笑）

有世：ちがいますちがいます、打つ方です。こう……狙ねらって♡

やにお：ああ、来る球のコースを予知して、とか、そういう（笑）。

矢野：珠樹の〝主審ハイジャック〟っていうのは、審判やるって意味ですか？

やにお：「加賀美ー！　野球やろうぜー！」って呼ばれて、ウキウキして来たら、「お前審判な！」って言われる珠樹（一同笑）。

有世：ちがいますちがいます、アピールプレイが上手なんです♡

天：抗議しすぎて退場になりそうだアイツ（笑）。

矢野：他にもツッコミたい場所はあるが……まあ、次に行こう（笑）。

あづさ：野球魂の封印とは一体……。




　　　　＊　＊　＊




やにお：では、次は紅の日記を見てみましょう。前回の話の復ふく習しゆうにもなって、いいコーナーですよね。これは。

有世：ふふふ、もっと褒ほめてください！

あづさ：やはり、欲しがりか……（笑）。

やにお：──が、しかし。今回は日記も相当……悪いです。

有世：ええ!?




紅's ボイスメモ

　ダディ事件です。きびだんごの誓ちかいが伝わりませんでした。みんなで力を合わせれば乗のり越こえられる！　というスパイサインだったのに、餌え付づけだなんて！　やっぱり……高級大だい福ふくの方がよかったのでしょうか？　難むずかしい……。




やにお：冒ぼう頭とうの衝しよう撃げきシーン、「きびだんごの誓い」ですね。

あづさ：高級大福……金で釣つろうとしている……ワルさん……（笑）。

有世：ちがうよぉ～！




　ダディ事件です。アンちゃん豹ひよう変へんの巻です!!　急に沈しずんだり怒ど鳴なったり。もしかして思春期と反はん抗こう期きのダブルブッキングですか!?　彼かの女じよにもようやくそんな日が……忙いそがしい……。




やにお：〝秘密〟を得た後の、アンゼリカの態度の話ですね。

あづさ：若じやつ干かんこう、上から目線を感じますよね……。

有世：ないない！　それはね、と・ら・え・か・た♡（一同笑）




　ダディ事件です。お墓くんのネズミちゃんへの愛がハンパないです!!　かっこつけて角かく砂ざ糖とう投げちゃって……。ちょっとフォームが甘あまかったゾ☆　ネズミちゃんを守るために必死だったお墓くんは、途中壊こわれかけていたけれど、最高にかっこよかったです!!　男らしい……。




矢野：フォームの指し摘てき（笑）。

やにお：二巻の天の豆とう腐ふメンタルっぷりは大変好こう評ひようでした。

天：ちがう！　俺はかっこよかったから好評なんだ！（笑）




　ダディ事件です。秋雨さんがウェイトレスさんにプレイボーイスマイルを投球していました。ウェイトレスさんからカプサイシン粒りゆう子しが放出されています。The大人の世界!!　いかがわしい……。




矢野：これ、なんのシーン？

やにお：これね、喫きつ茶さ店てんで秋雨が《竹ちく馬ばの友》使ったとこだね。

矢野：あーあーあー！　……って、カプサイシン出てないだろ!?

有世：ええっ！　出てませんでした？

あづさ：あのね、カプサイシンは、唐とう辛がら子しとかに含ふくまれる奴だから（笑）。

天：何と勘かん違ちがいしたんだ……（笑）。




　ダディ事件です。アンちゃんに「もしもの時に、わたしを殺せますか？」って言われたんです。何を言っているんだ!!

　東に病気の幸子あれば　行って看かん病びようしてやり　抱だきしめ続け

　西に疲つかれた幸子あれば　行ってマッサージをしてやり　抱きしめ続け

　南に死にそうな幸子あれば　行って大好きだよといい　抱きしめ続け

　北に喧けん嘩かや起き訴そしている幸子あれば　私が代わってあげ　抱きしめ続け

　褒ほめられ、苦にはされず、そういうスパイに私はなりたい。

　そう思っているのに!!　やだ♡　なんだか少し……恥はずかしい……。




あづさ：パクリか（一同笑）。

有世：一いつ生しよう懸けん命めい考えたんだよ～！

やにお：どうしてこんないいところで、笑いを取りに来ちゃったんですか（一同笑）。

有世：真しん剣けんです！

矢野：一番いい場面なのに……（笑）。

あづさ：そして、褒められたがっている……欲しがりだ……（笑）。

有世：欲しがりじゃないよ！

天：元ネタでは褒められないのに……（笑）。

有世：ちょっと、今日はみんなどうしたの？　みんなが悪いよ！（一同笑）

やにお：ついに人に押おしつけ始めた！（笑）




　ダディ事じ故こです。言葉の事故です。私は自分と同じ境きよう遇ぐうである事、そしてなにより、生まれてきてくれてありがとうって伝えたかったんです。それなのに……。唐とう突とつさんが邪じや魔まをしました。でも大だい丈じよう夫ぶ。唐突さんとはさよならしました。もう後ろは振ふり向むかないで!!　こんにちは追つい突とつさん!!　騒そう々ぞうしい……。




やにお：アンゼリカと一いつ旦たん喧けん嘩か別れしたところ、と。

矢野：これは、紅が悪い、っていう話でもないとは思いますが……なぜ追突さんとこんにちはしちゃったんですか（一同笑）。

有世：なんとなく、書いちゃった……。




　ダディ事件です。私も大たい概がいの汚おスパイだけど、アンちゃんも相当の御お天てん使しです!!　ひとりで全部抱かかえ込こんで……頼たよってくれない。私たちは親友なんだよ!?　待っててね、アンちゃん。まだ伝えてないことがあるの。ループが終わったら……一いつ緒しよに暮くらそう!!　愛いとしい……。




やにお：で、アンゼリカの事じ情じようを知って、助けに向かうところ。いい場面ですね。

あづさ：若干、愛が重いです（一同笑）。

有世：ひどい～（笑）。

天：クレイジーサイコスパイって感じがしてとてもいいと思います！




　ダディ事件です。生命の樹を壊こわす時がきました。切ったり、引き抜ぬくだけで、この樹を倒たおす事ができるのでしょうか？　もしダメだったら……私の血で!!




ダディー!!　Akisame has an apple!!

ダディー!!　Akisame has an apple!!




やにお：そして、アンゼリカを取とり戻もどし、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟との対決──そして、秋雨の裏切りで、二巻は終わったわけです。

天：悪世さんも悪いけど、秋雨も相当悪いよな。

矢野：もう悪わる雨さめと呼よんでも過か言ごんではないね（一同笑）。

やにお：これを踏まえて──最終話へのプランが、こちら。
















天：すごく野球ネタ差さし込こんでくるな（笑）。

あづさ：まったく魂たましいが封印されていないです（笑）。

やにお：まあ、これにも色々面白いところがあるんですが、そろそろ巻まきで、ポイントだけ見て行きます。問題はこの、「⑥表情に気をつけろ!!」ですね。

矢野：この「こうごうしい」は、光合成の字ですね（一同笑）。

有世：そうなんだ……！

天：「眉まゆと眉の間に黒い点」って、白びやく毫ごうのことなんだろうけど、この表ひよう現げんだと、インドのビンディーっぽいよな……（笑）。

やにお：はい、というわけで「ＴＡＬＫセラピストへの道」でした。次はですね……これは、オリジナルの歌か詞しですね。

一同：歌詞!?

有世：二巻の時に、ＢＧＭで流れてたんです♡

やにお：……ということらしいです。で、タイトルは「エリートＮｏ１」。

あづさ：それ、なにか、聞き覚えがある……（笑）。

やにお：えー、これはですね、ご紹しよう介かいしたいのはやまやまなんですが、直球でパクリなので、大人の事情で紹介は控ひかえさせていただきます（一同笑）。

有世：オリジナルの歌詞ですよ～！

あづさ：ワルさん……。

天：悪世さん……。

やにお：では、次いきましょう！




　　　　＊　＊　＊




有世：あ……次は、それは、読まなくていいです。わたし、本当に腹はらが立って、それで書いちゃったけど、みんなに見せるつもりのじゃなくて……。

やにお：でも、いい手紙だと思いますよ。

天：Ｊ……って、ああ、コードウェル博士か！

[image: ]

矢野：アルフレッド・Ｊ・コードウェルだからね。

あづさ：これは、綺き麗れいなありさんだよ。

有世：そっかな？　〝ループ〟が終わったら、出すつもりなの。

あづさ：そっか……。
















Topsecret スパイ'sアイテム（追加）




やにお：そして、恒こう例れい。トランクのアイテム、追加分です。

矢野：まずは携けい帯たい電話。ついに持ったんですねえ（笑）。

有世：はい！　やっぱり、あったほうがいいと思って。

あづさ：やっと気づいてくれましたか……（笑）。




やにお：続いてはアロマ。……これは？

有世：自分で出せたらいいな、って思って！

やにお：？　どういうことですか？

あづさ：さっきの「ＴＡＬＫセラピスト」の話だと思います（笑）。

矢野：ああ！　アロマを感じさせる表情！

天：ぶふっ！　……お、おい、これ……！

矢野：……お面、ですね。

やにお：仏ほとけ様さま、っていうか……大だい仏ぶつの顔の……お面（一同笑）。

有世：はい！

あづさ：これも、セラピストへの道のために……？（笑）

有世：そうなの。自分で眉の間に点を描かくの恥はずかしいでしょ。だったらお面の方が恥ずかしくないかなって！

あづさ：恥ずかしいよ！（一同笑）




　　　　＊　＊　＊




やにお：そんなわけで、最終話に向けて、気合の入った有世ノートでした。

あづさ：すっかり欲しがりになってしまって……（笑）。

天：悪世サン……。

有世：ちょっと！　わたしは褒められて伸のびる子だから、もっと褒めて！

あづさ：欲しがりじゃないか！（一同笑）







◆Preplay03◆成長報ほう告こく




やにお[image: →]ＧＭ：さて、いよいよここから、セッションの準じゆん備びに入っていきましょう。まずは、それぞれの成長報告……ですが。

天[image: →]墓守：ですが？

ＧＭ：秋雨がどんな風に成長したかは、他のプレイヤーには秘密となっております。ただ、使用した経験点はみなさんと同じ、これまでのセッションで得た分だけですね。

矢野[image: →]秋雨：まあ、これも〝秘密〟みたいなもので（笑）。

有世[image: →]紅：今回も……〝秘密〟が……。

ＧＭ：まあ、秋雨の話は、シナリオで用意した〝秘密〟ってわけではなく、進行上、自然になるように内緒にしてみた、という感じです。今回は特に、これまでみたいな三人への〝秘密〟はないですよ。

紅：本当かなぁ……。

あづさ[image: →]アンゼリカ：ああ、すっかり疑うたがい深い、ワルさんに……。

墓守：紅だから、ワルナイって感じかな。

ＧＭ：それじゃ、悪くないみたいだ（笑）。──では、成長報告いきましょう。




▼緋蜂紅

紅：はい！　えっと、《ハイパータフネス》のレベルが上がって、ＨＰが増ふえました！

墓守：（身を乗り出し、低い声で）ほォ……いくつになったンだい？

紅：えっと、43です！

墓守：そうか。ならいい。

秋雨：ならいい、ってなんスか（笑）。

墓守：いや、ＨＰ最大という、俺の玉ぎよく座ざが脅おびやかされると嫌いやだから。マスターとして、そこは譲ゆずりたくない（笑）。

秋雨：お前、心狭せまいなー。

ＧＭ：アイツ、ほんと心狭いよな。

墓守：ＨＰが50点を超こえると警けい戒かいしはじめる（笑）。

紅：気をつけないと……（笑）。

ＧＭ：とはいえ、ＨＰを伸ばすのはいい成長だと思いますよ。

秋雨：ＨＰはあって困りませんし、緋蜂サンは代償にＨＰたくさん払いますからね。

ＧＭ：他には何か伸のばしましたか？

紅：ダイスがたくさん増ふえる《サポートデバイス》を取りました！　あとは、〝両親〟へのメモリーを。大切だし、変わらない想いだから。

ＧＭ：了りよう解かいです。それと、今回はサプリメント『リンケージマインド』を導入しますので、固定ロイスに種別を設定できます。種別を設定しておくと、タイタスにして昇しよう華かした際さい、特とく殊しゆな効こう果かを得ることができます。

紅：固定ロイスは、アンちゃんと霧谷さん……。じゃあ、アンちゃんは、家族みたいになりたいから、レッドで……霧谷さんは、上司として尊そん敬けいしているのでパープルです。

ＧＭ：了解です。
















▼鳩宮アンゼリカ

アンゼリカ：アンゼリカは、新しいエフェクトを取ったです。オルクスの《拡かく散さんする世界》と《スモールワールド》。あとはエフェクトや技ぎ能のうのレベルを上げました。

ＧＭ：《拡散する世界》は、他人のメジャーアクションを「対象：シーン（選択）」に変へん更こうするエフェクト。攻こう撃げき力りよくの高い紅に使うと、効果的でしょうね。

秋雨：《スモールワールド》は、敵の達たつ成せい値ちを下げるエフェクトッスね。

墓守：どっちも、シナリオ１回系けいの切きり札ふだか。シロらしくていいじゃねェか。

ＧＭ：ちなみに、秋雨も含ふくめ、成長方ほう針しんは事前に聞いています。最終話ですし、新しく取ったエフェクトを把は握あくして敵データ作った方がいいかな、と思いまして。

アンゼリカ：固定ロイスは、玉野椿たまの・つばきと、紅です。椿は上司でパープル、紅は、守りたい……とか、そういう意味での、ホワイトです。

紅：アンちゃん……♡

ＧＭ：はい、了解しました。
















▼墓守清正

墓守：俺は《フルパワーアタック》を３レベルに伸ばしたぜ。後は、《伸しん縮しゆく腕わん》を取った。

ＧＭ：白兵攻撃の距きよ離りを延えん長ちようするエフェクトですね。

アンゼリカ：墓守の腕がこう……伸のびるですか？（笑）

墓守：いや、数ｍ程てい度どなら槍やりが伸びたり、遠くなら、そこの地面や壁かべから槍が飛び出す、という演えん出しゆつだ。

ＧＭ：了解です。

墓守：ちなみに、これは前から実はできた。別に今回覚えたわけじゃない。シロと最初にやったときに、実は下がられても攻撃できた。

ＧＭ：やかましい（笑）。

アンゼリカ：「俺はまだ本気を出してなかった」アピールですか（笑）。

墓守：あとは「衝動：自じ傷しよう」のアージエフェクト、《獣じゆう王おうの献けん身しん》を取った。これで、単体攻撃なら、自分に対象を変更できる。ま、《復ふく讐しゆうの刃やいば》を使うチャンスが増ふえればいい、と思って取ったよ。

ＧＭ：墓守は殴なぐり返かえしてナンボですからね。

墓守：あとは〈白兵〉のレベルを伸ばしたくらいかな。固定ロイスは、ネズミと仇かたき。ネズミは「Ｐ：懐かい旧きゆう／Ｎ：無関心」で無関心が表。

ＧＭ：またか無関心無関心詐さ欺ぎかお前は（笑）。

墓守：詐欺じゃない！　種別は、仇が憎ぞう悪おのオレンジ、ネズミが庇ひ護ごのホワイトだ。

ＧＭ：了解しました。秋雨の成長報告はなし！　なので、以上で成長報告は終了です。

秋雨：ま、そういう感じで。セッション中に徐じよ々じよに見せていきますんで（笑）。

墓守：Ｅロイスとか使ったら教えてくれよな！（一同笑）

ＧＭ：では、そんなところでセッションに入りましょう──。



























固定ロイスに種別　『リンケージマインド』で導入された新ルール。色彩で表わされる種別を固定ロイスに設定することで、特殊な効果を得られる。
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◆Opening01◆五年前




　──雨が、降ふっていた。

　周囲は、既すでに見み慣なれた風景。刻ときヶが峰みね駅前。

　紅くれないとアンゼリカは、何度もここに戻もどってきた。

　今度は、いつもより、少しだけわかっていることが多い。

〝今〟は、〝五年前〟であること。

　そして、〝ループ〟を起こした〝持ち主〟が──秋雨であること。




紅：……また、ここからだね、アンちゃん。

アンゼリカ：（むすっとした顔で）秋雨に、まんまと出し抜ぬかれたのです。

紅：そんな風に言わないで！

アンゼリカ：わたしは、「あのクソ神父ゥ!!　裏うら切ぎりやがったァ!!」と思ってるです。

紅：アンちゃん!?（一同爆ばく笑しよう）

アンゼリカ：アンゼリカは、元々秋雨のことが信用ならない、と思っていたので（笑）。

秋雨：ずっと言ってたッスからね（笑）。

アンゼリカ：やっぱり、秋雨は信用してはいけなかったです。いつもヘラヘラして、何を考えているかわからないような……！

墓はか守もり：ここぞとばかりに秋雨Ｄｉｓが始まった（一同笑）。

紅：アンちゃん、違ちがうの！　秋雨さんは、妹さんを生き返らせたかったんだよ。だから、今は、妹さんが死んだ、五年前のはず。きっと、妹さんを助けようとしてるよ。

アンゼリカ：だからといって……。

紅：とりあえず、学校に行ってみよう？　また、みんないるだろうから。みんなで考えよう？　……秋雨さんも、来てるかも。

アンゼリカ：来ているわけがないのです。……移い動どうは了りよう解かいしたです。

ＧＭ：──では、一度場面を移うつしましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、刻ヶ峰学園です。今よりは新しいですが、それほど変わったようには見えないかな。墓守も、ここで登場するんでいいですか？

墓守：あァ。そうだな、教会にいるぜ。

ＧＭ：では、そこで紅とアンゼリカも合流したことにしましょうか。

紅：うん。秋雨さんがいるかもって……見に来ると思う。




　刻ヶ峰学園、教会。

　重い扉の中に入り、閉しめると、雨音は一気に遠くなった。

　中では蠟ろう燭そくの光が揺ゆらめいて──しかし、秋雨の姿すがたはない。




墓守：よォ、ハチとシロか。オッサンなら、いなかったぜ。

紅：そっか……。

墓守：あンな、しょぼくれたオッサンに出し抜かれるたァな。

紅：もうっ、お墓くんまで！

墓守：俺おれァ、別に怒おこっちゃいねェよ。オッサンが〝林檎りんご〟を奪うばうチャンスはあそこしかなかった。俺だって、オッサンの立場だったらそうしたさ。

ＧＭ：墓守の後ろで、ネズミが服の裾すそを摑つかんで不安げにしています。「……で、でも、神父の人は、ＵＧＮなのに、なんで、あんなことを……？」

墓守：ＵＧＮでもＦＨでも変わンねェさ。そこに〝欲望ねがい〟があったからだろうよ。

ＧＭ：「神父の人の、〝欲望ねがい〟ですか？」

紅：あ、そっか。ネズミちゃんは、秋雨さんの妹さんの話、知らないんだ。

アンゼリカ：わたしも、詳くわしくは知らないです。

墓守：言われてみれば、俺もそうか。

ＧＭ：一巻かんでは、アンゼリカと墓守は、秋雨が妹の話をしているときに立ち聞きしていた、ということにはなっていますね。ただ、どこまで聞いていたかはちゃんと決めてません。

墓守：ハチは本人から聞いたンだろ？

紅：……うん。私わたしが勝手に喋しやべっていいかわからないけど。……でも、言った方がいいと思うから──秋雨さんには妹がいたの。私やアンちゃんと同じオーヴァードで、ＵＧＮのエージェントだったんだって。

墓守：ほォ。

紅：でも、五年前……たぶん、これから、暴ぼう走そうしちゃって。それで、ジャーム化した、って思われて……処しよ分ぶんされてしまったの。だけど、後で秋雨さんが調べたら、まだジャーム化していなかった、間に合ったんじゃないか……って。

アンゼリカ：秋雨の妹は、死んだ──のですか。

紅：……うん。

アンゼリカ：そう……ですか。

紅：秋雨さんは、だから、妹さんを助けるために、五年間ずっとがんばってきて、それで……それで、〝ループ〟を起こしちゃった。

墓守：目の前に、自分が追い続けていたモノが転がってンだ、奪うばいもするわな。

アンゼリカ：許ゆるすつもりはないです。

墓守：あ？　それはよ、それはつまり、お前ェ──。

アンゼリカ：そういうことです。

紅：え？　どういうこと？　何の話？

アンゼリカ：なんでもないです。

墓守：言っとくがよ、俺はオッサンの行動を理り解かいはできるが、俺がこの〝ループ〟から出るために邪じや魔まになるンなら、遠えん慮りよなくブッ殺すぜ。

紅：ダメだよそんなの！　仲間でしょう？

墓守：仲間だった、だろ。

紅：過か去こ形けいにしないで！　きっと、話せばわかってくれるよ！

アンゼリカ：……そういえば、あの〝生命の樹き〟はどうなったですか。秋雨はともかく、あれを破は壊かいすれば、〝ループ〟は終わるはずだったです。

ＧＭ：──では、そこで新たな人物が教会に入ってきます。




　雨音。

　──扉が開き、湿しめった風と共に、ふたりの女じよ性せいが入ってくる。

　シスター姿の、目を閉とじたような穏おだやかな表ひよう情じようの女性、羊坂供犠ひつじざか・くぎ。

　学生服を濡ぬらし、憔しよう悴すいした表情の少女、加賀美珠樹かがみ・たまき。




ＧＭ：羊坂さんが、「〝生命の樹〟は、少なくとも、あの地下空くう洞どうにはありませんでした」と、淡たん々たんとした感じで報ほう告こくします。珠樹は後ろでしょんぼりしている。

墓守：なかった、か。オッサンがどっかに隠かくしたか……？

紅：珠樹ちゃんは、どうしたの？

ＧＭ：「う、うう……秋雨さんが、ＵＧＮを裏うら切ぎったって……」（一同笑）

墓守：メンタルの弱いヤツだなァ。

ＧＭ：お前が言うな！（笑）　……で、珠樹は現げん場ばは見ていないものの、羊坂さんから話を聞いたようですね。ちなみに、伊い武ぶと宇う津つ木ぎちゃんは、珠樹と一いつ緒しよにいたけど、今は第二音楽室で待機している、とのこと。

紅：そっか。じゃあ、ＵＧＮのみんなは揃そろったし、みんなで秋雨さんを捜さがそう？　ちゃんと話してみようよ！　秋雨さんには、きっと、何か考えがあると思う。

アンゼリカ：だとしても、裏切りには変わりません。

ＧＭ：「そ、そうですよ！　秋雨さんは、いい加か減げんで、だらしなくて、ヘラヘラしてるけど、本当は信しん頼らいできる人だと思ってたのに……〝林檎〟を奪うばって、これじゃ、〝裏うら切ぎり者もの〟ですよ！」──と、涙なみだ目めになりながら珠樹も言います。

アンゼリカ：…………。

墓守：いつから裏切ってたかもわからねェしな。最初から、お前らも俺たちも、オッサンに利用されていただけかもしれねェさ。

紅：そんなことない！　秋雨さんは、ずっと妹さんを生き返らせる方法を探さがしてて……それで、私、また秋雨さんに、気づかない間に、傷きずつけることいっぱい言っちゃったんだと思う。だから私、ちゃんと秋雨さんに謝あやまってみる！

アンゼリカ：それは関係ないと思うです。

紅：で、でも……っ。

ＧＭ：「そうですね」と、羊坂さんも頷うなずきます。「秋雨神父の方も、謝あやまられても困こまるでしょう。裏うら切ぎるべくして裏切っただけです」──淡たん々たんというか、冷れい淡たんな感じですね。

紅：いつも笑顔の羊坂さんが……。

墓守：おこなの？（一同笑）

ＧＭ：ちょっと違ちがいます。「秋雨神父と話し合うこと自体は否ひ定ていしません。けれど、その前にひとつ、ある可か能のう性せいに我われ々われは備そなえておかなければならない」

紅：可能性？

ＧＭ：「ええ──篠月秋雨が、既にジャーム化している可能性です」

墓守：ま、そりゃ当然だな。

紅：ええぇっ!?　そ、そんなこと──。

ＧＭ：「我々ＵＧＮは、〝ループ〟を止めることを目的として行動してました。それを、私し利り私し欲よくのために裏切った──当然、既にジャームになっている可能性は高い。元仲間とはいえ、冷静に見極め、対たい処しよしなければいけません」

紅：私は常つねに冷静です！

アンゼリカ：（即そく座ざに）噓うそをつけ!!（一同爆笑）

ＧＭ：つ、つっこみが早かった……（笑）。

紅：でも、秋雨さんは「人を傷きずつけてまで〝ループ〟したくない」って言ってました。大おお勢ぜいを傷つけて甦よみがえっても、妹さんは喜ばない、って！

墓守：〝その時の秋雨は〟だろ？

ＧＭ：「ええ、ジャーム化によって人じん格かくが変へん貌ぼうすることは珍めずらしくありません。それに、秋雨神父は〝ループ〟を調べるため、みずから希望してこの刻ヶ峰支し部ぶに来た……ずっと、この機会を窺うかがっていたのかもしれません」

紅：羊坂さん……。

ＧＭ：珠樹も、泣きながら言います。「ず、ずっと、私達を騙だましてた、ってことですか……」

墓守：別に、騙してたワケでもねェだろ。本心を全部は言ってなかっただけ──あァいや、それも言ってはいたか。「可能だったら取とり戻もどしたい」ってな。

ＧＭ：「……そうでしたね」と、表情を変えずに羊坂さんは答えます。

墓守：おこだな（一同笑）。

紅：でも、仲間なんです！　だから、会って話せば──。

ＧＭ：「会話を試みることは、私も否定しません。ただ、覚かく悟ごはしておくべきです」

墓守：同意見だな。話しても無む駄だそうなら、悪ィが、さっさと頭に槍やりをブチ込こむつもりだ。

紅：そ、そんなのやめてよ……！

ＧＭ：羊坂さんは溜ため息いきをつきます。「……そこまですることは考えてはいませんでした。あんな男でも、元は仲間でしたし……ですが、仕方がありませんね」

墓守：ま、ジャームだってはっきりしたら、の話だがな。

ＧＭ：珠樹はおろおろと、羊坂さんや墓守を見て「そ、そんな、秋雨さんを、殺す……とか、そんなの、噓でしょう……？」と涙目です。

アンゼリカ：さんざん秋雨をＤｉｓっていたのに……（一同笑）。

ＧＭ：いざ秋雨が悪堕おちしてみると、こう、どうしていいか、と。おろおろ。

墓守：横にいるのが当たり前だと思っていたヤツが、いざ敵てきに回っちまうとな、そうなるよな。わかるわー（一同笑）。

ＧＭ：せやな。──で、羊坂さんは墓守を見て、「では、協力関係、ということでいいですね」と、確かく認にんするように言います。

墓守：あァ。この〝ループ〟を終わらせるためなら、な。

ＧＭ：「わかりました。〝生命の樹〟の所しよ在ざいも不明ですし、秋雨神父の計画も、詳しくはわかっていません。ただ、記録によれば、秋雨神父の妹さんが死んだのは、今から一週間後……まだ、時間はあります。まずは、調ちよう査さを始めましょう」

アンゼリカ：わかったです。……秋雨を、止めてみせるです。

墓守：ったく、手間増ふやしやがってな、あのオッサン。

ＧＭ：ネズミはこくこく頷き、珠樹は俯うつむいて黙だまっています──といったところで、シーンを変えましょう。

紅：…………。




　紅は俯いて、拳こぶしを握にぎる。

　誰だれも、「秋雨を救う」とは、言わなかった。

　けれど。自分だけは──。

「諦あきらめないから……」







◆Opening02◆ある朝




　篠月秋雨にとっては、見慣れた天てん井じようだった。

　見慣れた──そして、久ひさしく見ていなかった天井。

　妹の死からしばらくして離はなれた……篠月家の、自室。

　窓まどの外、ガラス越ごしに、微かすかに雨音が聞こえていた。




ＧＭ：──では、秋雨のシーン。〝ループ〟が始まってすぐの、朝です。つまり、前のシーンより、少し時間が遡さかのぼる……ということになりますね。

秋雨：……手の中を見るッスよ。

ＧＭ：透すき通とおった、赤い〝林檎〟が、秋雨の手の中にあります。

秋雨：……。あー、事前に聞いていた色々ッスけど──。

ＧＭ：もう知っていて構いません。〝ループ〟の発生は、体感では一いつ瞬しゆんですが、赤い光の中で、対話したり、あるいはまあ、通つう常じようの会話ではないので、一瞬で共有したり、ですね。

紅：対話？　共有？

墓守：わかンねェ話してんな（笑）。

秋雨：なるほど……。じゃ、アタシは、しばらく、〝林檎〟を握にぎって目を閉とじるッス。

ＧＭ：秋雨に応こたえるように、〝林檎〟が淡あわく明めい滅めつします。

アンゼリカ：……そんなこと、今まであったですか？

ＧＭ：少なくとも、アンゼリカは見たことがないですね。

紅：……どういうことだろう。

ＧＭ：──秋雨がぼんやりとしていると、外から──階下から、声が聞こえますね。「ちょっと、いつまで寝ねてるのよ！」

一同：……。

秋雨：懐なつかしそうに、ふっと笑ってから、「はいはい、起きるッス」──と応こたえて、下に。ああ、〝林檎〟は置いていくッス。どうせ、勝手に手元に戻ってきますしね。

ＧＭ：はい。階かい段だんを下りると、リビングキッチンで、少女が朝食の準じゆん備びをしています。

秋雨：……おはようッス。

ＧＭ：セーラー服の上からエプロンを着けた少女が、「本当にもう、ぐうたらなんだからさー、二五にもなって、妹に世話させて！」と、文句を言いながら、料理を続けています。

秋雨：や、それはね、感かん謝しやしてますよ、ホント。

紅：秋雨さんの……妹さん。

ＧＭ：はい。名前は篠月時雨しぐれ。真面目で、ちょっと気の強そうな──ま、あまり似にてない兄妹ですね。

秋雨：あー……時雨サン、手伝いましょうか？

ＧＭ：「邪魔だから、座すわってて！」と言ったところで、時雨が冷れい蔵ぞう庫この中を漁あさっている間に、味み[image: ]そ汁しるの鍋なべが噴ふきこぼれた──と思った次の瞬しゆん間かん、時雨が鍋の前に立って、既に火を止めています。「危あぶない危ない。セーフ」

秋雨：……家の中でエフェクト使うの、やめましょうよ（一同笑）。

墓守：瞬間移動とか、そンな能のう力りよくかねェ。

ＧＭ：どうでしょうか。──で、そんなこんなで、食しよく卓たくには味[image: ]汁やら焼き魚やら、おひたしやらが並ならびます。あと漬つけ物ものとか。梅うめ干ぼしとか。

秋雨：アタシ、梅干しダメなんスよねぇ（笑）。

ＧＭ：矢野もそうだしね（笑）。しかし時雨は「もう、子こ供どもみたいなこと言わないでよね。そんなんだから、二五にもなって、恋こい人びとのひとりもいないんだよ」と口を尖とがらせる。

秋雨：ハハ、そうッスねぇ。こりゃ一本取られました（一同笑）。

墓守：適てき当とうな受け答えだ（笑）。

ＧＭ：「ほんと適当な受け答えだね！」（一同笑）

アンゼリカ：秋雨の年ねん齢れいが変わっていることは、受け入れてるですね。

ＧＭ：はい。時雨の意い識しきでは、というか、この〝秋雨のループ〟の中の五年前では、秋雨は二五歳さいで、従したがって、時雨とはずいぶん年が離はなれた兄妹になりますね。

紅：ふたり暮ぐらしなのかな？

ＧＭ：両親とも事じ故こや病気で既に亡なくなっている、という設せつ定ていです。

紅：そうなんだ……。

秋雨：食事をしながら──ところで、時雨サン。

ＧＭ：「うん？」

秋雨：今日は何月の何日でしたっけね（一同笑）。

ＧＭ：「……はぁ。ダメだダメだと思っていたけど、ついに、日付けの感覚までなくしたのか……だから、飲のみ過すぎるな、って言ってるでしょう！」（一同笑）

秋雨：飲み過ぎるな……ッスか。ああ、そうッスね。気をつけないと。

ＧＭ：時雨は、壁かべのカレンダーを示しめします。六月ですね、ちょうど梅雨入りしたくらい。「もー、雨ばっかりでやんなっちゃうよ。兄さんの能力で、どうにかなんないの？」

秋雨：生あい憎にく、アタシは降らせることはできても、止ませることはできないんで。

ＧＭ：「嫌いやな雨、一体、いつになったら止むのかしら」

秋雨：そうッスねえ……ああ、そうだ。アタシ、ちょっと、しばらく家を空けるッスよ。

ＧＭ：「ん？　今、忙いそがしいんだっけ……確たしか、学校の教会で偽にせ神しん父ぷやりながら、調査をしてる、とかだよね。今の任にん務む」

秋雨：ああ、そこは同じ設定ッスか。まあ、それが矛む盾じゆんも少ないッスね。──ま、そんなワケなんで、時雨サンも、戸と締じまりには気をつけてください。

ＧＭ：「いやいや、兄さんよりあたしの方が強いし」（一同笑）

秋雨：まあ、そうッスけどねえ……（笑）。

ＧＭ：「あ、そうだ。隣となり町まちの支部から連れん絡らくがあって、どうも、はぐれのジャームが、この辺りにウロついてるみたいなんだよ。ウチの支部にも協力の要よう請せいが来た」

秋雨：……コレが、例のヤツっすかね。

ＧＭ：はい。時雨が戦せん闘とうし、ジャームは倒たおしたものの、時雨本人が暴走してしまった──という事じ件けんの時、出しゆつ現げんしたジャームです。時雨が遭そう遇ぐうするのは、一週間ほど先になります。

秋雨：一週間。……さてさて、間に合うッスかねぇ。

ＧＭ：「ん？」

秋雨：いえいえ、なんでもないッスよ。

アンゼリカ：秋雨家のある街と刻ヶ峰市は、どのくらい離れているですか？

ＧＭ：どちらも関東地方の小都市です。隣となりの県で、ま、そんな遠くはありません。で、時雨は「兄さんこそ気をつけてよね。戦闘能力とか、からっきしなんだからさ」と。

秋雨：ええ、まったくッスね。……気をつけます。

一同：……。

ＧＭ：そんな風にして、秋雨家の日にち常じよう──五年前までは日常だった、朝の時間は過ぎていきます。時雨は、学校に行く準備を始めますね。

秋雨：その様子を、しばらく見て──立ち上がる。




「それじゃ、アタシは仕事に行ってくるッスよ」

　時雨は──ずっと、口を尖らせたり、仏ぶつ頂ちよう面づらを向けていた妹は、そう聞くと、不意に、笑顔になった。それが彼かの女じよの癖くせ。

　両親と死別して以来の、別れ際の癖だ。

「うん。行ってらっしゃい、兄さん。しばらく会えないけど、またね」

「……ええ、また」

　──そうして、篠月秋雨は、雨の中に歩き出した。

　たったひとりで。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆〝願い〟を狩かるもの




　紅くれないは走る。

〝秋あき雨さめを捜さがす〟──それだけで頭がいっぱいになって。

　手がかりは少ない。今回の〝ループ〟では、範はん囲いは隣りん県けんにまで拡かく大だいしている。

　それでも、紅は走る。目もく撃げき談だんを集め、レネゲイドの反はん応のうを追い、勘かんを駆く使しして、

　そして、なかば奇き跡せきのように、紅は見つけたのだ。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズです。既すでに、さっきのシーン、この〝ループ〟の開始からは、一日が経けい過かしています。紅は──。

紅：秋雨さんを捜さがします！

ＧＭ：はい。ま、闇やみ雲くもに探さがし回って見つかる、という範囲ではないのですが……偶ぐう然ぜんかスパイの勘か、紅はある都市の路ろ地じ裏うらで、秋雨を見つけます。

秋雨：ま、アタシは別に、身を隠かくすことに専せん念ねんしてるワケじゃないッスからね。

アンゼリカ：先に、秋雨が何をしているか調べた方がいいと思うですが……。

紅：でも待ってられないよ！　早く捜さがさなきゃ！

ＧＭ：──と、なったわけですね。では、場面は、紅が来る少し前。路地裏で、秋雨がひとりの人物と会話しているところから始まります。秋雨は侵しん蝕しよく率りつ上げてください。

秋雨：了解ッス。

紅：人物……？




　──関東、某ぼう都と市し。

　夕ゆう刻こく。分ぶ厚あつい雲が空を覆おおい、既に夜のように暗い。

　ぽつり、ぽつりと、雨が降ふり続つづいていた。

　路地裏を歩くのは、表ひよう情じように昏くらい影かげの張はり付ついた男。

　その前に、長身の神父服が、ふらりと立ちふさがった。




秋雨：や、どうもッス。ちょっとお聞きしたいことがありましてね。

ＧＭ：男は、殺気を放って秋雨を睨にらみ付つけます。「……誰だれだ、手前ぇ」

秋雨：やだなぁ、そんなに怖こわい顔しないでくださいよ──《竹ちく馬ばの友》を使用。

ＧＭ：秋雨がロザリオを掲かかげると、降ふり続ける雨とは別に、透すき通とおった雨う滴てきが男の額ひたいに落ち、少し、表情が柔やわらかくなります。「……ああ、アンタか。なんだい？」
















墓はか守もり：《竹馬の友》の効こう果かか。

ＧＭ：そういうことです。

秋雨：お聞きしたいのは、アナタの、〝願い〟についてッス。どんな願いでしたっけ？

ＧＭ：「願い……俺おれは……止める。ヤツを、人殺し……殺さつ人じん犯はんを……」




　ぽつり、ぽつりと、雨が降ふってる。

　男は──元もと刑けい事じは、その後こう悔かいを、その苦しみを、神父服の相手に呟つぶやいていく。

　聞き入る秋雨の表情は優やさしげで──まるで、本物の神父のようだった。




ＧＭ：「あの時、俺が犯はん人にんを撃うつことを躊躇ためらわなければ、無関係な人間が巻まき込こまれることはなかった。今でも夢ゆめに見るんだ、あの時巻まき込まれた、子供の死に顔を……！」

秋雨：……時間を巻き戻してでも、止めたいですか？

ＧＭ：男は、意表を突つかれた顔をして、少し考えてから、はっきりと頷うなずきます。「ああ、今さらアイツを殺しても、死んだ人間は戻もどって来ない。もし、戻れるなら……」

秋雨：なるほど。確たしかに、アナタには資格があるッス。〝持ち主〟になる資格がね。

ＧＭ：「何を言って──」

秋雨：ロザリオを掲かかげるッス。《超ちよう越えつ者しやの眼がん力りき》《超越的能力》で──相手の、記憶を消す。

紅：記き憶おく、を……!?

墓守：はァなるほど。相手を無力化する《超越者の眼力》に、非ひオーヴァードを対象にする能力をオーヴァードにも有ゆう効こうにする《超越的能力》ねェ。

秋雨：ええ。「記憶を消す」は、効果としては拡大解釈ッスけど、事前にＧＭと相談して、こういう使い方をさせてもらってるッス。

墓守：秋雨はＤロイス「記憶探索者メモリダイバー」だしな。その〝雨〟には、記憶に作用する力があるってェ話か。

ＧＭ：そういうことです。──では、男はしばし呆ぼう然ぜんとした後……「俺は、何をしていたんだ？」……と呟つぶやきます。その表情からは、張り付いていた険けんが抜ぬけている。




　篠月秋雨しのつき・あきさめの能力、〝贖いの雨レイン・オブ・ペナンス〟。その本ほん質しつは、〝戻もどすこと〟にある。

　傷きずの修しゆう復ふく、心身の活かつ性せい化か、記憶の復活。それらは、ある時点の〝状じよう態たいに戻す〟ことで実じつ現げんされる。魅み了りようのような精せい神しん操そう作さ、噓うそを見み抜ぬく精神能力もまた、過か去この、一定の〝状態〟を引き出す、比ひ較かくすることで成されているのだ。




秋雨：何でもないッスよ。アナタは、ただ、昔のアナタに戻っただけッス。

ＧＭ：「……そうか」男は、秋雨を見、不思議そうに首を傾かしげながら、去っていきます。

秋雨：ふぅ、やれやれ、肩かたが凝こるッスねぇ……で。じゃあ、声をかけますか。




「いつまで隠かくれて見てるんスか？」

　飄ひよう々ひようとした、いつもの声で。秋雨はそう言った。




紅：私わたし……今の、全部見てたことにしていいんですか？

ＧＭ：はい、いいですよ。

紅：じゃあ、出て行きます。……大だい仏ぶつのお面かぶって、アロマ持って。

秋雨：やっぱり、アナタでしたか──って誰？（一同爆ばく笑しよう）

紅：秋雨さん。あなた、今、何をしていたんですか？

墓守：お前が何してンだよ!?（一同爆笑）

秋雨：あ、あの、アタシが聞きたいッス、それ……一体、何ですか（笑）。

紅：秋雨さんを癒いやすために……。

秋雨：……大仏の、お面を？

紅：はい。

秋雨：…………。

紅：…………。

秋雨：……なんだか、いい香かおりがするッスね。

紅：アロマです！

秋雨：…………。

紅：あの、今、何をしてたんですかっ!?

秋雨：そうッスねぇ……悩なやみ相談、みたいなもの、ッスかね。

紅：悩み相談、をして──その後、彼かれに何をしたんですか？

秋雨：それは……ぶふっ！　す、すみませんけど、その、お面、外してもらっていいですかね……笑っちゃって、その、話ができない……（一同笑）。

紅：どうして!?

墓守：どうしてじゃねェよ!?（笑）

アンゼリカ：……ま、まるで成長していないです（笑）。

紅：うー……じゃあ、お面外します。ぽーい。

ＧＭ：す、捨すてたッ！（笑）

秋雨：えーと、なんでしたっけ、ああ──記憶を、消したんスよ。

紅：やっぱり……どうして、そんなことを……。

秋雨：言ったでしょう、〝ループ〟を、これで最後にするためッス。

紅：記憶を消したら、最後になるんですか？

秋雨：ええ、願いを叶かなえれば〝林檎りんご〟は消え、次の〝持ち主〟のところに現われる。その時、次の〝持ち主〟がいなければ、〝ループ〟は終わりです。

アンゼリカ：〝持ち主〟候こう補ほの記憶を消すことで、〝持ち主〟の資格を消す……ですか。

紅：それで、本当に〝ループ〟が終わるんですか……？

秋雨：ええ、十年前の〝ループ〟は〝持ち主〟の不在で終わってるッスからね。

墓守：なるほどねェ。

ＧＭ：これまで、きちんとは出ていない情じよう報ほうですね。ただ、秋雨は知っています。

アンゼリカ：誰に聞いたですかね……。

紅：……でも、だからって、他人の記憶を消すのは、良くないことだと思うんです。

秋雨：そうッスね。悪いことッスよ。

紅：わお！（一同笑）

アンゼリカ：わお、って……（笑）。

紅：な、なら──。

秋雨：でも、止めません。良くないこと、で言えば、この〝ループ〟があること自体が、良くないことッスよ。それも、アタシが起こしたことッス。

墓守：ま、そうだな。

紅：……みんな……秋雨さんが〝裏うら切ぎり者もの〟だって……そんなこと言うんです。

秋雨：ええ、そうッスね。アタシは〝裏切り者〟ッス。間ま違ちがいないですよ。

紅：そんな……っ。

秋雨：アタシは、自分の〝欲望ねがい〟のために、アナタ達を裏切った。それで合ってるッス。鳩宮サンとか、もうぷんぷんじゃないッスか？（一同笑）

アンゼリカ：ぷんぷんなのですよ（笑）。

紅：でも、秋雨さんは、妹さんを助けるために〝ループ〟を起こした……んですよね。

秋雨：ええ。でも、別にそれは他の人も同じッスからね。願いに良いも悪いもない。

紅：うう……。

秋雨：ただ、これが最後ッス。もし次の〝ループ〟になってしまったら、もうアタシの力では〝ループ〟を止められない。記憶を消して、〝ループ〟を終わらせる、その方法が使えるのは、この〝ループ〟が最後なんでね。

紅：それは、どうして……。

秋雨：この〝ループ〟で、また範囲が広がっています。関東の数県にまたがっている。次の〝ループ〟では、確かく実じつに──東京が入ります。

墓守：となると、巻き込まれる人数が一気に増ふえる、ってェことは──。

アンゼリカ：〝持ち主〟の候補も、一気に増ふえるということですね。

紅：…………そっか。

秋雨：五年前に戻れるだけの力を持った〝林檎〟が実り、アタシの力で処理できるだけの範囲に留とどまる──チャンスは、この一回限かぎりってことッス。だから……協力しろとは言いません。邪じや魔ましないで、もらえませんかね。

紅：……私は。秋雨さんのしていることは、やっぱりいけないと思います。だから、今、協力する──とは、言えません。

秋雨：そうッスか。ま、アナタならそうでしょうね。

紅：私、携けい帯たい電話を買ったんです！

秋雨：……はい？（一同笑）

アンゼリカ：唐とう突とつです（笑）。

紅：あ！　唐突さんいけない！　えっと、だから、はい！　って番号を紙に書いて渡わたします！　これ、いつでもかけてください！

秋雨：しばらく、それを眺ながめて……そうッスね、緋ひ蜂ばちサンらしいッス。と受け取る。

紅：あと私、秘密とかは持てないんで、今の話、みんなにしちゃいます。

秋雨：ええ、知ってるッス（笑）。──どうぞ。

紅：…………。




　──まだ、何か言えることがあるんじゃないか。

　紅が、言葉を探さがす、その間に滑すべりこむように、

「──じゃ、アタシはこれで」

　秋雨はそう言って背せを向けた。




　路地に立たち尽つくす紅に、

　徐じよ々じよに勢いきおいを増まし、雨が──落ちてくる。







◆Middle02◆消えた〝生命の樹き〟




　墓守清きよ正まさとネズミは、学園の地下に来ていた。

〝部屋〟──ただ、そう呼よばれていた、地下の空間。

　刻ヶ峰園果ときがみね・そのかが、十年間眠ねむり続けた場所。

　そこには今、何もなかった。




ＧＭ：──では、墓守のシーン。〝生命の樹〟の在あり処かを捜さがしたい、と。

墓守：あァ。ネズミを連れて、探さがし回まわるぜ。まずは、墓守学園の地下だな。

ＧＭ：刻ヶ峰学園な。なんだよ墓守学園って（一同笑）。

紅：すごい、校長先生だ！

墓守：しかもひでェ名前だな、墓守学園！（一同笑）

ＧＭ：お前はどんどん自じ我がが肥ひ大だいしているな！　学園を飲のみ込こむほどに！

墓守：ハハハ！　まァ、そンなわけで地下に来たけど、なンにもねェんだっけ。

ＧＭ：うん。ああ、一いち応おう、前に来た時は描びよう写しやしなかったけど、ベッドの周囲に、医い療りよう機器はある、といっても、測そく定てい機器、みたいなものしかないけどね。

墓守：最初は治ち療りようしようとしていたが、ここに来た時は、もう諦あきらめてたってことか。

ＧＭ：そう、そんな感じだね。ただ眠ねむっているだけで、原因もわからないし。

アンゼリカ：変な〝樹〟は生えてくるし……。

ＧＭ：そうですね。実じつ際さいには、あのホログラムのような〝生命の樹〟はずっと見えていたわけじゃなくて、ソフィア・Ｌ・コードウェル、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟が〝生命の樹〟を「再さい起き動どう」してから見えるようになったものです。

墓守：ま、そのへンは、刻ヶ峰園果について調べたことと、推測でわかるってことか。

ＧＭ：はい。──で、ネズミが周囲を探索していますが、パッと見、特に何もないですね。ベッドも空っぽ。機器も止まっています。

墓守：秋雨のオッサンが、刻ヶ峰園果を持っていった、ってとこかねェ。

ＧＭ：「ゆ、ＵＧＮの、シスターの人はそう言ってましたね。あの樹はエフェクトの効果でしょうから、本人が移い動どうすれば、確かに樹も一いつ緒しよに移動しそうです」とネズミ。

墓守：あの樹が出っぱなしなら、目立ちそうだがなァ（笑）。

ＧＭ：「目立ちすぎるです……でも、そういう証しよう言げんとかはありませんでした」ネットを駆く使ししたり、二十日はつか鼠ねずみを利用して聞きき込こみした限りでは、ということですね。

墓守：ま、隠す方法くらいは色々あるだろうな。さて、手がかりはねェかな？

ＧＭ：では、〈知覚〉で判はん定ていをどうぞ。

墓守：ネズミが判定してくれよ。面めん倒どうくせェ。

ＧＭ：なんだコイツ（笑）。でもネズミはダイス少ないんだよね……達たつ成せい値ち７。低いね。

墓守：使えねェな、俺もやるか。達成値──５。

ＧＭ：「マスター……」ネズミは墓守を哀あわれむような目で見る（一同笑）。

墓守：うるせェよ！　こういうのはお前の仕事だろうが！（笑）

ＧＭ：まあ、そうですね。ネズミは、周囲の空間に、光の格子グリツドを展てん開かい。空間から情報を読み取っていきますが……「ううん、寝ねていた人がいつ移動したか、とかは、読み取れないです……すみません」としょぼくれます。

墓守：ま、仕方ねェか。

ＧＭ：「た、ただ、空間自体に変な干かん渉しようがある気がします。別の〝領りよう域いき〟みたいな」

墓守：オルクスがいた、ってか？　秋雨のオッサンはオルクスじゃねェよなァ。

ＧＭ：「は、はい……」

墓守：刻ヶ峰園果のシンドロームはわかってたか？

ＧＭ：「い、いえ、不明すぎます。ただ、〝生命の樹〟の能力が、寝ていた人のものだとすると、そこから推測はできるかもしれないです」

墓守：〝林檎〟を実らせ、〝ループ〟を起こす能力、か。

ＧＭ：「時間に干渉するというと、バロールとか……あとは、空間を閉へい鎖さしているみたいなんで、オルクスの可か能のう性せいもあるとは思います」

墓守：〝領域〟にしちゃ、広すぎるがな。まあ、これだけの現げん象しようを起こす〝インフィニティ・コード〟だ。なンでもアリか。──ま、わかった。角かく砂ざ糖とうを放ってやる。

ＧＭ：「ありがとうございます！　甘あますぎます！」

紅：かわいい～。

アンゼリカ：一巻から変わらない光景ですね。

ＧＭ：得られる情報としては、こんなところですね。あと紅から連れん絡らくが来るのかな？

紅：秋雨さんがいなくなった後、すぐメールで全部報ほう告こくします！

墓守：じゃ、受け取っておくか。……記憶を消して回ってる、ねェ。……オッサンらしい、回りくどいやり方だ。

ＧＭ：「で、でも、それで〝ループ〟が終わるなら、マスターは……嬉うれしい、ですよね」

墓守：まァな。──お前ェ、まだ〝ループ〟を起こしたい、とか思ってンのか？

ＧＭ：ネズミは、フルフルと首を振ふります。「い、いえ……もう、いいです。懲こりました。懲りすぎました」

墓守：……これから先、もしお前が死ンで、俺のところに〝林檎〟が来たとしても、俺は、お前を甦よみがえらせたりはしねェ。

ＧＭ：「は、はい」ネズミは、当然そうだろうと思ってるので、きょとんとします。

紅：お墓くん冷たいよぉ～……。

墓守：──だから、お前ェも、俺が死ンでも、〝林檎〟に頼たよって甦らせよう、なンて、考えるんじゃねェぞ。

ＧＭ：「そ、それは……うう……」ネズミは一気に動どう揺ようして、ぷるぷるします。

墓守：だからぷるぷる震ふるえンな！　尿によう意いか!?　寒いから仕方ないのか!?

秋雨：何言ってんスか（一同笑）。

ＧＭ：「にょ、尿意はないですけど……でも、それは……」

墓守：……ま、俺は死にゃあしねェけどな。

ＧＭ：「そ、そうですよね！　マスターは不死身です！　不死身すぎます！」

墓守：不死身のの墓守さンといえば、ＦＨじゃァちょっとは知られた顔よ！（一同笑）

ＧＭ：いきなり小こ物もの臭しゆうがひどい（笑）。──では、そんなところでシーン切りますか。




「願い……〝ループ〟。取とり戻もどすため──ねェ」

　墓守は、広大な空間にぽつんと置かれたベッドに目をやり、呟つぶやく。

　暗い部屋に、淡あわく光っていた〝生命の樹〟──そこに実った〝林檎〟。

「はッ、くだらねェ」

　そう、吐はき捨すてて。

〝マスターグレイヴ〟墓守清正は、その墓ぼ標ひようのような空間を後にした。







◆Middle03◆誓ちかい




　刻ヶ峰学園、第二音楽室。

〝五年前〟のそこには、ＵＧＮ支し部ぶとしての設せつ備びはまだなかったが、ＵＧＮ刻ヶ峰支部の面々は、ひとまず、そこを集合場所にしていた。

　他に、行く場所もなかったから。




アンゼリカ：一度合流して、紅と話がしたいです。

ＧＭ：ああ、そうですね。では、第二音楽室に集まった場面にしましょうか。紅とアンゼリカが登場している……墓守はどうします？

墓守：出ておくよ。地下のことも報告してェしな。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、あとは羊ひつじ坂ざかさんが来ていますね。

紅：あれ、珠たま樹きちゃんは？

ＧＭ：「加か賀が美みさんは、秋雨神父の裏切りで動どう揺ようしていて……なので、伊い武ぶさんと宇う津つ木ぎさんの世話を任まかせています」と羊坂さん。あとはセイフハウス──根ね城じろとかの確かく保ほですね。昨日とかは、一応ホテルに泊とまったりした感じかな。

墓守：ホテルよりは、セキュリティをこっちで握にぎった場所の方がいいだろうな。ま、俺とネズミは、自分で用意するが。

アンゼリカ：五年前のわたしたちは、どういう身分なのですか？

ＧＭ：刻ヶ峰学園の生徒になっています。が、さすがにクラスに行っても、知ってる人もいませんし、ひとまず学園生活は置いておいて、調ちよう査さに動いている、というところです。

紅：そうだよね……みんな、いないんだ。

アンゼリカ：いないわけではないですけどね。……で、紅、秋雨に会ったですか？

紅：うん、そうなの。メールに書いた通り……。

アンゼリカ：あの、絵文字と擬ぎ音おんばかりの、意味不明なメールですか（一同笑）。

紅：ちゃんと書いたよ！

ＧＭ：まあ、有世語というか、紅語で書いてあるんでしょうけどね（笑）。

墓守：よく俺解かい読どくできたな！

ＧＭ：ネズミが「がんばりました……」と疲つかれた顔で言います（一同笑）。

アンゼリカ：暗号でした。

紅：うう……。

ＧＭ：では、あらためて紅から、秋雨の話を伝えた──ということで。

アンゼリカ：……つまり、秋雨は記き憶おくを消して回っているということですか。

紅：うん、止めた方がいいのか、そうじゃないのか、わからなくて……。

アンゼリカ：このまま、〝持ち主〟の候補を、すべて記憶処理すれば、次の〝ループ〟は発生しない、ですか。……本当にそうでしょうか。

墓守：どうだろうな。

ＧＭ：「理り屈くつは合っているようです」と羊坂さん。「十年前の〝ループ〟では、〝生命の樹〟は破は壊かいされていない。だとすれば、自然に〝ループ〟が止まったということになります」

墓守：狭せまい範囲なら、〝持ち主〟候補も少ないから、すぐ止まるってことか。

ＧＭ：「十年前は、今よりレネゲイド濃のう度どもずっと低かった。〝林檎の持ち主〟に選ばれるにはオーヴァードであることが条じよう件けんのようですから、その数は少なかったでしょうし、覚かく醒せいしたばかりのオーヴァードなら、力も弱かったはずです」

アンゼリカ：そういえば尾お嚙がみは、強いオーヴァードを集めた……そう言っていたです。

ＧＭ：「ええ、〝生命の樹〟がジャームを喰くう時、より強いジャームの方が、〝生命の樹〟を成長させる……〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の言動も、そういう理路のようでした」

墓守：十年前は、弱いオーヴァードが少ししかいなかった、だから、失敗した、と。

ＧＭ：「そのようですね。〝ループ〟の開始時に、よほど条件を整ととのえないと、今のように、〝ループ〟が連続し、範囲が拡大していくようにはならないのでしょう」

紅：う～ん……じゃあ、今は、すごく大きな〝ループ〟だよね？

ＧＭ：「そうですね。時間も空間も、十年前のものとは比くらべものになりません」

紅：秋雨さんは、本当に、願いを持った人全員の記憶を消したりできるのかな？

墓守：確かにな。前回の〝ループ〟の様子を見ると、オーヴァードは相当の割わり合あい発生してる。その中で、過去に戻もどりてェって考えてるヤツも、少なくはないだろうよ。

アンゼリカ：……そもそも、どうやって〝持ち主〟の候補を捜しているのでしょうか。

ＧＭ：「わかりません。というより、不自然ですね……何かしら、強い〝願い〟を持った者を捜す手しゆ段だんを持っている……とかでしょうか」

墓守：聞いたこともねェな。

ＧＭ：「秋雨神父は、他人の精神や記憶を操作する能力を持っていました。その応おう用よう……かもしれませんね。現げん状じようでは、推測しかできませんが」

墓守：相手が何人だか、何十人だかわからねェがよ。そんなにエフェクトを使いまくってたら、ジャーム化してもおかしくはねェな。

ＧＭ：「……そう、ですね」羊坂さんは、沈ちん痛つうな感じで俯うつむきます。

紅：うう……。

アンゼリカ：紅。紅は、秋雨を止めなかったですよね。

紅：……うん。賛さん成せいはできないけど、でも、秋雨さんは、やっぱり色々考えてて、だから、止めることもできなかった……。

アンゼリカ：では、秋雨がジャーム化したら、殺してでも止める覚かく悟ごがあるのですね？

紅：（きっぱりと）ありません！

アンゼリカ：イラっとします（一同爆笑）。

紅：でも、秋雨さんはジャームとかじゃなさそうだったよ……普ふ通つうにお話しできたし。

墓守：侵しん蝕しよく率りつ上げてたしな（一同笑）。

ＧＭ：まあ、そうですね。まだジャームになっていないだろう、とは思っていいです。ただ、実際のところ、秋雨は以前よりジャーム化しやすくはなっています。

秋雨：実はそうなんスわ（笑）。

墓守：ほう。エネミーエフェクトでも覚えたかい？

ＧＭ：それは『ナイツ』の時のお前だろ（笑）。そうじゃなくて、ちょっと、設せつ定ていとも関連して、Ｄロイスがひとつ増えています。その分、通つう常じようのロイスが減へっているわけです。

墓守：なるほどねェ。なンだろうな。

ＧＭ：ま、それは追い追い。──で、アンゼリカがイラっとしたところですが（笑）。

アンゼリカ：秋雨がまだジャームではない、というのは、紅を信用するです。でも、いつジャーム化してもおかしくない状態なのは、わかっているでしょう？

紅：そんな風にはさせないよ！

アンゼリカ：イラっとします（一同笑）。

紅：なんでぇ～!?

アンゼリカ：可能性が低くない以上、それを想定しておくべきです。でなければ、もし、秋雨がジャーム化したら──次に〝林檎〟が来るのは、紅のところになるです。

墓守：あァ、確かにな。

アンゼリカ：〝林檎〟が来たとき、ジャーム化した、あるいは死んだ秋雨を助けることを、紅は願わずにいられるのですか？

紅：それは……。




　紅は考かんがえ込こむ。

　第二音楽室に、沈ちん黙もくが流れ──。

　少しだけ開いた窓まどから、雨音が、控ひかえめに流ながれ込こんでくる。




紅：……正直、すごく難むずかしい。でも、ジャーム化する前に、止めればいい、と思う。

アンゼリカ：でも、止めなかったのでしょう？

紅：それは、そうだけど……。

アンゼリカ：別にわたしは、秋雨を止めろとも、信じるなとも言う気はないです。ただ、もし最悪の事じ態たいになった時──紅に、覚悟はあるのか、と聞いているです。

紅：ある！　あるよ！

アンゼリカ：では、秋雨を殺せるですね。

紅：（即そく座ざに）殺せません！

アンゼリカ：むっか～っとするです（一同笑）。

紅：どうしたのアンちゃん、そんなに怒おこりっぽくて──。

アンゼリカ：もういいです！　紅のことは頼たよりにしないです！

紅：アンちゃ──。

アンゼリカ：怒おこって、部屋から出て行きます。

紅：アンちゃん……。

ＧＭ：では、アンゼリカが退たい場じよう。羊坂さんは、「ともあれ、秋雨さんの動きはもう少し追ってみましょう」と、出て行きます。特になければ、これでシーンを終しゆう了りようしましょうか。

墓守：あ、ちょっといいか。ハチに話したいことがある。

紅：……うん。なになに？

墓守：あー、その前に──ネズミ、シロを監かん視ししとけ。使い魔まじゃなくて、自分でな。

ＧＭ：「自分でですか？　……わかりました」ネズミは不思議そうな顔になりますが、おとなしく従したがって、アンゼリカを追って出て行きます。

紅：どうしたの？

墓守：……アイツな、あー……ネズ公だがよ。

紅：うん！

墓守：正直、ＦＨこつちより、ＵＧＮそつちの方が向いてると思うンだよな。……だからよ、この件に片が付いたら、そっちで預あずかってくンねェか？

紅：お墓くんも、一緒にＵＧＮに来ないの？

墓守：そいつは無理だな。俺はこっちで、やることがある。

紅：そっか……ネズミちゃんの気持ちはどうなのかな。お墓くんと離はなれて、寂さびしがるんじゃないかな？

墓守：そりゃ、知ったことじゃねェな。向き不向きで考えた結果の話だ。

紅：……うん。わかった。でも、一週間に一回は会ってあげてね？

墓守：面会かよ！（一同笑）　……ＵＧＮとＦＨがか？　──ねェな、そりゃ。

紅：そんなの関係ないよ！

墓守：あのよ、俺たちは、たまたまこの〝ループ〟の中にいるから話してるだけで、本来なら敵てき同どう士しなんだぜ？

紅：でも私は、もし〝ループ〟の中じゃなくても、お墓くんと話すよ。

墓守：あァ……？

紅：そのくらい、信しん頼らいしてるから。

墓守：……変わった女だなァ、お前ェは。

紅：そうかなー？

墓守：ま、頼たのむわ。──で、俺も出て行く。

紅：……うん。




　第二音楽室に、紅はひとりになる。

　微かすかな雨音だけが響ひびくその空間は、無音よりも静せい寂じやくに近い気がした。

「アンちゃんも、お墓くんも、色々考えてる……よね」

　それは、自分よりも。けれど、

「でも、私は信じたいし、助けたいんだ。──みんなを」

　誰にも届とどくことのない誓いを、紅は静寂の中で、呟いた。







◆Middle04◆新たな〝裏切り者ダブルクロス〟




〝篠月秋雨のループ〟が開始して、四日目。

　この三日間、秋雨はほとんど一いつ睡すいもしていない。

　だが、妹、時雨が死を迎むかえるその日まで、あと三日。

　休んでいる暇ひまはなかった。




ＧＭ：では、秋雨のシーンになります。

墓守：もう四日目か！

ＧＭ：一週間は長いんで、そういう進行です。とはいえ、一週間くらいはないと、〝持ち主〟候補をすべて捜す──という計画も無理ですしね。

秋雨：そういうことッスねぇ。さて、どのくらい潰つぶせましたか……。

ＧＭ：既にこの三日間で、秋雨は一〇〇人以上の記憶操作を行なっています。

紅：そんなに……。

墓守：思ったより少ねェな。東京が入ってねェったって、今回の〝ループ〟の範囲にゃ、数百万人はいるだろう？

ＧＭ：オーヴァード自体はもちろんもっとたくさんいます。ただし、その中で保持者キーパーになった──つまり、一定以上の意い志しや力を持ったオーヴァードのみが対象なので、既に大半を〝処理〟した、と考えていいです。

墓守：オーヴァードなら誰でもいいわけじゃない、ってことか。

秋雨：そういうことッスね。もっとも、周回を繰くり返せば、保持者キーパーも──そして〝持ち主〟の候補も、どんどん増えていきますが。

ＧＭ：で、このシーンは、大おお勢ぜいいるエキストラではなく、名前つきのＮＰＣについて調べる、という場面になります。

秋雨：なるほど。じゃあ、とりあえず、どこかよくわからない隠かくれ家が──まあ、マンションの一室で、〝林檎〟を見つめて、考えてますよ。




　暗い部屋だ。家具も、電気もない。ただ風雨を凌しのぎ、休息するためだけの場所。

　とはいえ、ここまで休息らしい休息は取っていない。

「……いい加か減げん、体力も限げん界かいッスよねぇ」

　秋雨は、溜ため息いきをつき、手に持った〝林檎〟を眺ながめる。

　透き通った赤色が、応こたえるように淡あわく光り、壁かべを赤く染そめた。

「今のうちに、手強そうなところを、押おさえておくッスかねえ」




紅：また光ってる……。

秋雨：……考えられるのは、加賀美サン、羊坂サン、あたりですか。

アンゼリカ：一度、〝持ち主〟になったら、もうならないですか？

秋雨：どうなんスかね、そのへん。

ＧＭ：聞いてみます？

秋雨：そうッスねぇ。では、〝林檎〟を通して、〝生命の樹〟にアクセスする。

紅：──そんなことできるんだ！

アンゼリカ：……知りませんでした。

ＧＭ：聞いてみる、といっても、会話ができるわけではありません。渦うず巻まく、記憶ともいえない断だん片ぺん、感かん情じようともいえない渦うず、そんなものから情報を拾いあげています。では、秋雨は、〈知覚〉の判定をしてください。

秋雨：マイナーアクションで《オリジン：プラント》を使用して達成値を上げるッスよ。

紅：《オリジン：プラント》？

墓守：レネゲイドビーイング専せん用ようエフェクト……「奇妙な隣人ストレンジネイバー」か！

ＧＭ：正せい解かいです。秋雨は、レネゲイドビーイングと共きよう存ぞんし、そのエフェクトを使用できる、Ｄロイス「奇妙な隣人」を取得しました。《オリジン：プラント》は、そのレネゲイドビーイングが、植物型であることを示しめすエフェクトですね。

アンゼリカ：つまり、〝生命の樹〟がレネゲイドビーイングだった……？

墓守：確かに、ジャームを喰くう時は、〝生命の樹〟それ自体が、攻こう撃げきしてるみてェだったからな……言われてみれば、ありそうな話だ。

秋雨：ま、そういうわけッスね。みなさんには、まだわからないッスけど。

ＧＭ：あの、有世さん、むっちゃ口開いてますけど、大だい丈じよう夫ぶですか？（一同笑）

紅：あ、大丈夫です！　もう、緊きん張ちようしちゃって……息が！

アンゼリカ：秋雨がどうなるのか、緊張して見ているからですね。

秋雨：はは、まあ、見ててください（笑）。──で、〈知覚〉判定。自分に《援えん護ごの風》を使用してダイスを増ふやして……《オリジン：プラント》の効果も足して達成値、17ッス。

ＧＭ：はい。十分です。一度、〝持ち主〟になっても、また〝持ち主〟になる可能性はあります。新しい〝ループ〟で、前の〝ループ〟で変えた内ない容ようを上書きされることもありますし。

秋雨：確かにそうッスね。じゃあ、もう〝持ち主〟にならなくなるのは……。

ＧＭ：ジャーム化した上で死んで、〝生命の樹〟に喰われた時、ですね。つまり、互たがいに矛む盾じゆんする願望を抱いだいていた場合、どちらかがジャーム化して喰われるまで殺し合うわけです。

墓守：ま、らしい話だな。

紅：ひどい……。

秋雨：そうすると、伊武サンや宇津木サン、鳩宮サンまで対象ッスか。さすがにカバーしきれないッスねぇ。──〝ループ〟を望んでいるかは、会わなくてもわかるッスよね？

ＧＭ：そうですね。遠くから観察するとか、イメージを〝林檎〟を通して送おくり込こむとかで、判はん別べつできます。もう一度、〈知覚〉判定をどうぞ。

秋雨：同じエフェクトを使用。──今度は下がったッスね、12ッス。財ざい産さん点使えます？

ＧＭ：この判定には使えません。……そうですね、その達成値だと──まず、伊武、宇津木は、もう一度〝ループ〟を起こす願望はありません。既に願いは叶かなっており、上書きもされていないので。

秋雨：ま、そうでしょうね。加賀美サンは？

ＧＭ：珠樹も保持者キーパーですが、現状、〝ループ〟を起こしたい──つまり、時を巻まき戻もどす願望はない、あるいは薄うすいようです。

秋雨：少し意外な気もするッスね。色々、後悔はしているでしょうに。

ＧＭ：そうですね。ただ、時間を巻き戻してどうにかなる、と思ってないのと、あとは性せい格かくの問題なんかもあるんでしょう。

秋雨：あとは、羊坂サン、ッスかね。

ＧＭ：これがですね、よくわかりません。

秋雨：……ほう。

ＧＭ：あるような、ないような、という感覚です。会って確かめないとわからないでしょう。

秋雨：じゃ、ま、会いに行くッスよ。他に方法はない。

ＧＭ：それから、刻ヶ峰学園の関係者だと、もうひとり保持者キーパーがいます。これは、前回から保持者キーパーになった人ですね。

紅：ええっ!?　……誰だろう。

ＧＭ：眠木姫子ねむき・ひめこ。前の〝ネズミのループ〟から保持者キーパーになっているので、年齢は27歳のまま。新任の教師として、刻ヶ峰学園にいます。

紅：あの眠そう先生が！（一同笑）

ＧＭ：はい（笑）。……で、この人も、遠えん隔かくではよくわかりません。

秋雨：刻ヶ峰学園に行けば、両方いますかね。一度にできると楽なんスけど……と、呟つぶやいて、立ち上がるッス。シーン変えます？

ＧＭ：いえ、このまま、ふたりに会う場面もやりましょう。

墓守：……なるほどね、その能力で、〝持ち主〟候補を見つけてた、ってわけか。

ＧＭ：そういうことです。では、場面を切きり替かえます。




　　　　＊　＊　＊




　刻ヶ峰学園、放課後の教員室。

　新任の教師、眠木姫子は、事じ務む処理に没ぼつ頭とうしていた。

　眠木姫子は、数日前から〝五年前の世界〟にいた。

　自分は新任の教師で、母校、刻ヶ峰学園に赴任したばかり。

　だが、なぜかこの先、五年間の記憶がある……。

　夢、だろうか。混乱しながらも、眠木姫子は、〝五年前の日常〟を過ごしていた。

　そして今。気がつくと、いつの間にか教員室で──不自然に──ひとりきりになっていた。

　他の教員はどうしたのだろう。

　周囲を見回した彼かの女じよの前に──神父服の男が立った。




ＧＭ：眠木姫子は「あれ、神父の……秋雨さん？」と、少し混乱した感じで、でも眠そうに言います。

秋雨：ええ。そうッス。ん～……ま、時間をかけてもしょうがないッスね。ロザリオを掲かかげて、《竹ちく馬ばの友》を使用。

ＧＭ：室内に雨う滴てきが落ちて、眠木はリラックスした表情になります。「……ああ、秋雨さん。どうしたんですか？」

秋雨：少し、お聞きしたいことがありましてね。眠木サンは、時間を巻き戻したい……とか、思ったりします？

ＧＭ：「……変な質しつ問もんですね。うーん……思ったことがない、と言えば、噓うそになりますけど。……でも、今は思わないです」

秋雨：《真しん偽ぎ感知》するッスよ。

ＧＭ：判定はいいです。噓ではありません。「……昔、この学校で、生徒が何人も死んだんです。それで、なんていうのか……自分も子供なのに変なんだけど、子供が死ぬのはいやだな、って思って……守りたくて、教師になったんです」

紅：ええ先生や……！

秋雨：過去に戻って、昔の事じ件けんを止めたい、とは思わないッスか？

ＧＭ：「……それよりは、今は教師として、自分の生徒たちを守っていきたいです、かね」

秋雨：わかりました、どうも助かったッス。じゃあ、羊坂サンを捜しましょうかね。

ＧＭ：ま、これはすぐわかるでしょう。羊坂さんは第二音楽室にいます。

秋雨：じゃ、そっちに行きますよ。

ＧＭ：はい。眠木先生は、「……願い……かぁ」と、眠ねむそうに呟いていました。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：第二音楽室に来ると、中では、羊坂さんがピアノを弾ひいています。

秋雨：……ピアノ？

ＧＭ：ええ、ピアノ。

秋雨：ピアノ弾ひけるとか聞いたことありましたっけ。

ＧＭ：いいえ、秋雨は聞いたことないですね。ちなみに、すごく上手いですよ。

アンゼリカ：すごく、嫌いやな予感がするのです（笑）。

ＧＭ：ちなみに、弾いている曲は、「トロイメライ」。

秋雨：……尾嚙サンが、よく弾いてた曲ッスねぇ。

紅：えええっ！　怖い……。

秋雨：……まあ、ここまで来たら仕方ないッスからね。中に入るッスよ。

ＧＭ：秋雨が入ると同時に、ピアノの音は止まります。「お久ひさしぶりですね、秋雨神父」

秋雨：や、どうも、羊坂サン。……この人、《竹馬の友》効ききます？

ＧＭ：エキストラじゃないので効きません。

秋雨：そうッスよねー。そんな感じしたんスよねー（笑）。

墓守：秋雨、武ぶ器き持っておいた方がいいンじゃね？　家庭科室の包丁とか（一同笑）。

秋雨：持ってても使えないッスからね（笑）。では、羊坂サンに向かって──羊坂サンのピアノ、初めて聞いたッスね。

ＧＭ：「そうでしたか」羊坂さんは、穏おだやかな笑顔で首を傾かしげます。

墓守：怖ェ────っ！（一同笑）

ＧＭ：「秋雨神父は行ないを悔くいて、ＵＧＮに出頭してきた……わけではないですよね？」

秋雨：違ちがうッス。わかってるでしょう？

ＧＭ：「ええ、まあ」

秋雨：この際さい、ぶっちゃけて聞きますが、羊坂サン、時間、巻き戻したいッスか？

ＧＭ：「いいえ」

秋雨：……《真偽感知》する気もしないほど、即そく答とうッスね（笑）。

ＧＭ：「噓かどうか確かめるならどうぞ？」

秋雨：じゃ、一応。判定もしときますか──達成値14ッス。

ＧＭ：はい、噓ではないですね。羊坂さんは、穏やかな笑顔のまま、続けます。「……実は私、秋雨神父に協力してもいい、と思っていたんです」

秋雨：それは、願ってもないッスけど。過か去こ形けいなんスかね？

ＧＭ：「ええ。妹さんを助けるだけなら、協力してあげられたんですけれど……他人の記憶を消して回るのを、やめてもらえませんか？」

秋雨：それはできないッスね。〝ループ〟はこの周回で最後にする。そこまで含ふくめての、アタシの願い──ですから。

ＧＭ：「それは困こまりましたね」と、羊坂さん。そこで、不意に別人の声で話します。




「──〝ループ〟の連れん鎖さを断たち切きられては、困るのだよ」




秋雨：……それ、羊坂サンの口から出てるんスか？

ＧＭ：はい。はっきり別人、男だん性せいの声です。

アンゼリカ：その口調……。

秋雨：──尾嚙サン？

ＧＭ：「と、言っていいものかな。この私は、残ざん響きようのようなものだ」




　穏やかな微笑ほほえみを浮うかべた羊坂供く犠ぎの口から、別人の声が流れる。

　かと思えば、ふたたび口を開けば、柔やわらかな女じよ性せいの声。

「──ということですので、秋雨さんの計画には、協力できません」
















秋雨：あー……イマイチ、事じ情じようが飲み込めないんスけどねぇ？

ＧＭ：「ふむ」と尾嚙の声。「私の能力、〝シリンダームーヴメント〟は、音を媒ばい介かいにして肉体操作を行なうものだ。自身の肉体強化の他に、他人の体に私の能力を一時的にコピーすることもできる」

秋雨：エグザイルの《融ゆう合ごう》ッスよね。それで他人を操あやつって、緋蜂サンを狙ねらっていた。

ＧＭ：「そうだ。この能力はいわば、私自身の意い識しきと能力を音に変え、他人に刷すり込こむようなものだ。そして──」「その音を、〝予知〟で聞いたんですよ」

秋雨：……自分から、尾嚙サンのコピーを取とり込こんだ？

ＧＭ：「はい。そういうことです」未来において、尾嚙が能力を使用する場面を予知して、その効果をみずから受けた……というような話ですね。

秋雨：でも羊坂サン、アナタは、尾嚙サンを止めるために、緋蜂サンにメッセージを託たくした。なんで今さら、残響なんぞを呼よび出だしてまで、尾嚙サンの計画を進めるんです？

ＧＭ：「でも止められなかった。そうでしょう？」

秋雨：そうッスね。アタシたちに、力が足りなかった。

ＧＭ：「……そして、私は甦よみがえってしまった。筐一郎さんのいない世界に」

紅：ええええっ!?　呼び方！

ＧＭ：「十年前に死んだ恋こい人びとを甦らせたいなんて、そんな願い。止めようとするのが当然じゃないですか。……でも、止められなかった。そして筐一郎さんは死んだ。あの人が、私も昔の恋人もいない世界に生きていくならよかった。でも──逆ぎやくになった」

アンゼリカ：や、ヤンデレてるです……！（一同笑）

ＧＭ：「だからもう、他に方法はないんです」

秋雨：……その、残響と──コピーと添そい遂とげるつもりッスか？

ＧＭ：「いいえ。止めることができなかった以上、すべての願いを叶かなえるしかない、そう考えたのです。だから、秋雨神父……安心してください。あなたの願いも、叶かなえますよ。ただ……ちょっと、世界を犠ぎ牲せいにするだけです」

墓守：何言ってるのかわかンねェこの女！　怖ェ──────っ!!（笑）

秋雨：それは吞のめないッスね。アタシは、世界を犠牲にせず、アタシの願いだけを叶えさせてもらうッスよ。ま、どっちがワガママなのかは、この際よくわかりませんけどね。

ＧＭ：「そうでしょうね。では──」「秋雨、お前をここで殺すだけだ」──そう、男女の声が交こう互ごに響ひびき、羊坂さんの手が、刃に変形します。

秋雨：尾嚙サンの能力！




　秋雨は距きよ離りを取り、逃とう亡ぼうを試みる。

　だが羊坂は異様な速度で秋雨の前に回まわり込こみ、立ちふさがった。

「ダメですよ、逃にげちゃ──」




ＧＭ：マイナーで《骨の剣》《バトルビート》。メジャーで《爪そう剣けん》《吼ほえ猛たける爪つめ》《螺ら旋せん撃げき》その他──ま、尾嚙のコンボそのままですね。ただ、羊坂さんは【肉体】が低いので、《コントロールソート》で、〈白兵〉を【精神】で判定します。

秋雨：一応、避さけようとはするッスけどねぇ……。

ＧＭ：《螺旋撃》で、リアクションのクリティカル値＋１です。こちらの達成値は25。さすがに、尾嚙より技ぎ能のうもダイスも少ないので達成値は低いですね。

秋雨：とはいえ、こっちはクリティカルしないので無理ッスね。ダメージどうぞ。

ＧＭ：装そう甲こう値無む視しで42点。

秋雨：倒たおれる──が、《リザレクション》！

ＧＭ：疾しつ風ぷうのように動いて、秋雨を斬きり裂さいた羊坂さんは、その口から交こう互ごに喋しやべっています。「やはり、違う肉体では馴な染じまぬものだな」「そうですね」

アンゼリカ：うわあ……（一同笑）。

秋雨：さて、こっちの手番で、逃亡したいところッスけどねぇ……。

墓守：秋雨の運動能力じゃ厳きびしいだろうな。

秋雨：そうなんスよねぇ。……うーん、《超ちよう越えつ者しやの眼力》《超越的能力》で一時的にでも無力化できないッスかね。本来は、対象の同意が必要なんスけど……。

ＧＭ：このシナリオでは、拡大解釈で強きよう制せい効果にしてますからね。いいですよ。ただし、〈意志〉での対決が必要になります。

秋雨：向こうは【精神】高そうッスけど、しょうがないッスね。自分に《援護の風》を使って、ダイス９個こッス……達成値23！

ＧＭ：こっちはクリティカルせず。不意に、室内に雨が降ふり注そそぎ、それを受けた羊坂さんの体が、ぎしっと固まります。

秋雨：すみませんが、荒あら事ごとは得意じゃないんでね。逃にげさせてもらうッスよ。

ＧＭ：はい。羊坂さんは動けないので、そのまま逃亡してＯＫです。

秋雨：参ったッスねぇ……。




「こんな隠かくし球だま、聞いてないッスよ」

　斬り裂さかれ、血の溢あふれる体を押さえ、秋雨はふらつきながらも走り去る。

　それを見送る羊坂供犠の顔には──穏やかな笑みが、浮うかんでいた。




　　　　＊　＊　＊




紅：まさか、羊坂さんが……！

アンゼリカ：ヤンデレの〝裏切り者〟に（一同笑）。

秋雨：付き合ってたんスかね？　アタシが知らなかったこと自体はまあ、そういうのに興きよう味みがないんで、気づいてなくてもいいんですけど（笑）。

ＧＭ：いえ、付き合ってないですね。羊坂さんの片かた思おもい。とはいえ、今の状じよう況きようで、尾嚙──コピーの人じん格かくですが──の側に、協力を断ことわる理由もない、というところです。

紅：一巻の時は、尾嚙さんを止めようとしてたんですよね？

ＧＭ：はい。自分が死ぬのは避さけられないが、他の女とくっつかれるのも許ゆるせず（一同笑）。

紅：そんな理由!?

ＧＭ：まあ、後は本人に聞いてみないとわからないですね。

墓守：世界を犠牲にして全員の願いを叶えるとかなンとか、急にスケールの大きい話を出してきたなァ、羊坂さン。

秋雨：最さい終しゆう巻かんッスからね、話のスケールが大きくなるとは思ってましたが……思っていたより大きく広げてきた（一同笑）。

ＧＭ：そのあたりは、おいおい明らかになるでしょう。では、次はアンゼリカのシーンです。







◆Middle05◆〝秘ひ密みつ〟




　夜。関東某ぼう市し。明かりの消えたビルの上。

　屋上の、庇ひさしの下。雨の街を見下ろす少女がいる──鳩はと宮みやアンゼリカ。

　アンゼリカが夜景に向けて伸のばした手の上に、飛んで来た鳩が止まる。

「……見つけました」




ＧＭ：では、アンゼリカ。何か調べたいことはありますか。

アンゼリカ：調べたいというか、秋雨に会いに行きたいです。

ＧＭ：なるほど。

秋雨：あー……どうしましょうね。

アンゼリカ：問題あるですか？

秋雨：いえ、この後、墓守サンと会うシーンをやろうと思ってて、それで、アタシと誰だれかが話すシーンが続くのはどうかな、と思いまして。

ＧＭ：内ない容よう次第ですかね。ま、とりあえずやってみて、場合によっては、ひとつのシーンにまとめてもいいし、別べつ途とシーンを設もうけてもいいです。

紅：（小声で）……いやらしい。

アンゼリカ：いやらしいシーンじゃねえよ!?　濡ぬれ場ばじゃないっつーの！（一同爆ばく笑しよう）

墓守：べ、別途な、別途。ベッドシーンじゃない（笑）。

秋雨：アタシは一体、どんな風に思われてるんですかねぇ……。

紅：ごっ、ごめんなさいっ！

ＧＭ：えーと……では、秋雨に会いに行く、と。秋雨は隠かくれ家がに戻もどるところですね。場所は、アンゼリカは調べてわかった、でいいかな。

秋雨：そうッスね。

アンゼリカ：では、戻もどって来たら、もう部屋にいるです。

墓守：こ、怖ェ……（一同笑）。




　夜。関東某市。

　明かりも、人気もない、廃はい墟きよのようなビル。

　暗い廊ろう下かを、血と雨に濡ぬれて秋雨が、壁かべに体を擦すりつけるように、よろめき、歩いている。

「参ったッスねぇ、思ったより傷きずが深い」

　そう、他人ひと事ごとのように呟つぶやき、廊下の突つき当あたりの扉とびらを開く。

　ふわり──闇やみの中に、白い羽根が舞まった。




秋雨：……おやおや、鳩宮サン。どうも、お久ひさしぶりッス。お元気そうで。

アンゼリカ：秋雨は、元気ではなさそうですね。

秋雨：ええ、まあ。ちょっとね、羊坂サンにやられましてね。

アンゼリカ：……羊坂に？

秋雨：ま、これは話しちゃいましょう。隠かくす理由もないッスからね。




　窓まどから入はいり込こむ、ぼんやりとした街明かりだけが頼たよりの、薄うす暗ぐらい部屋の中。

　そこに、淡あわく煌きらめく〝雨〟が降ふる。

　秋雨は、みずからの傷を癒いやしながら、アンゼリカに先ほどの事じ情じようを語った。




秋雨：──と、いうわけッスよ。自分に《癒しの水》使いながら。

アンゼリカ：なるほどです。……ですが、羊坂は、〝持ち主〟の候こう補ほでは、なかった……ということですね？

秋雨：どうも、そうみたいッスね。

アンゼリカ：尾嚙を生き返らせたい……わけではないですか。

秋雨：尾嚙サンは既すでに、ジャームとして〝林檎りんご〟に──いえ、〝生命の樹き〟に喰くわれている。この世界に「いなかった」ことになっている以上、〝ループ〟では生き返らせることはできない……（ＧＭに）てことッスよね？

ＧＭ：はい。これまでの〝ループ〟の法ほう則そくからすると、そのはずです。羊坂さんが、予知で尾嚙の人じん格かくを複ふく写しやできたのは、紅の過か去こ視しと一いつ緒しよで、彼かの女じよの未来視は、〝ループ〟外の情じよう報ほうにもアクセスできるからです。これは推すい測そくできていいでしょう。

秋雨：──って、わけッスよ。

アンゼリカ：では、〝持ち主〟候補の記き憶おくを消していく、という、秋雨の計画自体は、進んでいる……というわけですね。

秋雨：そういうことになるッスかねぇ。

アンゼリカ：今は〝ループ〟を望んでいなくても、何かが起こった瞬しゆん間かん、願いを持つこともあるかもしれないですよ。わたしもそうだったです。

秋雨：そうッスね、それはありうるッス。だからまあ、これは賭かけッスよ。

アンゼリカ：賭け……ですか。

秋雨：ええ。この賭けに勝てば、これ以上〝ループ〟は起こさず、アタシの願いを叶かなえることができる。その後、裁さばきを受けることになるのは、覚かく悟ごしているッス。

アンゼリカ：ＵＧＮの裁きですか。

秋雨：それだけじゃないッスけどね。アタシが、記憶を消した人たちへの償つぐないも、この周回が発生してしまったために、オーヴァードやジャームになってしまった人への償いも……しなくちゃならないでしょうね。

アンゼリカ：償いきれる……と思っているですか。

秋雨：思ってないッスよ。それでも、できる限かぎりのことはするつもりッス。

アンゼリカ：……。

秋雨：とはいえ、ただでさえ難むずかしいのに、これからは羊坂さんの妨ぼう害がいをくぐりぬけながら、続けることになりますね。やれやれッスねぇ。

アンゼリカ：（ＧＭに）……これから秋雨に話すことを、皆に〝秘密〟にしたいです。

一同：──!?

ＧＭ：そう来ましたか！

紅：今回、アンちゃんには〝秘密〟ないって言ったのに～～～～!!（一同笑）

墓守：いや、面白ェ。自分から〝秘密〟を作っていくとはな！

ＧＭ：メモで渡わたしますか、それとも、別室で話しましょうか？

アンゼリカ：……（考えて）別室で。




　──プレイヤーサイドからの、〝秘密〟の提てい示じ。

　さすが榎えのきあづさ！　としか言いようのない展てん開かいである。

　録音環かん境きようの都合もあり、ここは、紅と墓守──有世さんと天に、別室に待機してもらうことになった。

　天は楽しげに、有世さんは不安そうに、部屋を移い動どうしていく。




ＧＭ：──では、シーンを再さい開かいしましょうか。いやあ、意外な展開ですね。

秋雨：楽しくてしょうがないよ。裏うら切ぎってよかった！（一同笑）

アンゼリカ：期待に添そえるかどうかはわかりませんけど──。




　窓の外。看かん板ばんの電でん飾しよくがパターンを変えていく。

　アンゼリカの、人形のように整ととのった顔が、ネオンの光に照らし出された。




アンゼリカ：──わたしが、秋雨を羊坂から守ってもいいです。

秋雨：おや。意外ッスね。アタシを止めようとするかと思ってたッス。

アンゼリカ：別に。わたしは〝ループ〟が終われば、それでいいです。

秋雨：墓守サンみたいな事言いますねえ。

アンゼリカ：それから……〝持ち主〟候補をゼロにしたとしても、妹が死ぬのを防ふせげなければ意味がないはずです。それは、どうする気ですか？

秋雨：妹は暴ぼう走そうしてＵＧＮに処しよ理りされました。暴走自体を止めれば、助けられるはずッス。あの時のことは、散々調べて、考えましたからね。

アンゼリカ：もし、〝持ち主〟候補を全員処しよ分ぶんできたら……羊坂は、秋雨を妨害しに来るのではないですか？

秋雨：妨害されて失敗しても、次の〝ループ〟を起こすつもりはありませんよ。

アンゼリカ：それでも、願うことを止められるとは限りません。

秋雨：アナタが言うと説得力があるッスね。……ああいや、皮肉じゃないッスよ。ただ、それでもアタシは、次の〝ループ〟は起こすつもりはないッス。

アンゼリカ：この周回で妹を救えなければ、死ぬつもりですか。

秋雨：……絶ぜつ対たいに救うつもりだ、という意味ッスよ。

アンゼリカ：秋雨のしようとしている、〝持ち主〟の候補を消す、妹を救う、どちらにも、戦せん闘とう力りよくのある協力者は必要なはずです。

秋雨：……そうッスね。羊坂さんがああなった以上、その通りッス。実は、墓守サンにお願いしようと思ってたんスけど、鳩宮サンがそれをしてくれると？

アンゼリカ：その代わりに、秋雨にお願いしたいことがあるです。

秋雨：へぇ。どんなお願いッスかね。

アンゼリカ：この事じ件けんが終わり、〝ループ〟から抜ぬけたら──。




「わたしと紅から、互たがいについての記憶を消して欲ほしいのです」




秋雨：…………これは、意外ッスね。理由を聞いてもいいッスか？

アンゼリカ：わたしは、紅が知らない間に、たくさんの他人の血を流しているです。

秋雨：最初の、〝鳩宮サンのループ〟の間の話ッスか。

アンゼリカ：（頷うなずく）

秋雨：それは、緋蜂サンを助けるためッスよね。

アンゼリカ：でも、そのために〝ループ〟の連れん鎖さが始まり、何人も、消えた。紅はきっと、いつまでもこの事で苦しむです。だから、〝ループ〟や〝林檎〟のことは、忘わすれた方がいいです。

秋雨：……だから、自分のことも緋蜂サンの記憶から消すと？

アンゼリカ：事件のことを消すなら、出会ったこともなくすしかないです。

秋雨：まあ、出会いと事件が、密みつ接せつに結びついてるッスからね、わからないでもないですが。……でも、鳩宮サンは、それでいいんスか？

アンゼリカ：……わたしといても、紅は傷きずつくだけです。

秋雨：それは──。

アンゼリカ：（遮さえぎって）それが、秋雨を手伝う交こう換かん条じよう件けんです。

秋雨：……なるほどね。わかりました。

アンゼリカ：…………。

秋雨：いいッスよ。もし、事件が全部終わって、それでも鳩宮サンの気持ちが変わらなければ、記憶の消去、引き受けるッス。

アンゼリカ：……では、私わたしも協力するです。

ＧＭ：秋雨は、墓守への協力依い頼らいはどうしますか？

秋雨：ふむ……手伝ってもらった方がありがたくはありますが。鳩宮サンは？

アンゼリカ：墓守がどうするかは、わたしにはどうでもいいです。

秋雨：なるほど。じゃあ、予定通り、墓守サンにもお願いしたいッスねぇ。

ＧＭ：わかりました。では、シーンを変えずに、このまま墓守を呼よびましょう。……ちょっと、天を呼んできます（笑）。




　というわけで、秘密会議（？）に天が合流。

　ちなみに、残された有世さんは、捨すてられた犬のような顔でこちらを見ていました。




有世：また、わたしだけ〝秘密〟がない……。

ＧＭ：す、すみません、今回はシナリオのせいではないので……（笑）。

有世：うう～……（笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、再開します。──墓守が、秋雨からの連れん絡らくで、彼かれのセイフハウスに来ると、そこには傷ついた秋雨がいます。そして、アンゼリカもいる。

墓守：おっと、お取とり込こみ中かい？

秋雨：いえ、この傷は、羊坂サンにやられたものでね。じゃ、事情をざっと説明してから……墓守サン、アタシの今やってること、知ってますよね？

墓守：あァ。──手伝ってやるよ。

秋雨：随ずい分ぶん、話が早いッスね。

墓守：俺おれは、この〝ループ〟が終わって、そこから抜ぬけ出だせればいいンでね。あンたの計画で〝ループ〟が終わるなら、それでいい。

秋雨：なるほどね。

ＧＭ：ネズミも一緒にいるのかな？

墓守：あァ。

ＧＭ：じゃ、ネズミが、墓守の後ろに隠かくれながら、秋雨に聞く。「……あ、あの、〝生命の樹〟を隠かくしたのって、神父の人……なんですか？」

秋雨：いいえ。

墓守：あァ、それがあったか。てことは──。

アンゼリカ：羊坂の仕し業わざだと思うのです。

墓守：だろうな。〝生命の樹〟が消えてる、って最初に言ったのもアイツだ。

ＧＭ：そうですね。

墓守：ま、そういうことなら、なおさら、手伝うのは構わないぜ。──しかし、シロよ、お前ェがオッサンに協力するとは、意外だがなァ。

アンゼリカ：〝ループ〟を終わらせたいのは同じなのです。協力してもおかしくないです。

墓守：ハチに秘密でか？

アンゼリカ：…………。

墓守：ま、いいさ。異い存ぞんはねェよ。で、俺は何をすればいいンだ？

秋雨：羊坂サンから、アタシを守って欲しいッスね。情けない響ひびきっすけど（一同笑）。

墓守：オッサンが肉体労働に向いてねェのは知ってるよ。

秋雨：それと、妹の〝事件〟の当日。妹を助けるのと、羊坂サンの妨害に対処する。護衛は墓守サンに頼たのんで、当日は鳩宮サンにも手伝ってもらうのがいいッスかね。

アンゼリカ：わかったのです。

墓守：後は、相手の出方次第だな。

ＧＭ：──では、そんなところでしょうか。シーンを閉とじましょう。

秋雨：ええ……（ふたりに）じゃ、すいませんが、よろしくお願いしますよ。




　──しばらく後。

　暗い部屋には、秋雨ひとりが残っている。

　開いた窓からは、ネオンの光と、雨の音。

　ネオンサインが、秋雨の横顔を青く照らす。

「……もうすぐッスよ」

　明めい滅めつ。赤い光が、目を閉とじた秋雨の顔を照らす。

「もうすぐ──助けられる」

　呟き。ネオンサインが明滅し──暗転。

　後にはただ、雨の音。







◆Middle06◆出会い




　紅は走る。焦しよう燥そう感でいっぱいになって。

　何をすればいいのか、わからないまま、ただ走り、

　その時、紅の目に入ってきたのは──。




ＧＭ：さて、翌よく日じつ、五日目です。紅はどうしてますかね。

紅：う～～～～ん…………さっきみんな、何話してたんだろう……（チラッ）。

秋雨：さあ？（一同笑）

紅：うう、ひどいよう……。羊坂さんはどうなったのかな？

ＧＭ：珠たま樹きから「羊坂さんが見あたりません！」ってメールは来ますよ。

アンゼリカ：一いち応おう、秋雨から聞いた話は回しておくです。といっても、なんと言えばいいのか……「羊坂はＵＧＮを裏切った」「〝ループ〟の継けい続ぞくを目的としている」あたりですかね。

紅：えええ……！　羊坂さんを捜さがす？　でも、秋雨さんも……あと〝生命の樹〟……！

ＧＭ：さて、どうしましょう。

紅：ううん……とりあえず、秋雨さんを捜す……かな。

墓守：会って何を話すンだ？

紅：わかんないけど……。

ＧＭ：ふむ──紅は秋雨を捜して走り回っている、みたいな感じですね。特にアテもなく。

紅：ないです！

ＧＭ：では──走り回って、特に成果もなく、夕方になります。雨は今は止んでいますが、空は相変わらず、どんよりした曇くもり空ぞら。

紅：うう……疲つかれた……（一同笑）。

ＧＭ：で、紅は〝ループ〟の範はん囲い内ないをあちこち走り回り、今は秋雨の実家のある街に来ています。道路を挟はさんだ向かいに工事中のビルがあって、その下を──雨は止んでいますが──傘かさをくるくる回して遊んでいる子こ供どもが歩いている。

紅：じゃあ、なんとなく気になって見てます！

ＧＭ：すると、工事中のビル、今は誰だれもいないんですが、そこから鉄てつ骨こつが外れ──下を歩いている子供に向かって落ちてきます。

紅：（即そく座ざに）助けます！

ＧＭ：はい。どのようにしますか？

紅：えっと、こう（抱だきかかえるポーズ）して、かばって……。

アンゼリカ：鉄骨が落ちてくるのに!?　一緒に死ぬですよそれ（一同笑）。

紅：じゃ、じゃあ、抱きかかえて逃にげられますか!?

ＧＭ：〈回かい避ひ〉の判はん定ていですね。

紅：そうします！

アンゼリカ：……能のう力りよくを使わないのですか？　銃じゆうで鉄骨を撃うち落とすとか。

紅：はっ、本当だ！　鉄骨ゥ！（一同笑）

ＧＭ：それでもいいですよ。咄とつ嗟さに抱きかかえちゃうのも紅らしいですし、どっちでも。

アンゼリカ：わたしは登場していないので、アドバイスもしていないです。紅らしい方を選ぶのがいいと思います。

紅：咄嗟に銃を抜ぬいて撃うつのは、思いつかないかな～。

ＧＭ：抱きかかえて助けるなら〈回避〉の判定。紅の【肉体】は２なので、ダイス２個こ。

墓守：銃で撃つなら？

ＧＭ：〈射しや撃げき〉なら【感覚】なんで５個こですね。エフェクトも使えますし。

紅：撃つ！　撃ちまぁす！（一同笑）

アンゼリカ：やっぱ、変わったなぁ。昔の紅だったら、体張って助けてたのに……（笑）。

墓守：煽あおる煽る（笑）。

紅：だって死にたくないもん！（一同笑）

アンゼリカ：咄嗟に銃を抜ぬけないから抱きかかえるって自分で言ったのに……。

紅：でも抜けるの！　悪世だから！（一同爆笑）

秋雨：自分から悪世を名乗った!?（笑）

ＧＭ：悪堕おちしている……ていうか、撃つのは紅です（笑）。

紅：そう、そうだった！　紅、いけます！　すごい！（一同笑）

ＧＭ：じゃ、判定をどうぞ。難なん易い度どは10です。

紅：《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》と《赫あかき弾たま》使います！　達たつ成せい値ち24！




　紅は、考える前に銃を引き抜きながら、指を嚙かんで弾だん丸がんを錬れん成せい──射撃。弾丸が連続で鉄骨に命中。跳はね飛ばされた鉄骨は、離はなれた場所に落下した。




紅：ふぅ～！　かっこいい～!!（一同笑）

ＧＭ：さて、本来、鉄骨が落ちるはずの場所には、誰もいません。

紅：あれ、子供は？

ＧＭ：で、少し離れた場所に、子供を抱きかかえた女子高生が立っている。まるで瞬間移動したように、不自然な移動距きよ離りですね。

秋雨：…………。

アンゼリカ：……あっ（察し）。

ＧＭ：──で、紅と、その少女の目が合います。

紅：……はっ！　え、ええと……どちらさま？（一同笑）

ＧＭ：「ど、どちらさま？」（笑）

紅：ええと、えっと──その子は、女の子なんですよね？

ＧＭ：はい。少女は、「危あぶないから、気をつけて遊んでね」と言って子供を下ろします。で、子供はお礼を言って走っていく。で、少女の方は紅を向いて、「……街中で銃とか、使わない方がいいんじゃない？」と言います。

墓守：もっともだ。

紅：す、スパイだから、思わず出しちゃって……。

ＧＭ：「あ、スパイなんだ」（一同笑）

紅：そうなのーっ！

アンゼリカ：スパイ経けい験けん点てん表に絶対チェック入れるなよっ！（一同爆笑）

紅：あ……やっちゃった。

ＧＭ：「スパイかぁ……うーん、最近、このへんで暴あばれているジャームは、あなた……じゃ、なさそうだね」

紅：全然違ちがうよ！　私は、緋蜂紅。エリートスパイだよ！

ＧＭ：「う、うん？　エリート……？」（一同笑）

紅：あ、あれ、私のこと知らない？

ＧＭ：「うん、知らない」

紅：超ちようショック……。

ＧＭ：「え、スパイなのに、知られてないのがショックなの？」（一同笑）

墓守：どンなスパイ観だ（笑）。

ＧＭ：「あたしは、篠月時雨しぐれ。ＵＧＮのエージェント。緋蜂さんは、どこのスパイなの？」

紅：あ、私もＵＧＮ！

墓守：時雨さン、あっさり所しよ属ぞくを言ったな。

ＧＭ：子供助けたの見てますからね。「なんだＵＧＮの人か。それ先に言ってよ」（一同笑）

紅：そうだね、時雨……篠月、時雨？

ＧＭ：「うん」

紅：（指さして）見つけたあああああ──────っ!!（一同爆笑）

アンゼリカ：今まで気づかないで会話してたですか（笑）。

ＧＭ：「え、な、何？」と、戸と惑まどう時雨。そのへんで、ぽつぽつと、雨が降って来ます。「あー……よくわかんないけど、どっかでお茶でもする？」

紅：う、うん。そうしよ。




　オーヴァードの少女ふたりは、同時に子供を助けた、という奇き妙みような縁えんで、喫きつ茶さ店てんでお茶をすることになった。

　暖かな店内。温かなお茶に、甘あまいケーキ。

　外に降る雨も関係なく、そこは穏おだやかな空間だった。




ＧＭ：「緋蜂さんは、どうして、あたしを知ってるの？」

紅：……時雨ちゃんは、秋雨さんの妹さんだよね？

ＧＭ：「うん。あ、兄さんの知り合い？」

紅：そうだよ♡

ＧＭ：「そっかそっか。でもすごいね、緋蜂さんは、子供助ける時、全然躊ちゆう躇ちよしなかった」

紅：えへへ……♡　血が騒さわぐんだよぉ～。あなたもそうでしょ？

ＧＭ：「え？　いや、血は騒がないけど」（一同笑）

紅：でも、子供を助けたよね！

ＧＭ：「あたしは、うーん……そうだね、オーヴァードには力があるし、力に応おうじて、他人を守る責せき任にんがあると思うから、かな」

紅：すごいね！　だからＵＧＮに入ったの？

ＧＭ：「いや……ＵＧＮに所属したのは、オーヴァードを保ほ護ごしてくれるから、っていう理由だけど、でも、ＵＧＮの理念には賛さん成せいしてるよ。あなたもそうなんでしょ？」

紅：もちろん！　でも、偉えらいよ、時雨ちゃんは！

ＧＭ：「ううん、……誰だって、自分の技ぎ術じゆつや、才さい能のうや、持っているものに応おうじた責任を果たしている。たまたま力があったから、たまたまお金を持っていたから……その恵めぐまれた分、返してる……じゃないけど、そんな感じかな。だから、別に特別なことじゃないよ」

紅：うん……そうだね……はぁ～……。

ＧＭ：「ど、どうしたの？　急に『難しい話聞いちゃった』みたいな顔になって」（一同笑）

紅：い、いやっ、すごいなって思って！

ＧＭ：「緋蜂さんは、どうしてスパイをしてるの？」

紅：……うぅおぉ……き、聞いてくるなぁ……（一同爆笑）。

アンゼリカ：なんですか、人には聞いておいて（笑）。

紅：そ、そうか。そうだよね……えっと、スパイなのはね……。

墓守：そういえば、なンでスパイなのか、聞いたことなかったな。

紅：どこから話したらいいかな──私はね、捨てられてたの。

ＧＭ：「そうなんだ……」

紅：その時に、助けてくれたのが、ダディとマミィだったの。それでね、そのダディとマミィはね……スパイだったの！

ＧＭ：「あ、うん。……うん？」（一同笑）

墓守：飲のみ込こめてない顔してるぞ（笑）。

アンゼリカ：そりゃそうだ（笑）。

紅：ダディとマミィは、潜せん入にゆう捜そう査さをして、たくさんの人を助けてきたの！

ＧＭ：「……スパイってそういう仕事だっけ？」

紅：そうだよ！　そんなふたりを見て、私も子供の頃ころから、潜入捜査の時に、ちょこちょこ見に行くようになって……。

ＧＭ：「子供が潜入捜査の現げん場ばに!?」（一同笑）

紅：うん。ばれないばれない♡

ＧＭ：「そうなんだ……」

紅：大きな葉っぱとか、顔だけ出るパネルとかで隠れて見に行ったんだよ♡

ＧＭ：「それ絶対バレてたと思うけど」（一同爆笑）

墓守：（ダディになって）「お前────っ!!　紅が見に来てるぞ────っ!!」

秋雨：（マミィになって）「仕方がない！　職しよく場ば見学だからね！」

アンゼリカ：あそこの両親は紅に甘あますぎるです……（笑）。

紅：──そんなふたりを見てたから、私も、ひとりでも多くのを人を助けたい、って思った。でもね、今……全然できてないの。

ＧＭ：「そうなの？　さっきの腕うで前まえ、すごかったじゃない」

紅：（超ちよううれしそうに）……せやろ？（一同爆笑）

アンゼリカ：ちょっと、流れおかしくないですか？（笑）

紅：あ、ちがった。えっと……たとえ、腕前がすごくても、それだけじゃないものがあるんだよね。……気持ちとか。

ＧＭ：「……うん、わかるよ」

紅：ホント!?

ＧＭ：「うん。兄さんもさ、才能はあるんだけど、すごくダメな奴やつでね」（一同笑）

墓守：唐とう突とつな秋雨Ｄｉｓが（笑）。

ＧＭ：「頭もいいし、能力もあると思うんだけど、何に対してもやる気がないんだよねぇ。だからダメなんだよ、兄さんは」

紅：──そんなことないよ!!

ＧＭ：「え？　どうしたの？」

紅：私、秋雨さんをずっと見てきたからわかるの！

ＧＭ：「ど、どういうこと!?」

紅：時雨ちゃんにはわからないかもしれないけど──。

墓守：ものすごい上から目線で来たぞ（一同爆笑）。

紅：あれ？　違うよ！　私はただ──時雨ちゃんは見てないものを見ているから……でも、それは……時雨ちゃんは知らない方がいいことかもしれない……。

ＧＭ：「ええ!?　それはどういう目線なの!?」（一同爆笑）

アンゼリカ：──だ、ダメだ、すいません……っ！（[image: ←]笑いが止まらなくなる）

紅：え？　え？　何か間ま違ちがってた？

墓守：い、いや……（笑）。

ＧＭ：す、すごく、いいセリフだし、間違ってもいないんですけど……（笑）。

アンゼリカ：言い方がもう、超ちよう上うえから目線の、兄の彼女で（一同笑）。

紅：ち、ちがうの！　だって、言えないから……！

ＧＭ：いや、わかりますよ。紅が見ているのは、「時雨が死んだ後の秋雨」ですから、それは言えない。でも……言い方が……（笑）。

墓守：これはちょっと、時雨はネットで相談してしまうかもしれンね。

ＧＭ：「父母をなくし、兄妹ふたりで支ささえ合って生きてきました。そこに突とつ然ぜん現あらわれた兄の恋こい人びとが『貴方あなたは兄のことをわかっていない』と言い出し、ショックです」

アンゼリカ：「妹ちゃんにはわからないかもしれないけれど、などと上から目線で」

墓守：「正直腹が立ちます。私の心が狭せまいのでしょうか？」（一同笑）

紅：ええ～！　そんなんじゃないのに～！（笑）

ＧＭ：す、すみません、時雨もちょっと気まずい顔してます。「……なんか、ごめん」（笑）

紅：い、いやいや、そんな！

ＧＭ：「知らなかった……兄さんが……二五歳さいなのに……女子高生と……」

紅：ちがうよ!?　ちがうから！（一同笑）

墓守：これ、話変えた方がいいな（笑）。

ＧＭ：そうですね、時雨もそう思いました。あんまり聞きたくない（笑）。「──え、えっと、緋蜂さんにとっては、スパイっていうのは、人を助けるものなんだね……ですね」

紅：ちょっと、敬けい語ご敬語！　ちがうから！　大だい丈じよう夫ぶだから！（一同笑）

ＧＭ：「そっか、違うのか……」と、緊きん張ちようが解とける時雨（笑）。「面白いね。スパイって、そういう仕事じゃない、と思うけど」

紅：じゃ、今度からは、名前を変えた方がいいかもねっ。

ＧＭ：「そうなんだ。たとえば？」

紅：（愕がく然ぜんとして）……それ、聞くの？（一同笑）

ＧＭ：「どういうこと!?　え、今聞く流れじゃなかった!?」

紅：よ、よくわかんないけど！　私にとってスパイは、人を助けるものなの！

アンゼリカ：変える気がないのに適てき当とうなこと言うからです（笑）。

ＧＭ：「……ふふ、面白いね」そこで、時雨はちょっと笑う──ああ、これまで割わりと、仏ぶつ頂ちよう面づら、ではないですが、真面目な顔していることが多かったんで、初めて笑いました。

紅：初めて笑ってくれたね♡

ＧＭ：「あ、そうかな？　うーん、あたし、笑うの下へ手たなんだよね。よく言われる」

紅：可愛かわいいのに～！　どんどん笑ってこ！

ＧＭ：「はは、がんばるね」──と、時雨は笑ってお茶を飲みます。

墓守：しかし、すっかり打うち解とけたね。

紅：うう……でも、時雨ちゃんが死んじゃうこと、言えないよ……。

アンゼリカ：打ち解けたら、逆ぎやくに難しいですね。

紅：時雨ちゃんが死んじゃうのって、えっと、何日後？

ＧＭ：二日後ですね。明後日。

紅：あの、時雨ちゃん……。

ＧＭ：「ん？」

紅：明後日──事件の予定とかある？

アンゼリカ：何を聞いているですか！（一同爆笑）

ＧＭ：「へ？　いや、ない……と思うけど……事件て、予定で起こるものなの？」（笑）

紅：どうしたらいいんだ～！　ちょ、ちょっと待って、待ってください！

アンゼリカ：紅は、阿あ玉だまの事件から……何ひとつ、成長していない……（笑）。

紅：ちがうもん！　成長してる！　えっと……その……。

墓守：二日後に予定入れちまえばいいンじゃね？

紅：それだ！　時雨ちゃん！　二日後って空いてる!?

ＧＭ：「う、うん。空いてるけど」

紅：じゃあ、私と遊ぼう！

ＧＭ：「急だね……うん、いいよ」なんだか照れくさそうに、頷うなずきます。

紅：やった♪　じゃ、私、最近携けい帯たい持ったから、アドレス交換しよ♡

アンゼリカ：携帯をしきりにアピールしてくるです（笑）。

ＧＭ：便利ですからね（笑）。

紅：じゃあ、よろしくね、時雨ちゃん♪　──紫し外がい線せん送信しますっ！

アンゼリカ：赤外線です。

紅：それだ！（一同笑）

ＧＭ：時雨は、慣なれない手つきでアドレスを交換します。「……なんだか、こうしてると、あたしたち、普ふ通つうの女子高生みたいだね」

紅：そりゃそうよー！　私たち、ＵＧＮである前に、まず普通の女子高生でしょ！

ＧＭ：時雨は驚おどろいた顔で、紅を見ます。「……そういう風に考えるんだ」

紅：そうだよー。時雨ちゃんはどう考えるの？

ＧＭ：「女子高生である前に、ＵＧＮエージェントだ、って思ってるかなぁ」

紅：うん、どっちでもいいよね！

ＧＭ：「どっちでもいいんだ!?」（一同笑）

紅：だって、どっちもあるんだよ？　どっちかだけじゃなくて、ちゃんと、両方、均きん等とうに持ってるって、素す晴ばらしいことだよ。

ＧＭ：「すごいんだね、緋蜂さんは……そんな風に考えたことなかったな」

紅：そう？

ＧＭ：「うん。……あたしね、ちょっと真面目すぎるとか、融ゆう通ずうが利かないとか言われる」

紅：ふふ……私の親友もそうなんだよ♡　明後日紹しよう介かいするね！

アンゼリカ：勝手に……（笑）。

紅：あ、連れて来てもいい？

ＧＭ：「うん、いいよ。……あたし、あまり同年代の友達とかいないんだよね」

紅：そりゃ残念だ……！　じゃあ、すぐに私たちが友達になるからねっ！

アンゼリカ：「たち」？　……勝手に！（一同笑）

ＧＭ：「……緋蜂さんは、不思議な子だね。ＵＧＮのエージェントとは思えないな」

紅：そっかな？　普通だよ！

墓守：人タラシだよな。

ＧＭ：すぐ打ち解けますからね。……では、そんなところで、外がだいぶ暗くなっています。「そろそろ帰るね。あ、また雨降ってきてる……緋蜂さん、傘ある？」

紅：大だい丈じよう夫ぶ、このトランクの中には、なんでも入ってるから！

ＧＭ：そりゃそうですね（笑）。──では、「じゃあ」と時雨は立ち上がります。

紅：あ……時雨ちゃん。

ＧＭ：「うん？」

紅：……えっと、変なことを聞くけど。……時間を巻まき戻もどしたいとか、思ったりする？

墓守：あァ、それは聞いておいた方がいいな。

アンゼリカ：オーヴァードですから、〝持ち主〟になるかもしれないですしね。

ＧＭ：「うーん、思ったことはあるよ」

紅：そうなの!?

ＧＭ：「そりゃね。任にん務むで失敗してさ、犠ぎ牲せいが出たりしたこともあるし……でも」

紅：でも？

ＧＭ：「無理だよね。あたしの能力は、時間を操あやつるから、よくわかる」

墓守：ああ、「時使いクロノトリガー」か、この子。

ＧＭ：そうです。バロール専せん用ようのＤロイスですね。「エフェクトで時間を止めたり、巻き戻せるなんて、ほんの一いつ瞬しゆんだよ。オーヴァードの能力でも、それが限げん界かい」

紅：それは……。

ＧＭ：「そんな、何日も何年も巻き戻るなんて、ないない！」（一同笑）

紅：……うう、もし、あるとしたら？

ＧＭ：「ええ～？　……そうだなぁ、戻したいと思うかもしれない。わからないけど」

紅：もし……。──いや、やめときます。

アンゼリカ：どうしたですか？

紅：「もし自分が死んだら」って聞こうとして、でも、それは……なんか、ダメだと思って。

アンゼリカ：……そうですか。

ＧＭ：そうですね……では、途と中ちゆうで黙だまった紅を見て、時雨は言います。「あのね、変な話なんだけど、あたし、本当はオーヴァードなんているのは、おかしいと思うんだよ」

紅：え？

ＧＭ：「本当は、死んだ人は生き返らないし、瞬間移動も、鉄骨を銃弾で弾はじき飛ばすこともできない……そのせいで、救えないことがあっても、仕方がないんだ。世界って、本当はそういうものなんだと思う」

紅：……うん。

ＧＭ：「でも、今のあたしにはその力があるし、力があるのに使わないっていうのも、無理だからさ。間違った世界で、間違ったまま……それでも、少しでも、正しいと思えることをしていくしかない、って思ってる」

紅：……そっか。……その話、秋雨さんにしたこと、ある？

ＧＭ：「え？　ないない、兄さんとこんな話しないよ！　ていうか、なんで急に兄さんの話──はっ！　そういえば、貴方あなた、兄さんの彼女だったんだっけ……！」（一同爆笑）

紅：ちがうちがう！　もうその話はいいの!!（一同笑）

墓守：まァ、家族と真面目な話はしにくい人はいるわな。

ＧＭ：ですね。

紅：……でも、よかったら話してみて。

ＧＭ：「うーん……まあ、気が向いたらね」

紅：うん！

ＧＭ：「やっぱり、不思議な子だね、緋蜂さんは。……ふふ。じゃ、またね」時雨は、そう言って、微笑ほほえみます。

紅：笑った！　やっぱり笑った方がいいよ。それじゃ、明後日ね！




　喫茶店から出て、すっかり暗くなった街へ。

　ふたりの少女は手を振ふり合って、別れていく。

　雨の中、鮮あざやかな色の傘がふたつ、逆ぎやく方ほう向こうに進んでいった。







◆Middle07◆支し部ぶ長ちよう




　翌日。〝秋雨のループ〟六日目。

　ＵＧＮ刻ときヶが峰みね支し部ぶの面々は、方ほう針しんを決めるため、支部──第二音楽室に集まっていた。

　とはいえ──ずいぶん、そのメンバーは減へってしまっていたのだが……。




ＧＭ：というわけで事件前日。ＵＧＮ刻ヶ峰支部で集合します。アンゼリカはどうします？

アンゼリカ：なにくわぬ顔で来てるですよ。

墓守：俺はいねェよ。

ＧＭ：はい、了りよう解かいです。──で、秋雨が〝ループ〟を起こした理由である、時雨が死んだ事件、というのが、明日です。といっても、詳くわしいことを誰も調べてないんですが（笑）。

紅：ほんとだ！（一同笑）

秋雨：アタシは事前情報で知ってますけどねえ。

ＧＭ：まあ、〝未来〟の内容なので、実は羊坂さんがいないと調べるのが難しいですね。で、その羊坂さんが裏切ったよ、という連絡がアンゼリカから回ったわけです。

アンゼリカ：はい。今のところ、目的はよくわからないのですが。

ＧＭ：というわけで、珠樹が、ずー……ん、と、落おち込こんだ顔をしています（一同笑）。

紅：ああ……元気出して……。

ＧＭ：「ううっ、生き返ったと思った羊坂さんが……悪堕おちしてしまった……」（一同笑）

墓守：前は「羊坂さんが馬ば鹿かになった」とか言ってたし、何気にひどいよな、こいつ（笑）。

アンゼリカ：尾嚙、秋雨……そして羊坂。次々裏切っていくですね。

ＧＭ：珠樹はそれを聞いてめそめそしています（一同笑）。

墓守：ここのＵＧＮどうなってンだよ！（笑）

秋雨：刻ヶ峰支部には、ダメな大人しかいなかったッスね！　はっはっは。

ＧＭ：珠樹は泣きながら「しぶちょう」と書いた腕わん章しようを付けます（一同笑）。

紅：支部長になった！

アンゼリカ：これは仕方ないですね。どう考えても加か賀が美みが支部長です（笑）。もう、わたしと紅と加賀美の三人しかいないですから……。

紅：さ、三人になっちゃった……。

ＧＭ：では、そこで扉とびらがガラガラと開きます。「支部長、わたしたちがいるじゃない！」

アンゼリカ：ああっ、ＮＰＣたち！（一同笑）

紅：伊い武ぶちゃんと宇う津つ木ぎちゃん！

ＧＭ：はい、そうです。珠樹は「お、おお……私にも、まだ守るべき日にち常じようが……」とわなわなしますが、伊武と宇津木ちゃんは「じゃ、そういうことで」と扉を閉しめる。

墓守：何しに来たンだよ!?（一同笑）

ＧＭ：いや、ＮＰＣがいっぱい登場してると邪じや魔まかな、と思って（笑）。まあ、じゃあ、残ります。一応、伊武と宇津木ちゃんも、この支部の預あずかり、みたいな形ですしね。……とはいえ、実じつ質しつ、支部としてはもう機き能のうしていない、とも言えますが。

アンゼリカ：支部が存在していなかった、五年前に戻ってますからね。

ＧＭ：はい。で、宇津木ちゃんが「で、しぶちょー。これからどうするの？」と珠樹に聞くと、珠樹は冷ひや汗あせをかきつつ、「我われ々われの目的は……〝ループ〟を終わらせることよ」と。

紅：うんうん。そうだよね！

ＧＭ：「そのためには〝生命の樹〟を捜さがさないといけないんだけど……あれ、初日に『なくなった』って報ほう告こくしたの、羊坂さんだから、多分、噓うそをついて隠し……」落おち込こみます。

紅：ああっ、また！（笑）

アンゼリカ：このままでは、明日、秋雨の妹が死ぬです。でも、秋雨がそれの阻そ止しに成功すれば、〝ループ〟は終わる……かもしれないです。

ＧＭ：「本来なら、次の〝持ち主〟に渡わたるはずが、秋雨さんが〝持ち主〟候補の記憶を消しているから、〝持ち主〟不ふ在ざいで　終しゆう了りよう……なのよね？」と珠樹。

アンゼリカ：秋雨の計画は、そういうことのようですね。

ＧＭ：「じゃ、じゃあ、秋雨さんに任まかせ……いや、秋雨さんはＵＧＮを裏切ったのよ！」

墓守：そうだなァ（笑）。

ＧＭ：「だから明日の、事件当日、私たちは……どうしよう」（一同笑）

アンゼリカ：支部長……（笑）。

紅：あ、そのことなんだけど、私、時雨ちゃんと知り合ったの。

アンゼリカ：そうなのですか？

紅：うん！　あ、たまたま、出会ってね。それで、仲良くなったの。

アンゼリカ：そう……なのですか？

墓守：あっ！　嫉しつ妬との炎ほのおが！

アンゼリカ：ふーん……別にいいんじゃないですか？　どうでもいいですし？（一同笑）

紅：それでね、明日、遊ぶ約束をしたの！　アンちゃんも一緒に！

アンゼリカ：超ちよう初はつ耳みみなのです（笑）。

紅：あのね、時雨ちゃんはアンちゃんとよく似にてるの。だからきっと仲良くなれるよ！

アンゼリカ：似ていたら、仲良くなれないと思うです。

ＧＭ：前回、クローンたちと超ちよう仲なか悪かったですしね（笑）。

紅：でも、でも──。

アンゼリカ：いいですよ。わたしも一緒に行くです。

紅：ホント!?　よかったぁ～。

ＧＭ：珠樹はそれを聞いて、「なるほど、事件当日に、篠月時雨と一緒に過ごすわけね。……つまり、どうなるの？」と。

墓守：こっ、こいつ……「つまりどうなるの？」って聞きやがった！（一同笑）

秋雨：完全に思考を放ほう棄きしているッスね（笑）。

アンゼリカ：紅とわたしで、事件の当事者である篠月時雨を監かん視しするです。恐らく、事件を阻止しようとする秋雨を、羊坂が妨害するはずです。

紅：それで、時雨ちゃんを、事件から……守ろうと思うの。

ＧＭ：「むう、緋蜂は、どうするか迷まよっているんだと思っていたんだけど」

紅：……記憶を消すのは、やっぱりよくないと思う。でも、守れる人は……守りたい。

ＧＭ：「それは、秋雨さんの計画を肯こう定ていするということ？　私は、支部長としてそれを肯定していいの？」（一同笑）

アンゼリカ：それは自分で決めるです。

墓守：もうダメだこいつ……（笑）。

ＧＭ：「ダメじゃない！　私はダメじゃない、支部長、支部長です！」腕章をアピール。

アンゼリカ：誰と話しているですか（笑）。

ＧＭ：一応、他のＮＰＣの意見も言っておきますか。「いいんじゃね？　ウチも、〝ループ〟で願いを叶かなえちゃったからさ、秋雨っちのやってること、否ひ定ていしにくいし」と宇津木ちゃん。「裏切ったのはともかく、確たしかに、気持ちはわかるかも……」と伊武。

秋雨：まあ、そのふたりはそうなるッスよね。

アンゼリカ：そうですね。それに、秋雨に協力する、と考えるよりは、同じＵＧＮとして、防ふせげる事件を防ぐ……と考えればいいです。

ＧＭ：「それは、そうなのかな……まあ、そうしようか。みんなそう言うし」と珠樹。

秋雨：ああ、完全に流されているッス（一同笑）。

墓守：アンゼリカが、秋雨の放ったスパイみたいに誘ゆう導どうしてるな（笑）。

紅：ええっ!?　そうなの？　……〝秘密〟ゥ……。

アンゼリカ：さあ？（笑）　わたしは、普通に意見を述のべただけなのです。

ＧＭ：では、ひとまず、ＵＧＮとしては、時雨を守る方向でいくと。紅とアンゼリカはふたりで時雨と約束、他は……まあ、伊武と宇津木ちゃんは特に役には立たないですが、一応、事件の現場、予定の場所で待機しましょうか。

紅：うん！




　大人が消え、〝支部〟としての機能をなくした、第二音楽室。

　それでも、少女たちは少しでも何かを守るため、動き出す──。







◆Middle08◆事件当日




　そして、〝秋雨のループ〟七日目──〝事件〟、当日。

　その日も、空は薄うすく曇くもり、いつ雨が降ふり出しても不思議はない、そんな雰ふん囲い気きだった。

　五年前のその日……ひとりの少女が、死んだのだ。




ＧＭ：では、次の場面──といっても、そのままシーン変えずに続けます。事件当日です。

紅：時雨ちゃんと待ち合わせてるよ！

ＧＭ：はい。──で、時雨は来ません。

紅：ええっ!?

ＧＭ：紅の携帯に、「ごめんね、ちょっと任務が入って行けなくなった」とメールが来ます。

紅：そんなぁ～!!

墓守：……まあ、時間も調べてないし、こうなるわな。

アンゼリカ：そんな気はしていたです（笑）。

ＧＭ：ちなみに今は昼くらいです。

紅：えっと、時雨ちゃんが事件に巻まき込こまれる場所はわかりますか!?

ＧＭ：それはわかっていいでしょう。紅は以前、秋雨の経けい歴れき調べてますしね。秋雨の実家がある市内です。待ち合わせ場所は決めてなかったですが、まあ同じ市内の駅前で、今いる場所から事件現場まではそう遠くない──としましょう。

紅：すぐ行きます！

ＧＭ：はい、では場面を切きり替かえます。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：一方、事件現場の秋雨と墓守。

秋雨：はいッス。

墓守：おゥ。

紅：あれ？　お墓くんも一緒にいるの？

ＧＭ：はい。この数日、墓守は基き本ほん的てきにずっと秋雨と一緒にいました。

紅：知らなかったぁ……〝秘密〟ゥ……！

ＧＭ：そうなんです（笑）。──で、秋雨の計画の方ですが、自分で感知できる範囲内での〝持ち主〟候補の記憶は全部消した、という状じよう態たいです。

秋雨：できることはやった、って感じッスね。羊坂サンの妨害はなかったッスか？

ＧＭ：墓守が護衛に付いて以い降こうはありません。

秋雨：襲おそってきたのはあの一回だけッスか。ふむ……。

墓守：羊坂は未来予知ができンだろ？　勝てない状じよう況きようなら、そもそも来ないンじゃねェか。

紅：ああっ！　なるほど～。

秋雨：そうかもしれないッスね。

ＧＭ：現場ですが、市街地のど真ん中。真新しいファッションビルの前。周囲には、多くの一いつ般ぱん市民がいます。そこでジャームが暴れていて、それを、時雨を含ふくむＵＧＮの部隊が囲んでいる。これは五年前と同じ。

秋雨：ええ。

ＧＭ：五年前は、ジャームの放った《ワーディング》で、周囲の市民が気き絶ぜつしていました。ＵＧＮの戦せん闘とう部隊が攻こう撃げきすると市民を巻まき込こむ──というので、時雨がひとりで無理をしてジャームを倒たおし、結果、暴走。ＵＧＮに倒たおされるという結末でした。

墓守：守ろうとしたために、自分が暴走して倒される側になるとはな。皮肉なもンだ。

秋雨：優やさしい子なんスよ。……しかし、現げん在ざいは《ワーディング》が──。

ＧＭ：そう、〝ループ〟の空間内では《ワーディング》が使えません。ＵＧＮは警けい官かん隊たいに偽ぎ装そうし、一般市民を避ひ難なんさせています。で、時雨がひとりで奮ふん闘とうしている。

秋雨：設せつ定ていは変わったけど、状況自体はほぼ同じ、ってとこッスかね。

ＧＭ：はい、そういう感じです。




　巨きよ大だいなジャームだった。潜ひそんでいる時は、ごく普通の中年男だん性せいだったが、戦闘形けい態たいに変化することで、数多の攻撃器官が服を突つき破やぶって出しゆつ現げんしたのだ。

　このジャームの攻撃器官は、エネルギー弾を撃ち出す砲ほう塔とう群ぐんだ。正面から戦闘すれば、周囲への被ひ害がいは避さけられない。

〝瞬く雨フラツシング・レイン〟篠月時雨は、砲塔を自分に誘導しつつ、転てん移いを繰くり返かえして回避を続ける。




ＧＭ：──と、いうような状況を、秋雨と墓守。それにネズミは、近くのビルの上から見ている、という場面になります。

墓守：厄やつ介かいな感じだがな。このままだとどうなるよ？

秋雨：恐らく、〝前〟と同じになるッスよ。時雨は勝つ……けれど、暴走する。

墓守：じゃあ、手助けするか？

秋雨：倒した後に、暴走した時雨を止めに入ろうと思ってたんスけどね。アタシは、戦闘は得意じゃないッスから。墓守サンがいるなら、今介かい入にゆうしてもいいんですが──。

ＧＭ：あなた方の眼がん前ぜんに、──とん、と人ひと影かげが立ちます。

秋雨：──ま、こうなるッスよね。どうも、羊坂サン。

ＧＭ：「心が痛いたみますが、邪魔させてもらいます、秋雨神父」と、羊坂さんは、目を閉じたような、穏おだやかな表ひよう情じようのまま、そう言います。

秋雨：アタシたちを止めれば、時雨が死に、アタシが〝ループ〟を起こす……そう思ってるんスよねぇ。

ＧＭ：羊坂さんの口から、「〝ループ〟の連鎖を、ここで止めるわけにはいかんのでね」と尾嚙の声がします。

墓守：驚いたな、死人が喋しやべってやがるぜ。

ＧＭ：「死人か。確かにな。この声は、死人の残した残ざん響きようだ」

墓守：ネズミに残ってた天船巴あまふね・ともえを思い出すな。どいつもこいつも、生き汚きたねェこった。

秋雨：ま、こっちは〝ループ〟をここで止めるつもりッスから、戦うしかないッスね。

ＧＭ：「……さすがだよ、秋雨。〝ループ〟の連鎖を止めるなら、確かにこの周回が最後のチャンスだ。そして、お前の望みの叶かなう唯一のチャンスでもある」

秋雨：そうッスね、だから、失敗しても次の〝ループ〟を起こすつもりはないッス。

ＧＭ：「どうでしょうか、己おのれの意い志しで止められるものなら、〝ループ〟の連鎖など起こらないでしょう。諦あきらめられるとは思いませんね、秋雨神父」

墓守：失敗しなきゃいいンだろ。

秋雨：……そういうことですね。

ＧＭ：──では、羊坂さんとの戦闘になります。紅とアンゼリカは、１ラウンド目が終わるまで登場できませんので、すみませんがお待ちください。




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち

羊坂／尾嚙　……16

秋雨　　　　……11

墓守　　　　……１
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ＧＭ：前と同じく、羊坂さんには尾嚙が《融ゆう合ごう》した状態です。で、セットアップに《高速分身》──ゆら、と歩き出した羊坂さんが三人に分身します。

墓守：羊が一匹ぴき、二匹ひき、三匹びき……か。眠ねむくならァ。

ＧＭ：そちらはセットアップなしですね。ネズミはどうしましょう。

墓守：下がってろ、と言うぜ。

ＧＭ：了解です。「ま、マスター、気をつけてください」と言って、ネズミは下がります。この戦闘には参加しません。

秋雨：それがいいッスね。支し援えんが必要な状況でもないですし。──で、そちらの行動ッス。

ＧＭ：はい。微かすかにオルゴールのような音が響き、羊坂さんの手が刃やいばに変形します。《骨の剣》から、《コントロールソート》《爪そう剣けん》《吼ほえ猛たける爪つめ》その他──《異い形ぎようの祭典》も使用し、ふたり同時に攻撃します──羊坂さんダイス目悪いなぁ、達成値21。

墓守：《復ふく讐しゆうの刃》するかどうか……。

秋雨：アタシたちの目的は、コイツを倒たおすことではないッスよ。

墓守：確かにな。それもそうか──ガードを宣せん言げん。

秋雨：ドッジを試みますが……まあ失敗ッスね。

墓守：《崩くずれずの群むれ》で秋雨をカバーリングだ。




　羊坂の腕が伸のび、異形の刃となって振ふるわれる。周囲のフェンスが両りよう断だんされ、刃が秋雨に迫せまる──寸すん前ぜん、複ふく数すうの白はく槍そうが突つき出だし、遮さえぎった。




ＧＭ：ダメージは49点、装そう甲こう無む視しです。

墓守：ガードで８点減へらして41、倍になって82点か。さすがに痛ェな。

ＧＭ：続けて分身の行動──。




　羊坂は、〝音〟に操あやつられるように加速し、続けて秋雨と墓守を攻撃。

　秋雨への攻撃を庇かばいきった墓守だが、自身への攻撃でＨＰが尽つき、《リザレクト》する。




墓守：ち、《リザレクト》でＨＰ７点。──血が足りねェぞ、オッサン。

秋雨：じゃあ、アタシの行動で墓守サンを回かい復ふくするッス。《癒いやしの水》《ソーマの雫しずく》で──46点回復ッスね。

墓守：ありがてェ。俺の行動はなし。何かするなら、さっき殴なぐってる。

ＧＭ：なるほど。では、一いつ旦たん距離を取った羊坂さんが、「いいのですか？　時間が過ぎれば、妹さんは死んでしまいますよ、秋雨神父」と囁ささやきます。

秋雨：そうッスねぇ、アタシの計画通り、アタシと墓守サンだけならそうッスけどね。

ＧＭ：「助けが来る……とでも？」

墓守：こっちにゃ、とンでもねェお人好しがいるンでな。

ＧＭ：──では、これで第一ラウンドが終了。紅とアンゼリカが登場できます。

紅：登場します！

アンゼリカ：わたしもです。紅の後ろから、周囲の状況を確かく認にんしながら付いて来ます。

ＧＭ：了解です。では一旦整理します。まず地上では、暴あばれるジャームと、時雨が戦っています。その周囲には、野次馬などの一般市民、それを守るＵＧＮの部隊。アンゼリカは、近くのビルの屋上で、秋雨たちと羊坂さんが戦っているのも気づきます。

アンゼリカ：《声なき声》と《地じ獄ごく耳みみ》で、秋雨に話しかけるです。──私はどうすればいいですか？

秋雨：──時雨を。

アンゼリカ：わかったです。紅、まず時雨を援えん護ごしましょう。

紅：うん！

ＧＭ：紅とアンゼリカが向かったところで、状況に変化があります。




　何度目かの時間停止、瞬間移動。

　篠月時雨は、激はげしく消しよう耗もうしながらも、ついに、ジャームの延えん髄ずいにナイフを突つき立たてた。

　ジャームが倒たおれ、時雨も膝ひざをつく。

　だが、警けい官かん隊に偽装したＵＧＮエージェントたちに動どう揺ようが走る。

「おい、篠月の様子がおかしいぞ……」




紅：時雨ちゃんが、暴走をはじめた……？

ＧＭ：はい。時雨は衝しよう動どうを抑おさえきれず、周囲の壁をナイフで斬きりつけ──オーヴァードとしても異い常じような力で、壁を破は壊かいします。で、警官が「暴走してるぞ！」と叫さけぶ。

アンゼリカ：このままだと、この警官隊に時雨が殺されるですね……。

紅：時雨ちゃんを止めに行こう！

ＧＭ：では、ふたりは現場を囲む一いつ般ぱん人じんたちをかきわけ、近づきます。まあ、野次馬、みたいな感じでしょうか。「映えい画がの撮さつ影えいかな？」とか、吞のん気きなことを言っていますね。

紅：通してください！　前に行くよ！

ＧＭ：すると、その中に、知った顔がいます。「……緋蜂と、鳩宮？」眠木先生ですね。

アンゼリカ：この〝ループ〟では会ってないですが……。

ＧＭ：ですね。「……お前たち、こんなところで何をしてるんだ」

紅：私たち、お友達を助けなきゃいけないんです！

ＧＭ：「……そうか」眠木先生は、それだけ言って、君たちを前に通してくれます。

紅：やっぱり、いい先生だぁ……！

墓守：そういやァ、珠樹たちはどうしたんだ？

ＧＭ：描びよう写しやする暇ひまがなかったんですが、実は羊坂さんと遭そう遇ぐうしており、問とい詰つめようとして、あっさり負けて気絶してます（一同笑）。

アンゼリカ：あー……まあ、納なつ得とくです（笑）。

ＧＭ：では──暴走する時雨の前に、紅とアンゼリカが来たところ。周囲の警官、実じつ際さいにはＵＧＮエージェントが「手を出すな。彼女はジャーム化している！」と止めてくる。

紅：ちがうの、時雨ちゃんはまだ間に合うんです。私に話させてください！

ＧＭ：「下がりなさい！」──時雨は、暴走状態で、拘こう束そくしようと近づいたＵＧＮエージェントを攻撃しています。

アンゼリカ：そっちが下がるです……と言っても聞きそうにないですね。……ＵＧＮのエージェントたちを気絶させられないですか？

ＧＭ：普通に攻撃して戦闘不ふ能のうにすればＯＫですよ。死んだりはしません。

アンゼリカ：それが一番早そうです──攻撃するです。

ＧＭ：了解です。ＵＧＮの戦闘部隊はトループ扱あつかいで、１グループ。

アンゼリカ：なら、《コンセントレイト：ソラリス》《絶対の恐きよう怖ふ》で──羽根を出現させて、攻撃。達成値、33です。




　ふわ──と、虚こ空くうから白い羽根が出現。

　ボディアーマーに身を固めた警官隊──ＵＧＮ戦闘部隊に向けて舞まい落おちる。

「なんだ、この羽根は……」「幻げん覚かく……ッ!?」

　羽根が触ふれただけで、戦せん闘とう員いんたちは意い識しきを奪うばわれ、倒たおれていく。




ＧＭ：ダメージが20点。装甲値無視か……それで倒れます。

アンゼリカ：紅、後は任まかせたです。

紅：うん！　時雨ちゃんに抱だきついて止める！




　紅が、時雨に向かって駆かけ寄よる。時雨が前ぜん傾けい姿し勢せいでナイフを構かまえる──。

　その様子を、雨のビルの屋上から、羊坂と秋雨たちは見ていた。




ＧＭ：「別働隊か……」尾嚙の声で呟つぶやき、羊坂さんは紅の方に向かおうとしますが──。

墓守：おっと、悪いが、アンタはここにいてもらうぜ。

ＧＭ：はい。墓守の槍が連続で床ゆかから出現、柵さくのようになって、羊坂さんを足止めします。「ＵＧＮとは、袂たもとを分かった……と思っていたのですけれど」

秋雨：緋蜂サンの性せい格かくは、アナタも知ってるはずッスよ。

ＧＭ：「……そうですね」




「落ち着いて！　大丈夫……大丈夫だから！」

　抱きついた紅の体に、時雨はナイフを突つき立たてる。




ＧＭ：──では、紅は〈交こう渉しよう〉の判定をしてもらいます。難なん易い度ど７ですが、三回成功する必要があります。判定のたびに、時雨からの攻撃を受けます。

紅：大丈夫！　全然痛いたくないです！




　二度──三度。血が飛び散り、だが、紅は時雨を離はなしはしない。

「ね、時雨ちゃん。そんな怖こわい顔しないで……秋雨さんが、待ってるよ」

　必死に抱だきしめ、しがみつき、紅は囁き続ける。

「だから……帰ってこよう」




紅：──達成値14！　三回目も成功！

ＧＭ：はい、それで判定はＯＫです。紅のＨＰが高いので、《リザレクト》は一回だけでしたね。時雨は、震ふるえながら手を止めて、「……緋蜂、さん？」と呟きます。

紅：そうだよ！　今日は一いつ緒しよに遊びに行くって約束したでしょ？

時雨：「あたし……そっか。そうだったね……」──ふっ、と力が抜ぬけ、時雨は、血まみれの紅の腕にもたれかかってきます。
















アンゼリカ：どうやら、うまくいったようですね。紅……よくやったのです。

紅：うん……よかった……。

ＧＭ：──では、屋上の秋雨と墓守。足止めしている羊坂さんと共に、その様子を見下ろしています。

秋雨：相変わらず無茶しますね……。

墓守：だが、正せい解かいだった。ハチはいつもそうだな。

ＧＭ：見ていると、ＵＧＮの戦闘部隊も、警けい戒かいを解といていますね。そこで、秋雨の持つ〝林檎りんご〟が、赤く光りはじめます。

秋雨：さて、いよいよ、賭かけの結果を見るわけッスが……。

アンゼリカ：……どうなるでしょうか。

ＧＭ：ふと気づくと、屋上の側そば、少し離れた虚空に、半はん透とう明めいの少女が浮うかんでいます──刻ヶ峰園その果かです。

秋雨：……これで終わり、そのはずですよ、園果サン。

ＧＭ：園果は悲しげに秋雨を見ますが、何も言わない。……そして、羊坂さんは、穏やかな表情のまま、下を見て──群衆の中のひとりに、《彼方かなたからの声》で、何事かを囁きます。

墓守：ハヌマーンのイージーエフェクト。尾嚙の能力か。

ＧＭ：はい。群衆の中から、眠木姫ひめ子こが上を──羊坂さんを見上げます。眠ねむそうですけど、なぜか驚いた顔。

秋雨：……何を言ったッスかねえ。

ＧＭ：秋雨に横目を向け、羊坂さんは、穏やかな表情のまま、もう一度──今度は、少し大きな声で、言います。




「眠木先生、貴方はもうすぐ、貴方あなた自身も気づいているはずの、その病で倒れ──二度と目覚めることはありません。あなたはもう、生徒を守れない」

　穏おだやかに、優やさしげでさえある微笑ほほえみのまま──囁ささやく。

「それでも、貴方には願いはないのですか？」




紅：眠木先生が……病気？

ＧＭ：紅とアンゼリカは近くで見ていていいでしょうね。眠木先生は、目を見開き、驚いて──けれど、どこか予期していたかのような表情です。




「……私は、助けたい。みんなを」

　そう、囁き返した眠木姫子の手に、〝林檎〟が現あらわれる。




墓守：……コイツが、羊坂の切きり札ふだだった、ってワケか。

ＧＭ：はい。羊坂さんは、眠木先生にこの話をすることで、〝ループ〟を望むことを予知していました。

紅：そんな……！

墓守：ちっ！　時間稼かせぎに付き合わねェで、ブッ殺しておくべきだったかよ！

ＧＭ：「こちらとしても賭けでした。……どうやら、私の勝ちですね」と羊坂さん。

秋雨：…………。

墓守：消える前に聞いておくか──糸目の姉ちゃンよ、お前ェの目的は何なンだ？

ＧＭ：「筐きよう一いち郎ろうさんの、そして私の望みは──〝生命の樹〟を完成させること」

墓守：完成だァ？　どういう意味だ？

ＧＭ：羊坂さんは微笑みます。そこで──さきほど、時雨に倒されたジャームが、何かに喰くわれたように消しよう滅めつ。眠木先生の手の中で〝林檎〟が膨ふくれあがり──赤い光が、周囲を塗ぬりつぶしていきます。

秋雨：…………。

紅：……そんな。




　紅の腕の中で、時雨が目を開く。

　ぽつり、と。頰ほおに雨。

　見上げると──偶ぐう然ぜん。ビルの上にいる兄と目が合った。

「なに、兄さん……そんなところで」

　ぽつり──雨が降ってくる。

「兄さん、どうしたの？　……泣いているの？」

　雨が降る。光が溢あふれ、世界が赤く染そまる。

「ダメだよ、兄さん。別れる時は──笑顔で、って決めたんだから」

　微睡まどろんでいるかのような、柔やわらかな声で。

　篠月時雨はそう囁ささやいて──微わ笑らった。
















◆Middle09◆眠ねむり姫ひめ




　眠い──いつものことだ。

　チャイムの音が聞こえ、微睡まどろみから呼よび戻もどされる。

「先生ー、また寝ねてんのー？」

「ホームルーム終わったよ！」

　明るい笑い声。〝子こ供どもたち〟の声。

　そうだ──私わたしは、教きよう師しになったのだ。

「眠木先生、寝ねるなら帰って寝なよね！」

　ぽん、と肩かたを叩たたいて笑う女子生徒たち。

　それは……〝私の生徒〟ではない。かつての同級生たち。

　そうだ──私は、願ったのだ。時間を巻まき戻もどすことを。




ＧＭ：──というわけで、〝眠木姫子のループ〟、最初はマスターシーンです。

アンゼリカ：これは……〝十年前〟ですか？

ＧＭ：はい。眠木先生は、この〝ループ〟の中では、教師として、かつて自分が所しよ属ぞくしていたクラスの担たん任にんになっています。

墓はか守もり：昔の同級生と年齢がずれるってのも、切ねェ話だな。




　気付いていた。起きていられる時間がどんどん短くなっていること。眠りが、長くなっていること。もうすぐ──私は、目覚めなくなる。シスターの言葉は、なぜか、噓うそではないと確かく信しんできた。

　私は、生徒を守れない──そう思った時に、気づいたのだ。

　自分が教師になった理由。

　生徒を守るため。子供たちを守るため。……そうではなく。

　取とり戻もどしたかった。あの日、失った日にち常じようを。

　本当に守りたかったのは、あの日、死んでしまった、消えてしまった友人たちだ。

　そう、気づいてしまったから──。




　誰だれもいなくなった教室で、眠木姫子は手の中の〝林檎りんご〟を見る。

「これが、願いを叶かなえた……のかな」

　そして、窓まどの外。──先ほどの続きのような、けれど、はっきりと冷たい、冬の雨。

「──そういえば、聞こえないな。ピアノの音」

　そう呟つぶやいて、眠木姫子は沈ちん黙もくした。後にはただ、微かすかな雨の音。







◆Middle10◆氷ひ雨さめ




　関東某ぼう市し。市街区の一角。人気はない。

　やがて、この場所には洒落しやれたファッションビルが建ち、若わか者もの達で溢あふれることになる。

　だが、それは未来の話。五年後の話だ。

　今は、がらんとした空き地。そこに、篠月秋雨しのつき・あきさめは立たち尽つくしていた。

　俯うつむいた秋雨の肩に、雨が落ちる。冷たい、冬の雨。




ＧＭ：──秋雨。気がつくと、キミは空き地の前にいます。時雨が死んだ、ファッションビルになる予定の場所です。

秋雨：…………。

墓守：俺おれが登場しておくか。他のふたりは出にくいだろう。

アンゼリカ：……そうですね。

紅くれない：…………うん。




　ひどく冷たい雨が、降ふり続つづく。

　秋雨はひとり、立ち尽くしている。

　その背はい後ごに、墓守は立った。普ふ段だんと変わらない表ひよう情じよう。変わらない口調。




墓守：失敗したなァ、オッサンよ。

秋雨：……ええ、そうッスね。賭かけには、負けました。

墓守：ま、アレだな、素す直なおに羊坂をぶン殴なぐっておくべきだったな。ありゃミスだった。

秋雨：……そうかもしれないッスね。

墓守：あー……まァ、なんつーか、残念だったな。

秋雨：ええ、残念ッス。本当に。

墓守：……。

秋雨：もう少しだったんスけどねぇ。

墓守：そうだな。

秋雨：本当に、あと少し──背せ中なかまで、この手は届とどいたんだ。緋ひ蜂ばちサンのおかげで、あの子は、一度、助かった！　確たしかに一度、運命から逃のがれたんだ！




　秋雨は膝ひざを着き、地面を殴なぐりつける。

　何度も、何度も。

　声にならない叫さけびを押おし殺ころしながら、何度も。




墓守：……あのよ、俺ァ、よくわからねェンだが、一度助けたんだろ？　この〝ループ〟が起きても、それは有効なンじゃねェのか？

秋雨：それじゃダメなんだよ！　〝時雨が生きている世界〟にするには、あの一回しかチャンスはなかった！　これでもう──ダメなんだ。

墓守：……そうかい。




　いつしか、秋雨は地面に突つっ伏ぷすようにして、震ふるえていた。

　氷のような雨が、丸まった背せに降ふり注そそいでいく。

　秋雨も、墓守も、それ以上言葉にすることはなく、

　ただ雨音だけが響ひびいている。
















　──それからしばらく、ふたりは動かなかった。

　雨は徐じよ々じよに弱くなり、けれど止むことはなく、降り続く。

　周囲は薄うす暗ぐらくなり、街灯が明めい滅めつし──点灯した。

　そして……さらに、しばしの時が過すぎ、

　ふらりと、神父服の男が立ち上がった。




秋雨：……すみませんでしたね、色々、付き合わせちゃって。

墓守：別に。俺は、自分の都合で動いただけだ。オッサンと変わらねェよ。

秋雨：はは、墓守サンらしい物言いだ。

墓守：で？　これからどうすンだ、オッサン。

秋雨：そうッスねぇ……恥はずかしながら、出で戻もどりますかね。

墓守：ＵＧＮにか？

秋雨：ええ。こうなったら、アタシの計画は出直しッスから。今の状じよう況きようをどうにかするために働くことにしますよ。

墓守：真面目なこったね。

秋雨：ま、アタシのせいでもありますからね、この状況。

ＧＭ：では、そんなふたりの様子を見て、物もの陰かげでずっと待機していたネズミが、傘かさを抱かかえて小走りに寄よってきます。「あ、あの、もう大だい丈じよう夫ぶですか？　か、傘です」

墓守：いらねェよ、どうせもう、ずぶ濡ぬれだ。

ＧＭ：「で、でも、寒すぎますし、マスターも、神父の人も、風か邪ぜ引いちゃいますよ」

墓守：引くか馬ば鹿か、こちとらオーヴァードだぜ。……あ、あれ？　オーヴァードって風邪引くのか？　どうなンだ……？　おい、オッサン、知ってるか？




　声をかけられた秋雨は、墓守に背を向け、空き地を見つめている。




墓守：オッサン？　またメソメソすンのか？

秋雨：……いえね、あの子──時雨は、最後に笑ったな、と思いまして。

墓守：そういや、そうだったかな。

秋雨：〝前〟の時もそうだったんですよ。




　五年前。暴ぼう走そうした時雨が死んだ、その時。

　駆かけつけた秋雨の前で、時雨は味方の銃じゆう弾だんを受け、倒たおれた。

　理性を失い、暴走して倒れ──だが、その時。

　最期の瞬しゆん間かん、時雨は残った力を振ふり絞しぼり、時間を巻まき戻もどした。

　ほんの一秒、あるいは一いつ瞬しゆん。

　その力で、銃弾を避さけることも可か能のうだったかもしれない。

　けれど時雨は、その一秒を微わ笑らうことに使った。

　兄に向ける、別れの顔。いつもの、不器用な微笑ほほえみ。

　それは、両親が死んで以来の習慣だ。

〝もう会えないかもしれない〟と──そう、いつでも思うようになってからの、妹の習しゆう慣かん。




秋雨：でも、その時よりも、緋蜂サンの腕うでの中での笑顔の方が……自然でしたよ。

墓守：そりゃ、そうだろうよ。ダチの腕の中で兄あに貴きの顔見て、笑うのは、当たり前ェだ。

秋雨：……そうですね。

墓守：じゃ、行くか。

秋雨：ええ。




　雨の中、三人は歩いて行く。

　空き地にはまた、雨音だけが残される。

　ただ、ぬかるみの中に、街灯の光で煌きらめく、ロザリオがひとつ、置かれていた。







◆Middle11◆ＵＧＮ女子会




　紅とアンゼリカは、また、気づけば刻ときヶが峰みねの駅前にいた。

　既すでに何度目かの確かく認にん作業──現げん在ざいは、十年前。季節は、冬。

　十年前に戻っても最新機種のままの、紅の携けい帯たい電話が活かつ躍やくし、連れん絡らくを行なう。

　秋雨と墓守からはメールの返事はなかったものの、ＵＧＮメンバーは合流。

　寒空の下話すわけにもいかず、ひとまずファミレスへと集まったのだった。




ＧＭ：──と、いうわけで、ファミレスには紅とアンゼリカ。そして珠たま樹き、伊い武ぶ、宇う津つ木ぎちゃんが揃そろっております。

紅：女の子ばっかり……女子会だ！

アンゼリカ：またそんな、吞のん気きな……（笑）。

ＧＭ：で、宇津木ちゃんと伊武が、「学校見に行ったけど、旧きゆう校こう舎しやしかなかったよ」と報ほう告こくしたところですが──珠樹が、ずーん……と落おち込こんでいます（一同笑）。

紅：また落ち込んでる！（笑）

ＧＭ：おでこもまったく光っていない。

紅：ああ……おでこが……。

ＧＭ：「う、うう……また〝ループ〟が起きてしまった……ううう……」

アンゼリカ：起きてしまったことを考えても仕方がないです。

ＧＭ：「そうだけど……尾嚙さんは死んで、羊坂さんも秋雨さんも裏うら切ぎって……うう」

アンゼリカ：本当に過か去こしか見えていないです……（笑）。

墓守：この先どうする、というビジョンがまったくない（笑）。

ＧＭ：「うう、この先、一体どうしたらいいんだろう……？」

墓守：なンでそんなに指し示じ待ち人間なンだよオメーは！（笑）

ＧＭ：じゃあ、宇津木ちゃんがパフェをもぐもぐしながら「なんでそんなに指示待ち系けいなの？」と尋たずねます（一同笑）。

紅：わお、直球！

ＧＭ：「なぜなら……私は実は、戦せん闘とう用エージェントだからです」（一同笑）

アンゼリカ：指示を受ける側だから（笑）。

秋雨：ああ、まあ……ねえ、向き不向きはあるッスからねぇ……。

紅：しっかりして、珠樹ちゃん！　支し部ぶ長ちようなんだから！

ＧＭ：「あ、ああ……支部長……」と青ざめている珠樹に、宇津木ちゃんが、「そうそう、支部長じゃん」と、「しぶちょう」の腕わん章しようをつけてあげる。すると、珠樹は「──そうですね、今は、私が支部長でした」と、背せ筋すじを伸のばします。

紅：おおっ！

ＧＭ：「──で、これからどうしたらいいんでしょう？」（一同爆ばく笑しよう）

墓守：こ、こいつ……！（笑）

アンゼリカ：うーん、アンゼリカは、秋雨は多分これで戻ってくるんじゃないか……と思うので、こう尋たずねるです──一度裏うら切ぎられても、また戻ってきて欲ほしいですか？

ＧＭ：「うーん……」

紅：悩なやむよね。でもさ──。

ＧＭ：「──そもそも、なんで裏切ったんだろう？」（一同笑）

アンゼリカ：おいいいいい────っ！（笑）

ＧＭ：「ああ、いや、秋雨さんはまだわかるんだけど、羊坂さんは……」

墓守：秋雨のことは基き本ほんどうでもいいンだろうな。

秋雨：そうッスね（笑）。

アンゼリカ：死んだ想い人の、尾嚙の願いを叶かなえることにした──と、単たん純じゆんに言えば、そういうことではないですか。

ＧＭ：「羊坂さんが、尾嚙さんのことを好きだなんて、全然気づかなかった……」

紅：大だい丈じよう夫ぶ、私も一いつ緒しよだよ！（一同笑）

ＧＭ：では、ざっくりと宇津木ちゃんがまとめます。以前のシーンで羊坂が秋雨に話したような話ですが「つまりさー、羊っちは、尾嚙っちが好きだったんでしょ？　でも、尾嚙っちは、昔のカノジョを生き返らせる、とか言ってるから、そんなん止めたかった」

紅：わかりやすい！（一同笑）

ＧＭ：「でも、止めるのに失敗して死んじゃって、生き返ったら尾嚙っちはいないんで……まあ、しょうがないんで、尾嚙っちの願いを叶えることにしたんじゃね？」

アンゼリカ：尾嚙のことしか考えていない、という意味では、一いつ貫かんしているです。

秋雨：さすが、恋れん愛あいに詳くわしい宇津木サン、さくっとまとめますね（笑）。

ＧＭ：パンケーキをモグモグ食べていた伊武ちゃんが「よくわかんないねー」（一同笑）。

墓守：この中だと一番恋愛してるんじゃねェのか、お前（笑）。

秋雨：恋愛って自覚ないっぽいッスからね（笑）。

アンゼリカ：……どういう形であれ、好きな相手に幸福になって欲しい……という気持ちは、わたしは少し、わかるです。

秋雨：…………。

ＧＭ：「でも、だとしても、なぜ今になって……」と困こん惑わくする珠樹。

アンゼリカ：今、というより、もっと前からかもしれないです。

紅：もっと前？

アンゼリカ：羊坂が、尾嚙の人じん格かくを、未来視能のう力りよくでダウンロードした……というのは、いつのことか、わからないですよね。

紅：前の〝ループ〟で、秋雨さんに襲おそいかかった時じゃないのかな？

アンゼリカ：その前の〝ネズミのループ〟、あるいはもっと前──だとすれば、秋雨が裏切った時に、なぜ羊坂があの地下の〝部屋〟にいたのか、説明が付く気がするです。……〝ループ〟を、終わらせないため。

ＧＭ：「そ、そんな前から……」と、ショックを受ける珠樹（一同笑）。

紅：またショックを受けてる……！（笑）

アンゼリカ：羊坂が裏切った理由や、この〝ループ〟の仕組みに詳しい人間に心当たりがあるです。指示も出せる能力もあるです。呼よんでみますか？

墓守：それって……（笑）。

ＧＭ：珠樹は顔を輝かがやかせます。「そんな人が！　是ぜ非ひ呼んでください！」（一同笑）。

アンゼリカ：では、秋雨にもう一度メールを送っておきます。

秋雨：じゃあ、そのへんで合流しましょうか。や、どうも、お久ひさしぶりッス（笑）。

ＧＭ：珠樹は秋雨を指さし、「ううう、裏うら切ぎり者もの！」と叫さけぶ（一同笑）。

秋雨：はっはっは、まあ、そうッスね（笑）。

墓守：一緒に俺とネズミも出るぜ。──あ、ドリンクバーみっつと、俺にチョコブラウニーサンデー。あとコイツに角かく砂ざ糖とうな。（[image: ←]注文している）

ＧＭ：ネズミは「こんな高級な店に入るの、初めてすぎます！」と興こう奮ふん中。

紅：秋雨さん……戻って来てくれたんですね！

秋雨：ま、恥ずかしながら、出戻って来たッス。

ＧＭ：「でででも、みんな、この人は一度、みんなを裏切って……！」

アンゼリカ：情じよう報ほうを持っていて、指示も出せる人間を呼よべ、と言ったのは加か賀が美みです。

ＧＭ：「ぐぐぐ……ぐぬぬ……」珠樹は、ひとしきり、煩はん悶もんした後、黙だまります。ちなみに伊武と宇津木ちゃんは特に気にしている様子はないですね。「大人が来て助かった」くらいの顔してます。

墓守：ま、そりゃそうだろうな。オッサン、ドリンクバー何がいい？

秋雨：じゃあ、すみませんが野菜ジュースで。

アンゼリカ：完全になにくわぬ顔で戻って来ているです（一同笑）。

紅：うん……よかった。




　しばし、注文や飲食を挟はさみ──落ち着いたところで、秋雨が話し出した。




秋雨：出戻りの手土産みやげじゃないですが、アタシはあの〝林檎りんご〟を通して、〝生命の樹き〟と多少、意い志しを通わせていたのでね、実は新しい情報が、色々あるんスよ。

墓守：そういや、レーダーみてェに使ってたしな。

秋雨：ええ。〝生命の樹〟は、レネゲイドビーイングと呼ばれる、レネゲイドが意志を持った生命体ッス。といっても、意志自体はごく希き薄はくみたいでしたがね。

紅：意志……気持ちってことですか？

秋雨：気持ち──と言っていいのか、わかりませんけど。アレは、他人の願望に反はん応のうして、それを叶える機き能のうを持ったモノ……が、一番近いかもしれません。

墓守：どうも、意志の薄うすい、古いレネゲイドビーイングは、そういうもンみてェだな。なんとかって島にいた奴やつもそうだったって話だ。

秋雨：オモイデ様ッスね。ま、そもそもレネゲイドってのはそういうもの──意志や欲よく望ぼうに反応するもの……という説もあるくらいッスからね。

紅：そうなんだ……。

秋雨：ま、ひとつの説、くらいッスよ。──話を元に戻もどしますけどね、〝生命の樹〟の能力というのはね、世界を複製することッス。

紅：世界の……複製？

秋雨：ええ。アタシたちが今いる、そして〝ループ〟の中で見てきた世界はすべて、〝生命の樹〟の力で複製されたものです。

墓守：偽にせ物ものの世界、ってワケか。

ＧＭ：ウロボロス──レネゲイドの吸きゆう収しゆうや模も倣ほう、複製を可能にするシンドロームの力ですね。

秋雨：〝生命の樹〟は、この複製世界──〝マスターレイス[image: ]ベータ〟はマトリクスと呼んでいましたが、この世界の中で、願いを持った〝持ち主〟に〝林檎〟を与あたえます。

アンゼリカ：ええ、それは知っているです。

秋雨：その〝林檎の持ち主〟が〝ループ〟を起こす──これは、複製世界を修しゆう正せいしている、ということです。コピーしたデータを改かい竄ざんするようなものッスね。

紅：データの、改竄……。

アンゼリカ：大だい丈じよう夫ぶですか紅、ついてきてるですか？（笑）

紅：大丈夫！　まだ大丈夫！（一同笑）

秋雨：複製世界の中に、〝持ち主〟になりうる人間がいなくなれば、そこで〝ループ〟は終わりです。アタシが目指していたのは、その終わり方ッスね。

墓守：でもよ、それはつまり、今ここにいる俺たちも、コピーされた偽物ってことか？

秋雨：そう……とも言えるんスけどね。

紅：ええっ！　偽物なの!?

秋雨：ですが、保持者キーパー──〝ループ〟による修正の影えい響きようを受けない人間は、本物の自分、あるいは本物の自分とリンクした存そん在ざい──なんスよ。

紅：ん？　んんっ？

秋雨：ま、平たく言えば、保持者キーパーであるアタシたちは本物ってことです。

紅：そうなんだ！　よかったぁ……。

アンゼリカ：いいことなのかどうかは、わからないですけどね。

秋雨：で──ここからが、本題ッス。

一同：……。

秋雨：〝ループ〟を終えると、この複製世界は、現げん実じつ世界に上書きされるッス。つまり、複製世界で改変された事実が、〝現実〟になるッス。

ＧＭ：中身を書かき換かえたけど、ファイル名が同じ……みたいなイメージですね。同じファイルとして上書きしちゃう。結果、世界が改変される。

墓守：とンでもねェ力だな、おい。

秋雨：十年前には、最後に残った〝持ち主〟である尾嚙サンの願いを叶えるだけの力が〝生命の樹〟になかった、だからそこで〝ループ〟は終わり──世界は書かき換かえられたッス。存在すらないことになった生徒……ってのは、ジャームになって喰くわれたんでしょう。

アンゼリカ：……でも、十分に〝生命の樹〟が育てば、世界の書き換えは可能なのですね。

紅：じゃ、じゃあ、これまで助けた、時雨ちゃんとかも……生き返る？

アンゼリカ：──いえ、それなら、秋雨が前の〝ループ〟を最後の一回にしようとする理由はないはずです。

秋雨：ええ。今回の〝ループ〟からは、事じ情じようが違ちがいます。この〝ループ〟は、もう終わらないんスよ。

紅：終わらない……。

秋雨：そうッス。複製世界の規き模ぼが広がりすぎている。

ＧＭ：今回からは、東京を含ふくむ関東全域が複製世界になっています。これは、既に調ちよう査さして確認した──ということでいいでしょう。

秋雨：そうなれば、〝持ち主〟候こう補ほの数も膨ぼう大だいだ。あとは、次々と、〝ループ〟と、世界の改変を続けていくことになります。

紅：そうなると……どうなるの？

墓守：遠からず、複製世界の中の人間は全員オーヴァードに……いや、ジャームになって、〝生命の樹〟に喰われる……ってことか？

秋雨：それについては──。

一同：…………。

秋雨：わからないッス。

紅：ええええええええええええっ!?

秋雨：この周回を迎むかえてしまうと、〝ループ〟が終わらなくなる……アタシが知っているのは、そこまでッス。まあ、極きよく論ろん、墓守サンが言うように、いつかは複製世界の中の人間は全員、〝生命の樹〟に喰われることになる──の、でしょうね。

紅：でも、複製世界？　は、どんどん広がるんだよね？

秋雨：ええ、この先は加速度的に広がるでしょうね。

墓守：全員が〝生命の樹〟に喰われて、そこで幸せに暮くらす……みてェな事考えてるのかね、糸目の姉ちゃンは。

秋雨：どうなんスかねぇ……。ああ、ちなみに、アタシはもう〝林檎の持ち主〟じゃないんで、〝林檎〟を通して直ちよく接せつ情報を得たり、〝持ち主〟の候補を捜さがしたりはできなくなってるッスよ……（ＧＭに）ですよね？

ＧＭ：はい、そういうことです。ただ、Ｄロイス「奇妙な隣人ストレンジネイバー」で取得した《オリジン：プラント》は続けて使用できます。まあ、一部、感覚が残っている……ということですね。

秋雨：アタシの知ってることは以上ッス。

墓守：──ま、結局、〝ネズミのループ〟の時と、結けつ論ろんは変わらねェよ。〝生命の樹〟を見つけ出して、破は壊かいする。それしか、〝ループ〟を終わらせる方法はねェってことだ。

ＧＭ：「じゃ、じゃあ、私たちは、〝生命の樹〟を捜さがせばいい……ですか？」と珠樹。

秋雨：そうッスね。──ただ、向こうも隠いん蔽ぺいはしてるでしょうから、〝生命の樹〟自体についても、もっと調べたいところッス。羊坂サンは「〝生命の樹〟を完成させる」と言ってましたが、その意味はよくわかりませんからね。

紅：うん。そうだよね。

秋雨：それから、今回の〝持ち主〟についても調べる──それで、次の〝ループ〟までの時間もわかるはずッス。あとは、十年前に戻ったから、当時の関係者ッスかね。

アンゼリカ：眠木姫子……それに、〝生命の樹〟の持ち主の、刻ヶ峰園果。それから、尾嚙と刻ヶ峰が〝ループ〟をはじめたきっかけ……。

紅：役守奏やくもり・かなでちゃん……まだ、生きてるんだよね？

ＧＭ：そうですね。数日後に役守奏が死に、その、約一ヶ月後に、〝十年前の事じ件けん〟、つまり最初の〝ループ〟が起こる──それが、過去の出来事です。

アンゼリカ：今は……冬、でしたっけ。

ＧＭ：はい。二月です。最初のスタート時点──紅が刻ヶ峰学園にやってきた時点からは、十年と二ヶ月前、ってところですか。

墓守：じゃあ、その役守奏、刻ヶ峰園果、眠木姫子、それに羊坂と〝生命の樹〟……調べるのは、こンなところか。さすがに、オッサンがいると、話がまとまるな（笑）。

ＧＭ：「ぐぬぬ……悔くやしいですが、そうですね……」と珠樹。そして、悔くやしそうに「しぶちょう」と書かれた腕章を外し、そっと両手で秋雨に差し出します（一同笑）。

秋雨：受け取って、何も言わずにポケットにしまいますよ（笑）。

アンゼリカ：珠樹……（笑）。

紅：じゃあ、行こう。みんな。

墓守：おゥ。

アンゼリカ：はい。

紅：今度こそ、終わらせるんだ。全部──。




　万感の想いを込こめて、紅は言う。

　その言葉に、皆みなはそれぞれの想いを込めて、同意する。

　それぞれの想い──アンゼリカは無言で秋雨を見、秋雨は小さく頷うなずく。

　……そのことに、紅は気づかない。

　窓の外では、いつの間にか、冷たい雨が、白い雪へと変わっていた。



オモイデ様　2nd Edition対応のキャンペーンシナリオ集『ハートレスメモリー』に登場するレネゲイドビーイング。ストーリーについては『レネゲイズアージ』で解説されている。









◆Middle12◆最後の〝秘ひ密みつ〟




〝生命の樹〟の生み出した複製世界。

　偽いつわりの世界を、紅は走る。

　この悲ひ劇げき、その連れん鎖さを止めるために。

　そして、その前に現あらわれたのは──。




ＧＭ：紅のシーンになります。他のＰＣは登場不ふ可か。

秋雨：時間的には、さっきのシーンの翌よく日じつ、とかになるんスかね？

ＧＭ：そうですね。翌日、まあ手分けして色々調査に出たところ──という感じの場面です。なので昼間。空は曇くもり、昨さく晩ばんからの雪は降ふり続つづいて、薄うすく積もっています。

紅：雪だ！　って、はしゃぎそうになるんですけど……いけないいけない、私はスパイ、任にん務むに集中するのよ！　って自分に言い聞かせて走ります（キリッ）。

アンゼリカ：そもそも雪だから、はしゃぐ、というその発想がですね……（笑）。

紅：でも、どうしよう、〝生命の樹〟を捜さがさないとだし、でも、眠木先生や、羊坂さんも気になるし……うう……！

ＧＭ：では、悩なやんでいる紅──その前に、ひとりの人物が立っています。紅は、その人物に見覚えがあり、思わず足を止める。

紅：はい、止めます！

アンゼリカ：……誰だれですか？

ＧＭ：誰なのか……と、これからする話は──。




　そこで、ＧＭは言葉を止め、全員を見る。

「〝秘密〟です」




一同：────────!!

アンゼリカ：つ、ついに……紅に、〝秘密〟が……！

秋雨：最さい終しゆう巻かんにして、ついに！（笑）

墓守：この巻は、秋雨にしかないのかと思ってたぜ。

ＧＭ：秋雨のは、〝秘密〟ではなく、裏切ったんで仕方なく渡わたした情報です（笑）。

紅：きゃあ～♡　嬉うれしいっ!!

アンゼリカ：すっごい喜んでる……（笑）。

紅：超ちよう嬉しい～～～～～！

ＧＭ：──言っておきますが、嬉しい話ではありませんよ。

紅：えええっ!?（一同笑）

アンゼリカ：まあ、今までの例からして、そうですよね……（笑）。

ＧＭ：というわけで、せっかくの紅の〝秘密〟ですし、他のみなさんは、しばらく、別室で待機していてください。

紅：ふっふっふ……すまないね、キミたち！

墓守：ほンと、嬉うれしそうだな（笑）。




　──というわけで、三人は別室に移い動どう。

　ＧＭと紅……有世さんのふたりで、セッションが再さい開かいする。




ＧＭ：では、あらためて。紅の前にいるのは──アルフレッド・Ｊ・コードウェルです。

紅：Ｊさん！

ＧＭ：やっぱりＪ呼よばわり（笑）。──一いち応おう言っておくと、ここで出会ったのは偶ぐう然ぜんです。ま、運命かもしれませんが……コードウェル博士は、紅に視し線せんを向けると、軽く眉まゆを上げます。「ほう……面白い能力の持ち主だな」

紅：貴方あなたは……Ｊさんですよね。

ＧＭ：突とつ然ぜんのＪ呼ばわりに困惑するコードウェル博士（笑）。──とはいえ、「ああ。私はアルフレッド・Ｊ・コードウェルだ。キミは？」と冷静に返します。

紅：緋蜂紅……スパイです！

ＧＭ：くそ、ふたりっきりだとツッコミが足りない……！（笑）

紅：Ｊさんは、ここで何をしているんですか？

ＧＭ：んー……そうですね、コードウェル博士は、隠かくす様子もなく、「〝生命の樹〟の研究だ」と答えます。そして、片眼鏡モノクル越ごしに、紅を見定めるように見ている。

紅：どうしよう……でも、聞いちゃいます。──〝生命の樹〟について知っていることを、教えてください！

ＧＭ：「ふむ……」コードウェル博士は考かんがえ込こみます。「つまり、キミは保持者キーパーだ、ということか」

紅：はい。

ＧＭ：「なるほどな。それで、このレネゲイド濃のう度どか……。キミは何年先から来た？」

紅：えっと、今からだと……十年後、かな？

ＧＭ：「十年……か」コードウェル博士は、考かんがえ込こんでいる。「そこまでとはな」

紅：Ｊさんは、何を知っているんですか？

ＧＭ：慣れないなぁ、その呼よび方かた……（笑）。「──〝生命の樹〟は、世界を複製し、変革する能力を持っている」

紅：それは知ってます。

ＧＭ：「ふむ。では、何を知りたい？」

紅：どうやったら、〝ループ〟を止められますか？

ＧＭ：コードウェルは、しばらく沈ちん黙もくします。片眼鏡モノクルの向こうから、紅の本質や過去まで見み抜ぬくような視線を向け──口を開く。




「〝生命の樹〟による〝ループ〟の連れん鎖さを止めることはできる。だが──」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──と、以上でコードウェル博士の話は終わりです。

紅：…………。

ＧＭ：これが、紅の〝秘密〟です。

紅：……よかった。




〝秘密〟を聞き終えた紅──有世さんは、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

　まるで、ずっと気になっていたことが、これで解決した……とでも言うように。

　実のところ、ＧＭの予想とは、まったく違ちがう反応だった。




ＧＭ：〝秘密〟の公開条じよう件けんは、特にありません。ですから、いつでも、好きな時に、この〝秘密〟を公開して構かまいません。

紅：わかりました。……最後まで公開しなくてもいいですか？

ＧＭ：……はい。構いません。

紅：じゃあ、私、言わないです。




　そう言って頷く。

　穏おだやかな、落ち着いた表情だ。




ＧＭ：……では、コードウェル博士は、紅に言います。「満足のいく答えだったかね？」

紅：はい。ありがとうございます。

ＧＭ：コードウェル博士は、しばらく、じっと紅の顔を見てから、「そうか」と素そっ気けなく言って、背を向けます。

紅：あ、待ってください！

ＧＭ：「何だね？」

紅：あの、私、Ｊさんに手紙を書いたんです。

ＧＭ：「……手紙？」

紅：アンちゃんのことを書きました。（差し出して）読んでください！

ＧＭ：「……アンちゃん？」──と言われても、博士にはわからないですが（笑）。

紅：あ、そっか……でも、渡わたします。せっかく書いたし！

ＧＭ：そうですね、では受け取ります。

紅：読んでください！

ＧＭ：「……ああ」博士は無む表ひよう情じように手紙を懐ふところに入れ、あらためて、背を向けます──で、退場します。

紅：……はい。




「よかった、渡せて」

　紅は、奇き妙みように透すき通とおった表情でそう呟いた。

　その頰ほおに、肩に──雪が舞まい落ちていった。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：（三人を招まねき入れ）──お待たせしました、紅の〝秘密〟のシーンは終わりです。

墓守：……お？　なンか、ニコニコしてンな。

紅：ふふ～……ふふふ……♡

アンゼリカ：逆ぎやくに怖こわいです（笑）。

秋雨：なるほどねぇ、最終話は紅ひとりが〝秘密〟持ちッスか。

ＧＭ：そういうことです。元々、〝秋雨のループ〟はないつもりだったので、ちょっとタイミングが遅おそくなりましたが。でも、かえってよかったかな。

アンゼリカ：どんな〝秘密〟なのでしょうね。

紅：うふふふ～……秘密だよぉ！（一同笑）

墓守：ほンとに嬉しそうだ……（笑）。

ＧＭ：では、シーンを切きり替かえて、調査のシーンにしましょう。







◆Middle13◆十年前の世界




〝眠木姫子ねむき・ひめこのループ〟が始まって、二日が過すぎた。

　今までと同じように、紅くれないたちは刻ときヶが峰みね学園に在ざい籍せきしている〝設せつ定てい〟になっていた。とはいえ、新しん校こう舎しやも、教会すらもない十年前。授業に出ることはなく、全員調ちよう査さに動く。




墓はか守もり：さァて、何から調べたもンかねェ。

秋雨：一番知りたいのは、〝生命の樹き〟の行方ゆくえ、なんスけどねぇ、あれ、アタシが〝林檎りんご〟を通じて〝生命の樹〟と通じていた時も、場所は分からなかったんスよね。

アンゼリカ：なんらかのエフェクトで隠いん蔽ぺいしている、ということですか。

墓守：羊ひつじ坂ざかはノイマン／オルクスだったか。ネズミも使ってた《不ふ可か視しの領りよう域いき》があるな。

秋雨：ふむ……ではとりあえず、刻ヶ峰園その果かサンから調べてみますか。園果サンに会えれば、〝生命の樹〟に繫つながる手がかりになる。

墓守：じゃあ、俺おれからやろう。ネズミ、手伝え。




　十年前なら、園果は刻ヶ峰学園に在籍しているはずだ。その居い場ば所しよの手がかりも残ってるはず、そう考えた墓守は刻ヶ峰園果のデータを調べるが──。




墓守：〈情じよう報ほう：噂うわさ話ばなし〉で達たつ成せい値ち14。どうだ？

ＧＭ：それですと、刻ヶ峰園果の居場所はわかりませんでした。──正せい確かくには、いるはずの場所にいなかった、ということになります。

秋雨：ふむ……。

ＧＭ：この〝ループ〟では、現在高校二年生の刻ヶ峰園果は、体調を崩くずし、入院していることになっています。が、どこの病院にもその姿すがたはない。……ま、羊坂さんが隠かくしている、ということは推測できていいでしょう。ちなみに追つい跡せきする難なん易い度どは40。

一同：40！

紅：なんてこったい……。

ＧＭ：元の難易度20、ノイマンのエネミーエフェクト《アンタッチャブル》で＋20です。

秋雨：追跡よりは、相手の動きを予想してそこで待つ方が現げん実じつ的てきッスね。

アンゼリカ：尾お嚙がみの望みで動いているなら、役守奏を守るために出てくる……ですかね。

墓守：昔のオンナ助けるのを手伝うかねェ？（笑）

ＧＭ：役守奏が交通事じ故こで死し亡ぼうするのは、二日後になります。事故現げん場ばは学校からほど近い場所ですね。──ちなみに、奏自身についての情報は特にないです。調べても、普ふ通つうの女子高生だ、くらいしかわかりません。

秋雨：会って話す方がよさそうッスね。

紅：うん。……会っておきたい。




　　　　＊　＊　＊




秋雨：アタシは眠木姫子について調べるッスかねえ、それとも、直ちよく接せつ会いにいった方がいいッスかね。それなら、緋ひ蜂ばちサンに任まかせた方がいいかもしれません。

ＧＭ：考えてることなんかは、直接会わないとわかりません。ただ、病気や、オーヴァードとしての能のう力りよくを、観察したり、分ぶん析せきしたりして知ることができます。〈知覚〉でどうぞ。

秋雨：なるほど。なら……《オリジン：プラント》を使用して、〈知覚〉で15ッス。




　秋雨の手からは〝林檎〟──〝生命の樹〟の端たん末まつは失われている。

　だが、ここが、〝生命の樹〟の造つくり出だした複ふく製せい世界の中であることは変わらない。

　秋雨は感覚を伸のばし──捕つかまえる。

　自分と同じ〝持ち主〟、眠木姫子の情報を。




ＧＭ：まず、病気について。眠木先生は、眠ねむりから覚めなくなる病気です。十年後──つまりは最初の〝現在〟の後しばらくして、完全に目覚めなくなります。

墓守：いつも眠ねむそうなのは、そのせいだったのか……？

ＧＭ：元々そうなのもありますけど、病気のせいでもあります。で、秋雨はわかりますが、この病気は、レネゲイドの影えい響きようによるものです。元々、体内のレネゲイド濃のう度どが高い人だったんですね、で、病気はいわば、レネゲイドへの拒否反応のようなもの。

秋雨：すると、オーヴァードになったら治ったりしないんスかね？

ＧＭ：治りません。ただ、オーヴァードとしての眠木姫子の能力は、「睡すい眠みん中に他人の夢ゆめに入はいり込こむ」というもの。つまり、目覚めなくなっても、夢の中で行動が可か能のうになります。

アンゼリカ：まさに、眠り姫ひめ……ですね。

墓守：やたらカッコいい能力ではあるな。

ＧＭ：シンドロームはモルフェウス／ソラリス。ま、現げん状じようモルフェウスにはそれっぽいエフェクトは少ないですが、モルフェウスは夢の神でもあるので、と。これは余よ談だん。

秋雨：なるほどね……本人は今の情報は知ってるんスかね？

ＧＭ：はい。おおよそ把は握あくしています。──で、彼かの女じよの〝望み〟は、これはある程度語ったことではあるんですが、〝十年前の事じ件けん〟での、生徒同士の殺し合いを止めること。なので、次の〝ループ〟は、約一ヶ月後のはずです。

秋雨：一ヶ月後、ッスか……。

墓守：てことは、複製世界とやらの拡かく大だいも、次は一ヶ月後か？　思ったより悠ゆう長ちようだな。

紅：あ！　私わたし、みんなに話したいことがあったんだ！

ＧＭ：では、調査の途と中ちゆう、合流して報ほう告こくしているような感じで会話を入れましょうか。




　　　　＊　＊　＊




〝十年前の刻ヶ峰市〟には新校舎はない。つまりは、ＵＧＮ刻ヶ峰支し部ぶとして使っていた第二音楽室はいま、ただの「音楽室」であり、支部としては使えない。教会もなく（秋雨は刻ヶ峰学園の教きよう師しとして登録されていた）、集まる場所はなくなっていた。

　結果、刻ヶ峰市の駅からもほど近い雑ざつ居きよビルの一室を墓守が手配し、一時的な支部、あるいはセイフハウスとして使用している。

　紅たちは今、そこに集まり、情報の交こう換かんを行なっていた。




墓守：もうこれ、ＵＧＮ支部なのかＦＨ支部なのかわかンねェな（一同笑）。

秋雨：ま、この状じよう況きようで組そ織しきどうこう言っても仕方ないッスからね。

アンゼリカ：で、紅──話というのは、なんですか？

紅：あのね、羊坂さんが言ってた「〝生命の樹〟が完成する」っていうのは……ええと……なんて言えばいいんだろ……。えっと……。

アンゼリカ：紅？　話というのは、なんですか？（一同笑）

紅：ちがうの！　聞いたんだけど、話が難むずかしくて……（笑）。

ＧＭ：〝生命の樹〟が成長する条じよう件けんは、ジャームを取とり込こむことだ、って話ですかね。

紅：そう、それ！

墓守：まァ、そンな感じだったよな。──ってェことは、次の〝ループ〟が起こる前でも、ジャームを喰くえば、〝生命の樹〟が完成……とやらに至いたる可か能のう性せいがあるってことか。

紅：そうなの！　でも、そのためには、ジャームさんを、たくさん食べる必要があるの。

墓守：たくさンってのは、具体的にはどンくらいだ？

ＧＭ：そのジャームの強さ──レネゲイドの量や質しつにもよりますが、少なくとも、マスタークラスを数十人、といったレベルです。一いつ般ぱん人じんがジャーム化したばっかり、みたいなジャームだったら、数万人以上になるでしょう。

秋雨：……そうすると、今すぐどうこうって話ではない、ってことッスかね。

墓守：ジャームの発生を見み張はって、喰くわれねェように対たい処しよした方がいいのか？

ＧＭ：「それは、私が担たん当とうしましょう」と珠たま樹きが言います。

アンゼリカ：羊坂はジャームを捜さがしては殺して回ってそうですよね。

秋雨：加賀美サンは、羊坂サンと会っちゃって直接戦うと負けるんスよね？（一同笑）

ＧＭ：「はい。でも、私は攻こう撃げきを自分に引ひき寄よせる能力がありますから、最悪、時間稼かせぎはできるでしょう」と、珠樹の傍かたわらに、ふわふわとミラーボールが出しゆつ現げんします。

紅：そうだった！　珠樹ちゃん、かっこいい……！

墓守：やっと自分にできることを見つけられたな……（笑）。

アンゼリカ：──ところで、そもそも〝生命の樹〟が完成すると、何が起こるのです？

紅：えっと、〝ループ〟の世界……複製世界？　が、本物の世界を飲のみ込こむんだって。

墓守：ほう……まァ、規き模ぼはデカいが、今までの現げん象しようの延えん長ちようって気はするな。

秋雨：これまでも、〝ループ〟のたびに複製世界は拡大してますからね。

紅：でもね、〝生命の樹〟を見つけ出せれば、それでこの事件は解かい決けつするんだよ。

秋雨：どういうことッスか？

紅：〝生命の樹〟を壊こわしちゃえば、〝ループ〟も終わるし、複製世界は消える。全部、元に戻もどる。そして……私の能力なら、〝生命の樹〟を破は壊かいできる。

墓守：あァ？　「私の能力なら」ってのは、つまり、普通に殴なぐっても壊こわせねェってことか？

紅：うん。

墓守：そういや、アレは半はん透とう明めいだったか、殴ってもすり抜ぬけたりしそうだな。

紅：すり抜ぬけるのかどうかはわからないけど、壊すには、私の能力が必要なんだって。

アンゼリカ：紅、それを、誰だれに聞いたですか？

紅：……それは、言えない。

アンゼリカ：人には、〝秘ひ密みつ〟を喋しやべれ、とあれだけ言っておいてですか！（一同笑）

紅：えへへ……ごめんね、でも言えないの。

アンゼリカ：……そうですか。

紅：ごめんね。でも信じて？

アンゼリカ：……わかったです。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、一度みんなは解かい散さんした、ということで、情報収しゆう集しゆうの続きをしましょうか。

アンゼリカ：紅の言ったことが本当かどうか調べるです。

紅：ちょっと！　信しん頼らい信頼！（一同笑）

墓守：まァ、正しい（笑）。

ＧＭ：そうですね……うーん、〈知ち識しき：レネゲイド〉になるかな。まあ、〈情報：ＵＧＮ〉でもいいでしょう、レネゲイド関連ですしね。

アンゼリカ：〈情報：ＵＧＮ〉で判はん定ていするです。達成値は、10。

ＧＭ：では、紅の言ったことが本当かどうか、わからないということがわかります。

アンゼリカ：……どういうことですか？

ＧＭ：紅の話した知識を持っている人物は、現在、ＵＧＮにはいない、ということです。

秋雨：ということは、ＦＨか……あるいは、羊坂サンか。

墓守：ＦＨでも、〝生命の樹〟を専せん門もんに研究してる奴やつってことになるか。

ＧＭ：そうですね。

アンゼリカ：……紅、貴方あなたは一体……。

紅：…………。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、紅の情報収集です。

紅：眠木先生が何を考えてるかは、会えばわかるんですよね？

ＧＭ：正確には、判定ではわからない、ということですね。

紅：じゃあ、私……眠木先生に会ってみたいです。

ＧＭ：わかりました。では、場面を変えましょう。







◆Middle14◆いつかの雪景色




「じゃあね、姫ちゃん、また明日」

「もう授業中に居眠りしちゃダメだよ～」

　生徒たちが、気さくに声をかけて帰っていく。

　眠木姫子は、窓まどから外を見る──雪。

　もうしばらくすれば、雪は止み、春が来る。

　そして、〝事件〟が起こる。……彼女は、それを既すでに知っている。

「……まだ、時間はあるよな」

　呟つぶやいて、片かた付づけをはじめたところで──眠木姫子は、ふと顔をあげた。

「……ピアノの、音？」




ＧＭ：──では、紅が眠木先生に会いに来たシーン。場所は第二音楽室、ま、この〝十年前〟では、ただの音楽室ですね。

アンゼリカ：わたしも登場しておくです。

紅：うん。中に入ります。




　見み慣なれた音楽室。〝現在〟に比くらべれば、あちこちがまだ新しい。

　まだ新品の風ふ情ぜいがあるピアノの前で、眠木姫子は鍵盤をじっと眺ながめていた。




紅：……眠木先生。

ＧＭ：眠木先生は振ふり向むきます。「あ～……緋蜂、と鳩はと宮みや。だっけ」

アンゼリカ：はいです。
















ＧＭ：「十年後に来るはずだった転校生、だよな。で、五年前も今もここにいる──お前たちは、これが何か、わかってる側、ってことかな」

紅：私たちは、この〝ループ〟を止めようとしてます。

ＧＭ：「そうかぁ～」呟いて、眠木先生は周囲を、そして窓まど越ごしの雪と、その向こうの学園の風景に目を向けます。「あたしの起こした〝これ〟って、悪いことなんだろ？」

アンゼリカ：……いいか、悪いか、というのはわからないです。でも、止めないと──いえ、もう既に、この世界には悪い影響が出るのは確かです。

ＧＭ：「あ～……じゃあ、ま、悪いことだったんだろうね」と、眠木先生はあっさり言います。「あたしはさ、ここで、友達が何人も死んだ、それを、止めたかったんだ」

紅：はい、知ってます。

ＧＭ：「ああ、それも知っているのか……不思議な子たちだな。……事件が起こった時は、あたしには何も事じ情じようがわからなくて、ただ……どうして、自分たちに、友人たちに、こんな不幸が起こるんだろう、って……ただ、そう思って、悲しかったよ」

紅：……はい。

ＧＭ：「自分に、もう未来がないなら、せめて過去の不幸を止めたい、そう願った」

紅：それは……おかしくないです。

ＧＭ：「そっか。ま～、なんとなくはわかっていたよ。この世界はおかしい、って」

アンゼリカ：おかしい、ですか。

ＧＭ：「……うん。あたしの知っている〝十年前〟と、今は違ちがう。クラスメイトも何人かいないみたいだね。園果も、入院するのはもっと先のはずだった」

紅：はい。

ＧＭ：「……それに、尾嚙も」──本当は、この時点では名前が違ちがいますが、わかりにくいので、尾嚙にしておきます。「──尾嚙もいないみたいだね。周りも、誰も覚えていない」

紅：尾嚙さんや園果さんと、仲良かったんですか？

ＧＭ：「う～ん、普通の、同級生、かな。特別に仲がよかったわけじゃない。ただ、」

紅：ただ？

ＧＭ：「……授業中に寝ねてしまって、放課後に目が覚めて。その時に、ここから、ピアノの音が聞こえてくるのは──好きだったな」

紅：……そうですか。

ＧＭ：そこで、背はい後ごで扉とびらが開き、ひとりの女子生徒が顔を出します。髪かみの長い、おとなしそうな女の子ですね。「あ、あの、ここで今、誰だれかピアノを弾ひいていませんでしたか？」

アンゼリカ：……いえ、わたしたちは見ていないです。

ＧＭ：「そっか……ありがとう」女子生徒は、しばらくピアノを見た後、キミたちと眠木先生に、ぺこりと会え釈しやくして、出て行こうとする。眠木先生はその背せ中なかに「……役守さん、車には気をつけてね」と言います。

紅：役守……奏！

アンゼリカ：……紅と顔を見合わせるです。

ＧＭ：役守奏は、不思議そうな顔で、眠木先生に「わかりました」と答えて、出て行きます。

紅：今の子は……？

ＧＭ：「役守奏だよ。あの子のことも、知ってるんだ？」

紅：もうすぐ……死んで、しまうんですよね。

ＧＭ：「うん、そう。今思えば、役守が死んでから、園果や尾嚙は様子がおかしかったね」

アンゼリカ：そうでしょうね……。

ＧＭ：「……助けてあげたいな」

紅：はい……でも──。

ＧＭ：「ダメなのかな？　あ～、さっき言ってた、世界に悪あく影えい響きよう、とかいうの？」

紅：…………。

ＧＭ：「そっか、偉えらいんだな、お前たちは」

紅：え？

ＧＭ：「あたしはさ、ま～、友達とか、生徒とか、自分の手の届くところしか、守ろうって思いつかなかった。お前たちは、世界……を守るために、がんばってるんだろう？」

アンゼリカ：……変わらないです、わたしたちも。

紅：うん……。ただちょっと立場が違うだけだと思います。

ＧＭ：「……そっか」

紅：役守さんを……助けることは、できます、でも──それは……うう……。

ＧＭ：「あんまり、意味のないこと、なのかな」

紅：そんなことないです！　……でも。

アンゼリカ：役守奏が死ななければ、事件そのものがなくなったりは……しないのですか。

墓守：タイムパラドックスってやつか。だが、尾嚙は消えたのに、事件は起こったことになってるぜ。また適てき当とうに辻つじ褄つまを合わせるンだろうよ。

ＧＭ：眠木先生は、眠そうな顔で、しばらく紅の顔を見る。「──ねえ、あたしはさ、過去に死んでしまった友達を、助けることができるの？」

紅：…………。

アンゼリカ：それは……。

紅：…………（首を振ふる）。

アンゼリカ：紅……？

紅：助け……られない、です。




「今日は泣かない」と、そう宣言した通り。

　泣きそうな顔で、けれど、涙なみだを見せることなく、そう言った。




ＧＭ：「……そうか」




　眠木姫子は、ゆっくりと、窓まど際ぎわに歩いて行く。

　窓の外は雪。薄うすく積もったそれを、生徒たちが、はしゃぎながらかき集め、ささやかな雪だるまを作ろうとしている。

　そんな、日にち常じようの風景。




ＧＭ：「……ありがとうね。教えてくれて」

紅：いえ……。

ＧＭ：「あたしは、意味のないことをして、世界に悪影響を与あたえちゃったんだよね。それで、お前たちが苦労してる。情なさけない話だな。……先生なのにな」

紅：意味がないことなんて、ないです。

ＧＭ：眠木先生は軽く首を傾かしげます。

紅：結果が、ダメでも、それでも……意味がないことは、ないです。

アンゼリカ：…………紅。

紅：それに先生は──いい先生です。先生は覚えてないけど、私、もっと先で、未来で──先生に会いました。眠木先生は、いい先生です。




「そっか……ありがとね」

　眠木姫子は柔やわらかく、笑う。

「何ができるかわからないけど、あたしにできることは手伝うよ。……お前たちも、気をつけてがんばって」

　そう言って、眠木姫子は紅の頭に手を乗せ、撫なでた。

　紅は──ただ、真しん剣けんな顔で、頷うなずいた。







◆Middle15◆役守奏




〝眠木姫子のループ〟。三日目。

　十年前、役守奏が死んだ日。

　ある意味、すべてが始まった──その日。

　冷え切った空からは、ゆっくりと雪が落ちてきていた。




ＧＭ：──では、役守奏が死ぬ日、になります。どうしましょうか。

墓守：ソイツを助けに、羊坂が出てくるかもしれねェンだよな。

秋雨：可能性はあるッスね。少なくとも、羊坂サンの中にいる、尾嚙サン──の残ざん響きようは、それを望んでいるでしょうから。

墓守：ってことは、現場に行ってみるのがいいだろうな。

ＧＭ：はい、それでは、みなさんは事故現場──事故〝予定〟現場にやってきます。




　夕ゆう刻こく。刻ヶ峰市の市街区。

　普ふ段だんはそこそこ車の多い通りだが、今は雪のためか、いつもより車も人も少なかった。

　役守奏は、どこか上の空で、雪道を歩く。

　可愛かわいらしい水玉の傘かさが、なぜだか寂さびしそうに見えた。




ＧＭ：もうしばらくすると、雪でスリップした車に轢ひかれ、彼女は死亡します。

アンゼリカ：羊坂はいないですか？

ＧＭ：はい。特に姿は見えません。

アンゼリカ：……どうしますか、紅。

紅：……助けるよ。目の前で死んじゃうのは、いやだから。

秋雨：ま、そうッスね。アタシもそう思いますよ。

墓守：今までも、そうしてきたしな。




　──今までもそうしてきた。

　けれど、今の紅は、どこか悲しそうに、そして、不思議と落ち着いているように見えた。

　車が迫せまる。雪道に不ふ慣なれな挙動。スリップして──。

　歩道に車が乗り上げる。だが、役守奏は、紅に腕うでを摑つかまれ、その手前で止まっていた。




ＧＭ：ガードレールに激げき突とつし、大きな音がします。運転手には特に怪け我がなどはないです──奏は、びっくりして目を見開き、腕を摑んだ紅を見る。「……えっと、緋蜂、さん？」

紅：危なかったね。車には気をつけないとダメだよ。

ＧＭ：「うん……ありがとう。そうだよね、眠木……先生も、そう言ってたもんね」どこか、ぼんやりした様子で、そう言います。




　事故は、ガードレールと車に凹くぼみができただけで済すんだ。

　紅と奏、そしてアンゼリカは、駅までの雪道を一緒に歩いていく。




墓守：ま、俺とオッサンは後ろで隠かくれて尾び行こうしとくか。ネズミ、お前ェは、羊坂が来てないか、周囲を見張ってろ。

ＧＭ：「は、はい。……助かって、よかったですね、あの子……」

墓守：まァな。無む駄だに死ぬことはねェ。

ＧＭ：では、奏は、紅とアンゼリカと一いつ緒しよに歩いていますね。「……なんだかね、最近、時々、変な感じなんだよね」

紅：変な感じ？

ＧＭ：「うん。……なんだろう、いつもなら近くにいるはずの、大事な人がいなくなったような……でも、そんな人に心当たりはないんだ」

紅：……そっか。

ＧＭ：「園果ちゃんが入院してるからかな……あ、園果ちゃんって、仲良しなんだ」

紅：うん。知ってるよ。

アンゼリカ：刻ヶ峰園果は、どんな人物なのですか？

墓守：お、シロ、ナイス質しつ問もん。

ＧＭ：「どんな……？　う～ん、なんかね、周りからは、ちょっと怖こわいとか、偉えらそうとか思われてるみたい。でも、本当は優やさしい子だよ」

紅：優やさしい子なんだ？

ＧＭ：「うん。小さい頃ころから一緒だったんだけどね、わたしが、他の子に意地悪されたりすると、すぐ飛んで来て、助けてくれたの」──奏は、懐なつかしそうに笑います。

紅：ええ話や……。

ＧＭ：奏は不意に、遠い目をします。「園果ちゃんは、いつも大きな声で、元気よく守ってくれて、でも、もうひとり……ただ黙だまって、一緒にいてくれた──誰だろう……」

アンゼリカ：……尾嚙ですか。

紅：……うん、そうだよね。

ＧＭ：奏は立ち止まって、呆ぼう然ぜんとします。そして、唐突に、ぽろっと涙をこぼす。「あれ？」涙は、ぽろぽろと、勝手にこぼれていきます。「あれ、なんだろう、ごめんね……別に、どこも痛いたくも、悲しくもないのに……変な感じなの。勝手に、涙が……おかしいよね」

紅：ううん。おかしくないよ。ちっとも……。

ＧＭ：「なんだろうね、さっきの話もそうだし……なんか、情じよう緒ちよ不安定なのかなぁ」

紅：そういうこともあるよ。……ねえ、奏ちゃんは……もし、時間が巻まき戻もどせるとしたら、やり直したいこととか、ある？

ＧＭ：「え、急だね？」（一同笑）

アンゼリカ：成長……（笑）。

ＧＭ：でも、奏は素す直なおなので、真面目な顔で考かんがえ込こみます。「うーん……すぐには、思いつかないかなぁ」

アンゼリカ：たとえば、大切な人を失って、助けられるとしたら──。

ＧＭ：「あー、そういうのかぁ。う～ん、そうだね、やり直したいと思うんじゃないかな」

紅：そっか……そうだよね。

アンゼリカ：逆ぎやくの立場だったら、助けて欲しいですか？

ＧＭ：「逆の立場だったらか。どうかなぁ……それよりは、自分のことは忘れて、幸せになって欲しいかな？　だってさ、時間を巻き戻すとか、本当はできないでしょ？」

紅：う、うん……。

ＧＭ：「だったら、ずっと後こう悔かいしたり、思おもい悩なやんだりするよりは、早く忘れて欲しいかも」

アンゼリカ：……そうですか。

ＧＭ：「あー、でもこれも逆にしたら、わたしは忘わすれたくないな。……う～ん、ごめん、矛む盾じゆんしてるよね」

紅：ううん、わかるよ。……そうだよね。

ＧＭ：「変な話してごめんね？　緋蜂さん、鳩宮さん、助けてくれて、ありがとう。……あんまり話したことなかったけど、これから、仲良くしてね」

紅：うん。……うん、もう、友達だよ。

ＧＭ：「本当？　嬉うれしいな。──あ、そうだ！　いきなりだけど、これもらってくれる？」──奏は、鞄かばんから、可愛かわいらしくラッピングされた、小さな箱を取り出します。

紅：なんだろう……きびだんご？（一同笑）

アンゼリカ：絶対違うです（笑）。

ＧＭ：はい、違いますよ（笑）。「──これ、わたしが作ったチョコ。なんかね、特に渡わたす相手もいないんだけど、気がついたら作ってて……変だよね、やっぱり」

紅：二月だからだ！　うー、これは……私は、もらえないよ。

ＧＭ：「あ、やっぱり気持ち悪い？　深い意味はないんだよ、せっかく作ったから、誰かにあげようかな、って思ってて、でも特に相手が思いつかなくて、持ったままだったの」

紅：気持ち悪くないよ！　ないけど、それは……尾嚙さんの……。

アンゼリカ：……ありがとうです、と言ってもらっておくです。

紅：アンちゃん！

ＧＭ：「わ、嬉しい、もらってくれてありがとう。美お味いしくなかったらごめんね」と、奏は嬉うれしそうに笑います。そして、三人は駅につく。「わたしはこっちだけど……」

アンゼリカ：わたしたちは、まだ用事があるです。

ＧＭ：「そっか。今日はありがとう。じゃあ、また明日ね」──奏は、心から嬉しそうに笑って、駅の中に入っていきます。

紅：……うん、またね。




　紅とアンゼリカは、刻ヶ峰の駅前に立たち尽つくす。

〝ループ〟のたびに、戻もどって来た場所。

　十年後とは、駅や周囲の建物は違ちがっている。

　知っている場所のはずなのに、どこか遠くに来ているように感じていた。




秋雨：……結局、羊坂サンは現あらわれなかったッスね。

墓守：尾嚙が中に入ってるとはいえ、体の主しゆ導どう権けんは羊坂にあるみてェだからなァ。わざわざ、助けには来ないってことかねェ。

秋雨：そうかもしれないッスね。

ＧＭ：秋雨、そこでキミの感覚──微かすかに残っている、〝生命の樹〟とのリンクから、急きゆう激げきに膨ふくれあがる、大きな力を感じます。

秋雨：……はい？　なんですかね、一体。

ＧＭ：これまでとは桁けた違ちがいの、強大なレネゲイドの力です。

紅：どういうこと？　何が起こったの？

ＧＭ：そこで、キミたちの目の前に、半透明の少女──刻ヶ峰園果が出現します。




　ゆっくりと降ふる、雪の中。

　幻げん影えいの少女が立っている。

　雪は、少女をすり抜け──地面に、積もっていく。
















紅：園果ちゃん……？

ＧＭ：「ごめんなさい」

紅：どういうこと？　何があったの？

ＧＭ：「ごめんなさい……私たちが、始めてしまったばかりに」

アンゼリカ：何を言っているのです？

ＧＭ：「世界が──終わってしまう」──ノイズが走り、園果が消えます。

墓守：あァ？　どういうこった？

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、キミたち全員が、これまで感じたことがないような、強力な《ワーディング》を感知します。この複製世界では効こう果かがないはずですが、異い常じように強力なせいか、周囲の通行人などが、一いつ斉せいに動きを止め、まるで世界が停止したように見える。

墓守：なンなンだこりゃ……。

ＧＭ：そして──背後、刻ヶ峰学園から、巨きよ大だいな──学園のある山を覆おおい尽つくすほどの、半透明の樹が出現します。

アンゼリカ：あれは……〝生命の樹〟!?

ＧＭ：はい。キミたちは一度、学園の地下で見ています。〝生命の樹〟です。以前見た時とは比べものにならないほど巨大で──そして、見ている間にも、さらに成長していきます。

墓守：おいおいおい、とンでもねェな、こりゃ！

ＧＭ：──では、そこで、一いつ旦たんシーンは切きり替かわり、少し過去の場面になります。




　雪の降る中。

　音もなく、半透明の〝樹〟が成長していく。〝幹みき〟はビルや山よりも遥はるかに高く、直径が家ほどもある〝根〟がうねりながら伸のびていく。

〝樹〟は成長し、世界を──侵しん蝕しよくしていった。







◆Middle16◆餌場




　時間は少し巻き戻る。

　日本のどこか。厳げん重じゆうに隠かくされた研究所。

　そこでは今、ＵＧＮとＦＨの共同で、ある研究が行なわれていた。




秋雨：十年前に行なわれていた、ＵＧＮとＦＨの共同研究……？　それ、〝プロジェクト・アダムカドモン〟か！

ＧＭ：はい、そうです。

紅：アダムカドモン？

秋雨：〝原初の人間〟のような意味ですがね、十年前、ＵＧＮとＦＨが一度だけ、互たがいの内部にも極ごく秘ひの共同研究を行なったんスよ。目的は……ジャームを人間に戻もどすこと。

ＧＭ：はい、そうです。2nd Editionのリプレイ『オリジン』シリーズに出て来た設定ですね。詳くわしくはサプリメント『レネゲイズアージ』を参照してください（笑）。

墓守：唐突な宣せん伝でんやめーや（笑）。

ＧＭ：この計画の中身自体は、今回の話には関係ありません。重要なのは、今ここには、暴ぼう走そうして、あるいは人じん為い的てきな実験で生まれたジャームが大量にいるということです。

アンゼリカ：〝生命の樹〟の……餌えさ！




　研究所の前に、ひとりの女じよ性せいが立っている。

〝オラクル〟羊坂供犠ひつじざか・くぎ。ＵＧＮ──〝元〟ＵＧＮの、〝裏切り者ダブルクロス〟。

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべた羊坂の口から、男女ふたりの声が発される。

「まさか、ここを襲おそうとはな」

「筐きよう一いち郎ろうさんの計画では、時間がかかりすぎますから」

「だが、この警けい備びをどう突とつ破ぱする？」

「この計画は、いずれ実験体の暴走により破は綻たんします。破綻する未来があるなら、私はそれを〝見る〟ことができる──警備の穴あなも、実験体たちの弱点も」

「……そうだったな」

「すべてのジャームを倒たおす必要もありませんしね。要は、〝共食い〟をさせればいいのです」

　穏やかな、優やさしげな顔のまま、羊坂供犠はそう告げて。

　──楽しげに、微笑んだ。







◆Middle17◆侵しん蝕しよくされる世界




　世界は停止していた。

　人も、車も、時が止まったかのように。

　夜になっても灯りを点ともすことを忘わすれたように暗い街を、淡あわい光が照らし出している。

〝生命の樹き〟。半はん透とう明めいの巨きよ大だい樹じゆは、刻ヶ峰市全体を覆おおい尽つくし、さらに成長を続けていた。天に枝えだを、地に根を伸のばし──どこまでも、膨ふくれあがっていく。

　淡い光が照らす、停止した街。ただ雪だけが、ゆっくりと降ふり続つづいていく。




　紅くれないたちは、刻ヶ峰市内のセイフハウス──雑ざつ居きよビルの一室に集まっていた。

　十階の窓まどの外に、巨大な〝生命の樹〟の根が見える。

　半透明の〝根〟は、いくつかの建物をすり抜ぬけ、蠢うごめいていた。

　悪あく夢むのような光景だった。




ＧＭ：──と、いうわけで、セイフハウスでは、真っ青な顔をした珠樹、そして伊武と宇津木ちゃんがキミたちを迎むかえます。

アンゼリカ：一体、どうなっているですか？

ＧＭ：珠樹は、背はい後ごのコンピュータを示しめし、「幸い、ネットワークは動きますから、ＵＧＮの監かん視し網もうにアクセスにして、情じよう報ほうを集めていました──分かったこととしては、まず、〝ループ〟世界……複ふく製せい世界の範はん囲いは、全世界に広がっています」と言う。

紅：全世界に……？

墓はか守もり：おいおい、〝ループ〟が起きた時にしか広がらないンじゃ……ねェ、ンだっけか。

秋雨：確たしかに、〝生命の樹〟が完成したなら、世界中を飲のみ込こむ……と言ってましたか。

ＧＭ：「詳くわしい背はい景けいはわかりませんが、恐おそらく、なんらかの手しゆ段だんで、大量のジャームを〝喰くった〟……吸きゆう収しゆうしたのではないかと思います」と珠樹。

墓守：ジャームの、餌えさ場ばのアテがあった、ってことか。

秋雨：……、十年前へ〝ループ〟したのは、それが目的だったのかもしれないッスね。

アンゼリカ：あの〝樹〟はどこまで大きくなるのでしょう……。

ＧＭ：そうですね、数時間かかって高さが三〇〇〇kmくらいになったところで止まります。

一同：……はい？

ＧＭ：「これを見てください」と、珠樹が衛えい星せいからの映えい像ぞうを出します。すると、地球から、直径の四分の一くらいの高さまで、〝生命の樹〟が伸のびている。

墓守：なンかこう、人類が補ほ完かんされそうな光景だな、オイ（笑）。

ＧＭ：んー……そう外れてもいないかな。

墓守：マジで？

ＧＭ：そうだなぁ……じゃあ、秋雨。〈知ち識しき：レネゲイド〉か、〈知覚〉の判はん定ていをどうぞ。〈知覚〉の方は、〝生命の樹〟とのリンクから感じとった、ってところですね。

秋雨：〈知覚〉で、《オリジン：プラント》と《援えん護ごの風》を使って……達たつ成せい値ち20。

ＧＭ：十分です。では、現げん在ざいの状じよう態たいと、これからの予よ測そくを解かい説せつします。

一同：おお……！

ＧＭ：まず、〝生命の樹〟は、地球そのものと《融ゆう合ごう》しようとしています。

墓守：ちょっと何言ってるかわかンねェんだけど（一同笑）。

ＧＭ：地球はキャラクター……といっていいかわかりませんが、まあなんか、すごいパワーがあるんですよ。詳くわしくは『リプレイ・ナイツ』シリーズを読んでください（笑）。

墓守：出てるから知ってるけどよ！（[image: ←]プレイヤーで参加している）

ＧＭ：ま、地球の設せつ定てい自体は、今は関係ないです。とにかく、〝生命の樹〟が、これまでよりはるかに強い力を発はつ揮きできるようになった。で、このまま進むと、全人類がジャーム化して〝生命の樹〟に喰くわれます。

紅：え、そういうことなんだ……。私わたしが聞いたのは、「〝生命の樹〟が世界を飲み込むと、世界が書かき換かえられる」っていう話だった……。

ＧＭ：はい。紅にその話をした人物は、あの時点ではそう思っていたのです。新たな世界を生み出すための果実──それが〝林檎りんご〟だと。

秋雨：そうではない、ってことッスか？

ＧＭ：〝生命の樹〟の本当の機き能のうは、全人類に「それぞれの望む世界」を与あたえることです。

アンゼリカ：それぞれの……望む世界？

ＧＭ：そう。完成した〝生命の樹〟は──。




「七〇億の〝林檎〟を実らせます」




一同：七〇……億……。

秋雨：つまり、全人類にひとつずつ、ってことッスね。

ＧＭ：はい。全人類がジャーム化して〝生命の樹〟に取とり込こまれ、それぞれが〝林檎〟によって、「自分の望む世界」を得る──それが、〝生命の樹〟の完成、です。

墓守：自分の望む、自分だけの世界か。くだらねェ……。

ＧＭ：なお、〝生命の樹〟が完成に至いたるまでには、まだ時間がかかります……どのくらいか、は正せい確かくにはわかりませんが、数日から数週間、といったところでしょう。

秋雨：その間、人類はどんどんジャーム化していく……と。とても待っていられないッスね。

アンゼリカ：そうですね。

秋雨：で、〝生命の樹〟を破は壊かいすれば、止まるわけッスか？

紅：……うん、そのはずです。だから、急がないと。

墓守：まァ、これで、〝生命の樹〟を捜さがす手間は省けたな。なにせ、あンだけデカいンだ、どっからでも場所はわかる。

秋雨：〝生命の樹〟を破壊するには、緋蜂サンの能のう力りよくが必要……なんでしたっけ？

紅：……うん。

アンゼリカ：もういいでしょう、紅。誰だれに聞いたのですか？

紅：…………。




　紅は、俯うつむいて沈ちん黙もくする。

　彼かの女じよらしくない──無言の、拒きよ否ひ。




墓守：……なァ、実はよ、ずっと気になってたンだがな。

秋雨：はい、なんスか？

墓守：〝生命の樹〟を壊すと、何が起こる？

秋雨：複製世界が消しよう滅めつして、アタシたちは、元の世界──〝現在〟に戻もどるんでしょうね。

墓守：あァ、そりゃわかる。だがよ、戻もどった時、〝ループ〟で甦った連中はどうなる？

紅：…………。

秋雨：〝ループ〟での改変は、なかったことになるはずッス。

ＧＭ：その通りです。〝ループ〟で起きた事象の改変は、なかったことになります。ただ、〝喰われた〟ジャームはそのまま消滅します。

墓守：阿あ玉だまの怪け我がも治らないし、宇津木ちゃンも親には謝あやまれない、か。

秋雨：……と、いうことッスね。つまり、羊坂さんも──時雨も、蘇よみがえりはしない。

墓守：ならよ──ハチはどうなる？

紅：…………。

墓守：ハチは、〝シロのループ〟で生き返ったんだろ。その理り屈くつなら、ハチも消えるのか？

紅：…………。

アンゼリカ：紅……知って……？




　ふら──と、アンゼリカがよろめく。

　だが、青ざめ、ふらつきながら、アンゼリカは紅の肩かたを握にぎる。




アンゼリカ：知っていて、黙だまっていたのですかッ!?

紅：……だって、仕方ないよ。〝生命の樹〟を壊こわさなきゃ、終わらないんだよ？




　アンゼリカに、肩を、強く、強く摑つかまれて。

　紅は顔を上げる。青ざめ──けれど、穏おだやかな表ひよう情じようで。




紅：〝ループ〟は終わらせなきゃいけない。そうじゃなきゃ、どんどん、いろんな人が不幸になる。死んだり、消えたり、ジャームになったりしちゃうんだもん。

アンゼリカ：だからって、自分が犠ぎ牲せいになるというのですかッ!?

紅：仕方がないんだよ。他にどうしようもないもん。

アンゼリカ：私は──嫌いやです！




　──斬きり裂さくような、あるいは、斬り裂かれるような──アンゼリカの、声。




アンゼリカ：紅は……紅は、自分勝手です！　いつも、自分の気持ちしか考えていない、他人の気持ちなんて、本当はどうでもいいんです！

紅：そっ、そんなことない！　でも今は、世界を救わなきゃ──。

アンゼリカ：紅の言うことは、正義とか世界とか、そんな、正しいことばかりで。でも、それが、どれだけ他の人を傷つけるか……わたしや、秋雨や、墓守や、みんなを、どれだけ悲しませるか、苦しませるか、本当は考えていないです！

紅：…………。

アンゼリカ：それが、わたしは……腹立たしい。

紅：……ごめん。




　ひどく、沈しずんだ声で、紅は言う。

　目には涙なみだが浮うかび──けれど、泣くのは堪こらえて。




紅：……でも、私がスパイになったのは、人を助けたいから──。

アンゼリカ：わたしの気持ちはどうなるですか？　わたしは助けてくれないですか！

紅：ちがう、そんなこと──。

アンゼリカ：紅が死んだら、私も死にます。




　次の瞬しゆん間かん──乾かわいた音が響ひびく。

　紅が、アンゼリカの頰ほおを叩たたいていた。




紅：ばかっ！　そんなこと──。

アンゼリカ：（遮さえぎって）叩き返します！

紅：あうっ♡

墓守：こンな時にも喜ぶのかよ!?（一同笑）




　互たがいの頰に一いち撃げきをくわえ──ふたりは、睨にらみ合あう。

　……けれど、しばし後。

　紅は、俯うつむき加か減げんに、呟つぶやく。




紅：……アンちゃんのことを置いていくのは、辛つらいんだよ。アンちゃんがしてくれたことも、無む駄だになっちゃうし。でもね、アンちゃんは、大だい丈じよう夫ぶ。

アンゼリカ：何を言っているですか？

紅：実はもう、ダディとマミィにアンちゃんのことを頼たのんであるの。手紙を送ってある。一いつ緒しよに暮くらして仲良くしてあげて、って。幸子も一緒だよ。だから、アンちゃんは──。




　紅が顔を上げる。いつもなら泣いているはずの少女は、今は、笑っている。




紅：アンちゃんには、私のことを、覚えていて欲ほしいの。忘わすれないで……欲しい。

アンゼリカ：…………ッ！




「アンちゃんには、私のことを、覚えていて欲しいの」

「わたしと紅から、互いについての記き憶おくを消して欲しいのです」

　ふたりの少女の、正反対の願い。




アンゼリカ：紅は……何も、わかっていないです。

紅：でも──。

アンゼリカ：いつもなら、紅はこういうはずです。「他にも何か方法があるはずだ」「その人も世界も、両方救ってみせる」──と、迷まよいなく、言うはずです。

紅：それは……。

アンゼリカ：なのに！　自分のことになると、あっさり諦あきらめて！　他人にも言わずに、ひとりで抱かかえて……勝手に、死ぬ気で……紅は、ずるい……です。

紅：……ごめん。

アンゼリカ：……そういうところです。

紅：……好きなんでしょ？

アンゼリカ：……何も言わないです。

紅：本当にごめんね。私、いつもアンちゃんを、みんなを傷きずつけて、でも──でも、どうしても、みんなを助けたいの！　だから……っ！　だから──お願いです。




「私を手伝って──一緒に戦ってください、アンちゃん」

　そう言って、紅は、深々と……頭を下げた。




アンゼリカ：…………。

紅：お願いだよ……アンちゃんだって、自分が同じ立場になったら、自分より、世界を選ぶでしょう？　他に、選ぶことなんて、できないよ……。

アンゼリカ：わたしは、とっくに、世界より紅を選んだです。

紅：…………あ。




〝ループ〟を繰くり返かえせば、市民に被ひ害がいが出ると知って。

　ＵＧＮとしての使命と、愛あい情じようの間で迷い、苦しんで──。

「だから、わたしは紅を見み捨すてようとしたです」

「でも、できなかったです」

「諦あきらめることが、どうしてもできなかったです」

　そう──〝アンゼリカのループ〟で、彼女は言ったのだ。




紅：う……う……もう、やだ……泣かないって……今日は……決めたのに……。




　ぽろぽろと。

　我が慢まんし続けた涙は、ついに零こぼれて、止まらない。




紅：私だって……死にたくなんてないよ……でも、本当は、一度、死んでたんだ。




〝秘ひ密みつ〟を抱え、口に出せなかった想いが、涙と共に零れていく。




紅：る、〝ループ〟を否ひ定ていして、他の、みんなの想いを……願いを、否定するのに、私だけ、生きるのを望むなんて……そんなこと……できないよ……！

アンゼリカ：…………。

紅：私、逃にげたくない。時雨ちゃんも言ってた。力があるのに、守れるのに、守らないなんて、できない……でも、私、きっとひとりじゃ、うまくできない……だから──。

アンゼリカ：…………。

紅：アンちゃんの力が……必要なの。お願い……。




　嗚お咽えつしながら、紅は縋すがるように、手を伸のばす。

　アンゼリカは、その手を取って──深い溜ため息いきをついた。
















アンゼリカ：少し、頭を冷やしてくるです。

紅：アンちゃん……？

アンゼリカ：……手伝うですよ。それは心配しなくていいです。




　アンゼリカは、静かにそう言って──部屋を出ていった。

　しばし、静せい寂じやく。紅が洟はなを啜すする音だけが、小さく響ひびく。




墓守：……ま、ああ言ってンだ。心配するこたァ、ねェさ。

紅：……うん。あのね、ネズミちゃんのこと、約束、守れなくてごめん。ちゃんと、ＵＧＮの他の人に頼たのんでおくね。

墓守：あのよ。俺おれァ、自じ己こ犠ぎ牲せいなンてもンは、反へ吐どが出ると思ってる。

紅：……うん。

墓守：だが──なァ、ネズ公。お前、ハチと会って、生まれて初めて友達ができたンだよな。

ＧＭ：「は、はい……そうです」

墓守：嬉うれしかったか？

ＧＭ：「……はい。嬉うれしすぎました」

墓守：ハチに死ンで欲ほしくねェか？

ＧＭ：「はい！　そんなの、嫌すぎます……悲しすぎます」

墓守：だとよ。コイツは、嬉しいことや、楽しいこととは無む縁えんに生きてきた。執しゆう着ちやくも、無駄だから諦めてきた。そンな奴やつに、お前ェはこう言わせたンだ。ソイツはよ、すげェことだぜ。

紅：お墓くん……ネズミちゃん……。

墓守：お前ェは大した奴だよ。だから……最後まで、生いき延のびることを諦めるな。

紅：……うん、わかった。




　墓守は、ぶっきらぼうにそう言って──部屋を出て行った。

　ネズミは、何か言いたげに紅を見て……けれど言葉にできず、墓守を追いかけていった。




秋雨：準じゆん備びもありますし、今夜は休んだ方がいいッスね。

紅：秋雨さんは……妹さんのことは……その……。

秋雨：諦めちゃいないッスよ。ただ、前にも言いましたが、そのために世界を犠牲にするつもりはないッス。そんなもの、妹に背せ負おわせるつもりはないんでね。

紅：……はい。

秋雨：今回の件けんに関しちゃ、アタシはもう、自分の話は終わってるんス。後は、アナタ方の目的を手伝うッスよ。ま、世界を守る──ってのは、一いち応おう、仕事でもありますしね。

紅：時雨ちゃんも……そのために戦ってるって、言ってました。

秋雨：アタシはあんなに真面目じゃないッスよ（笑）。──ま、出来ることはします。

紅：ありがとう……ございます。




　秋雨は、飄ひよう々ひようと笑い──部屋を出て行った。




ＧＭ：珠樹が言います。「緋蜂……私は、お前を犠牲になんかしたくない。でも──他に方法が思いつかない。本当にごめん」

紅：ううん、いいの。一緒に戦ってくれるんだよね？

ＧＭ：「……ええ、そのくらいしか、私にはできないから」

紅：あのね、全部終わったら、ネズミちゃんをＵＧＮに入れてあげてほしいって、お墓くんに言われてるの。それ、お願いしてもいいかな。

ＧＭ：「……任せて」珠樹は伊武と宇津木を促うながして、一緒に出て行こうとします。

紅：……ありがとう。

ＧＭ：──扉とびらのところで、伊武が足を止めて、振ふり向むきます。

紅：伊武ちゃん？

ＧＭ：「あのさ！　もし、阿玉の怪我が元に戻っても、それは、緋蜂さん──紅のせいじゃないし。それに、私は……全部、元に戻っても、それでも、〝ループ〟で見たことは忘れないし、あなたに感謝してるよ」で、宇津木ちゃんも「ウチも同じ」と頷うなずく。

紅：伊武ちゃん……宇津木ちゃん……ありがとう。

ＧＭ：「紅っち、お礼を言うのはウチらの方だよ」宇津木ちゃんは笑います。




　そして──三人も出て行って。

　部屋には紅がひとり、残る。

「ひとりに、なっちゃったな……」

　窓の外には、停止した街と、舞まい落ちる雪。

　そして、天空高くにそびえ──淡あわく光る、〝生命の樹〟。

「あれを壊すには……私の力が、必要」

　紅は自分の掌てのひらを見つめる。血の通う掌。〝毒〟の通う──体。

「──絶ぜつ対たいに、みんなを助けてみせる」

　紅は、そう呟つぶやいた。
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　降ふり積つもる雪以外は停止した世界。

　その街路を──鳩宮アンゼリカは疾しつ走そうしていた。

　力を振ふり絞しぼり、全力で。

　一ひと筋すじの、希望を求めて。




ＧＭ：さて、特に行動がなければ、次の日──クライマックス前のシーンにしますが。

アンゼリカ：やりたいことがあるです。

ＧＭ：はい、なんでしょう。

アンゼリカ：本当は、こんなことしたくないのですが……嫌いやで嫌でしょうがないのですが……でも、やるです。

ＧＭ：……。

アンゼリカ：コードウェルを捜すです。

紅：ええっ!?

秋雨：……確かに、これ以上の知識を持っているとすれば、羊坂サンか、コードウェル博士しかいない……ッスね。そして十年前の刻ヶ峰市には、博士がいる。

アンゼリカ：恐らく、紅が話を聞いたのは……コードウェルのはずです。

ＧＭ：なるほど……（考えて）、既に複製世界は拡かく大だいしており、捜すのは困こん難なんです。しかし、アンゼリカは、不思議な勘かん……あるいは絆きずなに導みちびかれ、ある場所に辿たどり着つきます。




　そこを廃はい墟きよ──と呼よんでいいのか、悩なやむところだ。

　灯りを含ふくめ、ほとんどの設せつ備びや機器は止まっている。

　生きている者も、誰もいない。

　だが、いくつかの機器はまだ稼か働どうし、微かすかな作動音を響ひびかせていた。

　そこはアンゼリカが発見された──捨てられていた研究所であった。




アンゼリカ：──また、ここに戻ることがあるとは、思っていなかったです。

ＧＭ：十年前だと、まだアンゼリカが〝回かい収しゆう〟される前です。並ならんだ培ばい養よう槽そうのほとんどは停止していますが、そのひとつ──かろうじて動いている、空のポッドの前に、コードウェル博士が立っています。




　灯りはない。窓から差さし込こむ、〝生命の樹〟の淡い光が室内を照らしている。

　薄暗い部屋の中、片眼鏡モノクルだけが、淡い光を反射していた。




アンゼリカ：見つけました。アルフレッド・Ｊ・コードウェル。

ＧＭ：「……お前は──そうか、〝[image: ]ベータ〟のひとり、か」

アンゼリカ：……その名前はわたしのものではないです。今のわたしは、ＵＧＮのチルドレン、鳩宮アンゼリカです。

ＧＭ：「……そういうことか」コードウェル博士は、何事か納得したように頷うなずきます。「その成長具合から見れば、五年程てい度どの未来から〝ループ〟した、ということか」

アンゼリカ：十年後から来たです。

墓守：シロは成長が、その……ゆっくりだからな（笑）。

アンゼリカ：もう攻こう撃げきしてやろうかと思ってます（一同笑）。

ＧＭ：コードウェル博士は「そうか」とだけ言いますよ（笑）。で、まだ動いているポッドに目をやる。それは、アンゼリカがＵＧＮに回収されるまでいた培養槽ですね。

アンゼリカ：……話があるです。

ＧＭ：「聞こう」と、コードウェル博士は表情を変えずに頷きます。

アンゼリカ：紅に、何を話したですか？

ＧＭ：「緋蜂紅……あのスパイか」

アンゼリカ：は、はい……まあ、そうです（笑）。

紅：なんで笑うのぉ！（一同笑）

ＧＭ：「変わった少女だったな──なるほど、お前が、『アンちゃん』か」

アンゼリカ：……そうです。

ＧＭ：「私が話したのは、〝生命の樹〟を破壊すれば、この複製世界は消滅する、ということだ。これまでの〝ループ〟で改変された事象も、復ふく元げんされる。例外はあるがな」

アンゼリカ：例外とはなんですか？

ＧＭ：「ジャーム化して〝生命の樹〟に取り込まれた者は消滅する。そして、保持者キーパーの記憶は、複製世界の破壊後も保ほ持じされる」

アンゼリカ：……それだけ、ですか。

ＧＭ：「そうだ。これまでの改変はいわば、リセットされる。──あの少女は、〝ループ〟によって生き返ったのだろう？」

アンゼリカ：……はい。

ＧＭ：「ならば、〝生命の樹〟の破壊後、消滅する」

アンゼリカ：……〝生命の樹〟を破壊するには、紅の力が必要だ、と聞きました。

ＧＭ：「アレはレネゲイドの集合体だ。宿主を媒ばい介かいに実体化しているが、宿主が死んでも、内部に蓄ちく積せきされたレネゲイドが残る限かぎりは存そん続ぞくする。ならば、レネゲイドの構こう造ぞうそのものを破壊する必要がある──たとえば、彼女の持つ〝毒〟で、だ」

墓守：けっ、ほンとに、なンでもお見通しって顔だな。

ＧＭ：「緋蜂紅の能力は、周囲の生命、レネゲイドに反はん応のうし、それを殺す〝毒〟だ。本来は無差別に発動するものを、催さい眠みんとレネゲイドコントロールで封印されている。誰がやったことかは知らないが、見事なものだ」

秋雨：……緋蜂サンの両親ッスかね。

ＧＭ：そうですね。「私が緋蜂紅に話した内ない容ようは、以上だ」そう言って、コードウェル博士は、アンゼリカに背せを向け、部屋を出て行こうとします。

アンゼリカ：待って──待ってください！

ＧＭ：「…………」

アンゼリカ：……紅を、助ける方法は、ないですか。

ＧＭ：「このまま放置すればいい。全人類が、〝生命の樹の果実〟を手にし、己おのれの理想の世界に生きることになる。ある意味で世界の死だが、ある意味で永えい遠えんの楽園だ」




　そう言って──コードウェルは、窓まど越ごしに巨大な〝生命の樹〟を見る。

　その視し線せんには──感かん情じようはない。ただ、見ている。




アンゼリカ：……世界を犠牲にする気は……ありません。

紅：アンちゃん……。

アンゼリカ：でも、紅を見み捨すてる気も、ありません。──何か、方法があるはずです。〝生命の樹〟を破壊して、紅を救う方法が！

ＧＭ：「…………」コードウェル博士は、アンゼリカに目を向け、しばらく沈黙してから、言います。「私は、〝生命の樹〟が世界を変へん革かくするものだと考え、発はつ掘くつして適てき合ごう者しやを捜さがした。だが──アレはそうではなかった。停止した世界に、興きよう味みはない」

秋雨：それで、十年前に廃はい棄きしたッスね。

ＧＭ：この時点では、本来はまだ実験の前ですけどね。〝生命の樹〟が姿すがたを見せたことで、本来より早く、同じ結けつ論ろんに達した、ということです。で──「だが、現在の事態に介かい入にゆうする気もない。この〝世界の形〟を望んだ者がいるのだ」と言います。

墓守：ははァ、世界は変えたい、だが自分の望む世界があるわけじゃない、誰だれかが変えたいなら、それでいい──みたいな考えかね。

ＧＭ：ですね。このコードウェル博士は、「十年前のコードウェル」ですけど。

アンゼリカ：介入する気はない……ですか。

ＧＭ：「ああ、そうだ」

アンゼリカ：（悔くやしそうに）……お願い、するです……何か、方法……を……。

ＧＭ：コードウェル博士は、しばし沈黙して──コートの懐ふところに、手を当てる。

一同：……？

ＧＭ：「……『それでもやっぱり、父親ですから』──か」コードウェル博士は、独ひとり言ごとのように呟つぶやきます。

紅：私の……手紙……？

ＧＭ：そして、「……あくまで推測だが、可か能のう性せいはある」と、呟きます。

アンゼリカ：どういう方法ですか!?

ＧＭ：「今回の〝ループ〟、その連れん鎖さは、緋蜂紅の死から始まっているのだな？」

アンゼリカ：それは……そうです。わたしが、紅の生を願って、始めました。

墓守：ほンと、なンでも知ってやがンな。

ＧＭ：「だとすれば──緋蜂紅だけは、救える可能性はある」

アンゼリカ：どういうことですか？

ＧＭ：「複製世界が消滅した後、〝生命の樹〟の能力がまだ残ざん存ぞんしている間──ほんの、わずかな時間だが、その瞬間に、事象の改変を起こせるかもしれん」

アンゼリカ：事象の、改変……。

ＧＭ：「〝ループ〟と呼よばれている現げん象しようの残ざん滓し。〝生命の樹〟の力の、ごく一部。ほんのわずかに世界を変える──言ってみれば、奇き跡せき、だな」

アンゼリカ：奇跡……。

ＧＭ：「だが、そのためには、〝生命の樹〟と繫つながり、コントロールできる状態でなければ、ならないだろう」

アンゼリカ：……わかりました。それで、紅を救える──ですね。

ＧＭ：「いいや。可能性が、わずかに生まれる、というだけの話だ。刹せつ那なの奇跡──それで得られるのは、ほんのわずかの猶ゆう予よだけだ」

アンゼリカ：わずかの……猶予。

ＧＭ：「緋蜂紅が死ぬ、という、〝運命〟と対決し、ねじ曲げる、そのためのわずかな時間。お前たちが得られるのは、それだけだ」

アンゼリカ：時間──ですか。それは、どのくらいなのですか。

ＧＭ：「そう、だな、恐おそらくは──」




「一秒、といったところだろう」




アンゼリカ：……でも、紅なら、他人を救う時の紅なら、きっと諦あきらめないです。きっと、こう言うです──一秒あれば、十分だ、と。

ＧＭ：「今の私から言えるのは、ここまでだ。確かく実じつではない。偽にせ物ものの希望かもしれん」

アンゼリカ：可能性がゼロでないなら、意味はあります。……でも、あなたに、礼を言うつもりはありません。

ＧＭ：「ああ、構かまわない。ただの気まぐれだ」

アンゼリカ：……では。わたしは行くです。

ＧＭ：「ああ」




　アンゼリカは、そこを──自分が生まれ、拾われた部屋を出て行く。

　残されたコードウェルは、その部屋でただひとつ動いている、けれど空っぽの培養槽を見て、呟いた。

「『失敗作なんかじゃない』……か。間違っていたのは、私の方かもしれんな」




　静かな夜の街を、アンゼリカは走る。

　すべてが停止する中、淡い光に照らされた雪だけが、ゆっくりと落ちてくる。
















「一秒──一秒あれば、あなたを救ってみせます。──絶対に」
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　──翌よく日じつ。

　世界は止まったまま。

　夜は明け、雪は止んだ。だが、相変わらず空を雲が覆おおい、街は暗いまま。

　巨大な〝生命の樹〟は、昨夜より一いつ層そう伸び、淡く光っていた。

　停止した世界を、そして、人々の〝欲望ねがい〟を照らして。




ＧＭ：──では、翌日です。〝生命の樹〟に向かう前の場面ですね。

アンゼリカ：先に、秋雨と話がしたいのですが。

秋雨：こっちはＯＫッスよ。

ＧＭ：では、朝方。〝生命の樹〟を見上げる、市街区の一角。アンゼリカと秋雨がいる、という場面から始めましょう。




　静かな街。

　昨夜の雪が、止まった街を白く染そめている。




アンゼリカ：小さなビルの屋上にするです。〝生命の樹〟がよく見えるので。

秋雨：鳩宮サン、高いトコ好きッスね、と言いながら出てくるッス（笑）。

アンゼリカ：……秋雨は、前の約束を覚えていますか。

秋雨：ええ、もちろん。──ですが、だいぶ状じよう況きようが変わってしまったッスねぇ。

紅：約束？

墓守：例の、シロとオッサンがこっそり会ってた時の話だろうな。

紅：アンちゃんの〝秘密〟の話だ。

アンゼリカ：……確かに、状況は変わってしまったです。

秋雨：でも、アタシは約束は守るつもりッスよ。なんなら……前まえ倒だおしで、今やってもいいッスよ。「緋蜂サンと鳩宮サンの、互いの記憶を消す」──って、約束。

アンゼリカ：今、ですか……。

紅：……アンちゃん、そんなこと、頼んでたんだ。

墓守：まァ、互いの幸福のため、ってことかねェ。共感はできねェが、シロらしいわな。

秋雨：昨さく晩ばんの話し合いを見てますからね。これから戦いに行くなら、その方が楽……かもしれないッス。別に、お奨すすめしてるワケじゃないッスけどね。

アンゼリカ：……いえ、それは必要ないです。わたしは──紅を、助ける。

秋雨：何か、方法を見つけたってことッスか？

アンゼリカ：恐らくは、ですが。〝生命の樹〟を壊した後……完全に消える前に、〝生命の樹〟をコントロールできれば──その可能性はある、と。

秋雨：……誰に聞いたか、問とい詰つめるのはやめときますよ。なるほどね。確かに、あっても不思議じゃない話だ。ただ──アタシは、〝生命の樹〟と少しの間、繫つながっていたんで、想そう像ぞうがつきますけど、簡かん単たんじゃないッスよ。

アンゼリカ：わかっているです。だから──秋雨への依い頼らいを、変へん更こうしたいです。

秋雨：……やれやれ、そういうことッスか。

アンゼリカ：〝生命の樹〟に介入できるとすれば、繫がりを持っている秋雨だけです。わたしも〝持ち主〟でしたが、秋雨のような繫がりは持てなかった。

秋雨：ま、オーヴァードとしての特とく性せいの違ちがいってことでしょうね。

アンゼリカ：だから……〝生命の樹〟が破壊された後、それを使って──紅が死ぬ前、直前まで、世界を戻もどして欲しいのです。

秋雨：なるほどねぇ……（ＧＭに）これ、アタシにできるんスか？

ＧＭ：現げん時じ点てんでは、わかりません。

秋雨：やれやれ。自信はないッスね。ただまあ、借りは借りッスから。──いいッスよ。できるかどうかはわかりませんが、やってみるッス。

アンゼリカ：……お願いするです。

ＧＭ：秋雨に残っている〝生命の樹〟との繫がりは希き薄はくなものなので、コントロールが可能かどうかわからないですが、ひとつ──それは、〝生命の樹〟の外周、たとえば根とか枝とかではなく、〝核かく〟のような場所でなければ、不ふ可か能のうでしょう。

秋雨：──てことは、分かるわけッスね。さて、〝核〟ねぇ……。

ＧＭ：そんなところで、他のＰＣも登場できます。

墓守：じゃ、欠伸あくびをしながら、歩いて来るぜ。樹を見上げて──なァ、こりゃもう、〝生命の樹〟っていうより、〝世界樹〟って感じじゃねェか？

秋雨：そうッスねぇ。

紅：じゃあ、私も。みんな……おはよう。

アンゼリカ：……おはようです。

墓守：よォ、ハチ。これ壊すってなァ、どうすりゃいいンだ？　上まで登るのか？

紅：……どうなんだろう？

秋雨：数千km、とか言ってたッスよね、普通の山の千倍とかッスよ、無理でしょう（笑）。

墓守：まァ、呼こ吸きゆうもできねェしな、っつうか、そりゃ、もう宇う宙ちゆうだぜ。

ＧＭ：宇宙ステーションのある低てい軌き道どうより高いですからねぇ。

アンゼリカ：ただ、さっきの〝核〟、という単語が気になるですね。

紅：それ、私、聞いてないよね？　〝核〟ってなんのこと？

アンゼリカ：〝生命の樹〟の、文字通り中ちゆう核かくです。破壊するにしても、恐らくそこまでは行かないとならないと思うです。

墓守：その可能性はありそうだな。

ＧＭ：では、そこに珠樹たちもやってきます。「──〝生命の樹〟の中ちゆう枢すうは、恐らく、刻ヶ峰園果の肉体ではないかと思います」と珠樹。あんまり寝ねていない様子。

紅：調べてくれたのかな？　ありがとう！

ＧＭ：「戦せん闘とう用エージェントですけど、調ちよう査さくらいはがんばろうと……」（笑）

秋雨：園果サンの肉体が、あの〝樹〟に取り込まれてるッスか？

ＧＭ：「どうも、そのようです。レネゲイド濃のう度どや、パターンを解かい析せきした結果、中心点のようなものがあって……そこに、人間がいることが確かく認にんできました」

紅：すごい！　よく調べたね！

アンゼリカ：なんだか珠樹らしからぬ賢かしこさを……（一同笑）。

ＧＭ：「ＵＧＮ本部の設備と解析ツールを使ったんです」

秋雨：よく、そんなものにアクセスできましたね。──あ。

紅：？

秋雨：考えてみたら、このヒト、加賀美一族なんスよね（笑）。

ＧＭ：そうです。叔お父じの加賀美義よし彦ひこは、ＵＧＮの中枢評ひよう議ぎ員いん。珠樹自身は一いつ般ぱんのエージェントですが、まあ、諸もろ々もろ、裏うら技わざなども使って、本部の施し設せつを利用しました。本人は、そういう行こう為いはよくないと思ってるので、軽く落おち込こんでますけど。

紅：真面目だ～。

ＧＭ：そんなわけで、刻ヶ峰園果の肉体が〝生命の樹〟の内部にある、と。で、その場所ですが──おおむね、高度二〇〇〇kmくらいの場所です。

墓守：どうすンだよ!?（笑）

ＧＭ：そこで、宇津木ちゃんが前に出て来ます。「多分、ウチのコレで行けると思うんだよね～」と言って、〝魔ま眼がん〟を出す──と、それが、みるみる巨大化します。

紅：大玉になった！（一同笑）

ＧＭ：気球みたいなイメージですかね。完全な球形でなく、途と中ちゆうで平べったく変化します。「これに乗ったら、みんなでアゲアゲじゃね？」

アンゼリカ：なにがアゲアゲですか（一同笑）。

墓守：でもよ、宇宙だぜ？　空気とかどうすンの？

ＧＭ：「あのねー、ウチ、これ出して飛べるだけかと思ってたけど、空気も操あやつれる系けいみたいなんだよね」と、宇津木ちゃんは周囲にエフェクトを展てん開かい。さわやかな空気になる。

秋雨：ハヌマーンのイージーエフェクト《高こう濃のう度ど酸さん素そバブル》か！（一同笑）

アンゼリカ：また使い道の少なそうなエフェクトが……（笑）。

紅：じゃあ、これで上まで登れるんだね！

墓守：でも二〇〇〇kmだろ？　何十時間かかるンだ……？（笑）

ＧＭ：「空気の薄うすいトコまで上がれば、すげースピード出ると思うよ。それでも、何時間かはかかると思うけど」

秋雨：なんだか、急に面白くなっちゃったッスね（笑）。

ＧＭ：あともうひとつ、珠樹が「それと、あの〝生命の樹〟は、半透明の幻げん覚かくみたいな感じですけど、どうやら、保持者キーパーにとっては実体があるみたいです」と。

紅：そうなんだ……私たちは触さわれるんだね。

ＧＭ：そういうことですね。説明はそんなところです。宇津木ちゃんは、能力が役に立って、嬉うれしそうな感じ。

アンゼリカ：吞のん気きですね。

ＧＭ：「そんな怖こわい顔しないでよ。なんにもできないで待ってるって、結構辛つらいんだよね」

アンゼリカ：……そうですね。それは、わかります。

秋雨：準備はそんなところッスかね。本当は加賀美サンは、伊武サンと宇津木サンを護ご衛えいしてもらって、待っていてもらいたかったッスけど。こうなると、いっそ、全員で行った方がよさそうッスかねえ。

ＧＭ：伊武も「役に立つかわからないけど、ここまで来たら、最後は見たいよ」と頷きます。

紅：そうだよね。ふたりを守ってあげてね、珠樹ちゃん。

ＧＭ：「ええ、それが私の仕事だもの」と、本来の専せん門もん分野なので、真面目に頷く珠樹。

秋雨：支し部ぶ長ちようの重じゆう責せきから解放されたら、ずいぶん頼たのもしくなって……。

ＧＭ：「がんばりますよ！　ふんす！」（一同笑）

アンゼリカ：あんまり張はり切きられると嫌な予感がするです（笑）。

ＧＭ：では、そんなところで、後は準備して、宇津木ちゃんの〝魔眼〟に乗って出発するだけ──という感じになりました。珠樹、伊武、宇津木ちゃん、ネズミも一緒。

墓守：ささやかな総そう力りよく戦、ってトコか。

紅：……アンちゃん、来てくれて、ありがとう。

アンゼリカ：手伝うと言ったです。それに、わたしは紅を助けると決めたです。

紅：うん……。ありがとう。

アンゼリカ：礼はいらないです。わたしは、ずっと──最初から、紅を助けるためだけに、戦ってきたです。今も同じですから。

紅：うん……ぐす……うん……。

アンゼリカ：だから紅も、絶対に諦めないで欲しいです。

紅：わがっだ……うう、また泣いちゃった……。

アンゼリカ：紅を泣かせるのは、わたしのミッションですから（笑）。

紅：うう……アンちゃん、強い……（一同笑）。




　　　　＊　＊　＊




秋雨：ちなみに、世界の状況って、今どうなってるんスか？

ＧＭ：全地球規き模ぼで《ワーディング》が展開されています。これは特とく殊しゆな《ワーディング》で、物体などにもどうも作用している上に、オーヴァードも効こう果かを受けて止まっている。

秋雨：複製世界の中だから、色々なモノに影えい響きようを与あたえてる、って感じッスか。

ＧＭ：まさに、そういうことです。ちなみに、今、行動が可能なのは、保持者キーパーだけ。保持者キーパー自体はこれから爆ばく発はつ的てきに増ふえるでしょうが、現げん状じようで動けるのはＰＣを含め、ごく少数です。

墓守：ってことは、コードウェル博士は保持者キーパーだったのか。

ＧＭ：はい、なので、本来の〝十年前のコードウェル〟より、色々知ってる状態でした。まー、コードウェル博士くらいの大ボスだと、なんかよくわからん手段で世界の真実とかにアクセスしているかもしれませんが（笑）。

墓守：なンでもお見通しって顔してたもンなぁ。

ＧＭ：全部知ってるわけじゃないですけどね。──では、そろそろ出発でいいですか？

紅：……うん！　みんな、がんばろうね！




　涙を拭ぬぐい、紅は笑顔でそう、宣言する。

　けれど──アンゼリカは知っている。

　紅はまだ、自分が犠牲になってもいいと思っていることを。

　自分の犠牲で世界を救う、そんな、正しいことしか考えていないことを。

　だから──。

「がんばるですよ、紅。絶対に──救ってみせるです」

　そう、自分に言い聞かせるように、アンゼリカは呟いた。




　そして──奇き妙みような形をした、宇津木椎子の〝魔眼〟。

　まるで天を行く船のようなそれが、皆みなを乗せて浮うかび上あがる。




ＧＭ：大きくなった分、あちこちに電でん飾しよくみたいなの飾かざってデコってますよ。

アンゼリカ：マジか！（一同笑）




　淡く光る、〝生命の樹〟、その上に──決戦のため、船は向かう。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆エデンの東




　宇津木椎子うつぎ・しいこの〝魔ま眼がん〟は、全員を乗せて上じよう昇しようしていく。

　徐じよ々じよに速度をあげ、眼がん下かの刻ときヶが峰みね市が、みるみる小さくなっていく。

　高度は上がっても、周囲の空気に変化はない。

　宇津木の能のう力りよくで、空気を固定しているのだ。




ＧＭ：そんな感じで、宇津木ちゃんの《高こう濃のう度ど酸さん素そバブル》のおかげで苦しいこともなく、巨きよ大だいな気球のような〝魔眼〟は上昇していきます。

墓はか守もり：こンなファンシーな〝魔眼〟、初めて見たぜ（笑）。

ＧＭ：「あ、でもさ～、酸素は大だい丈じよう夫ぶだけど、寒くなるから、これ持ってきた」と、宇津木ちゃんが石油ストーブを置きます（一同笑）。

アンゼリカ：なんだこれ（笑）。

秋雨：餅もちとか焼きたくなるッスね（笑）。

紅：お腹なかすいちゃうよね。あ！　トランクに、林檎りんごとバナナがあるよ！

ＧＭ：珠たま樹きがげっそりした顔で「林檎はもうこりごりだよ」と言います（一同笑）。




　──和なごやかな笑い声。

　平たくなった〝魔眼〟の上で、輪になって座すわり。

　おやつを食べて、お茶を飲んで。

　まるで、普ふ段だんの──かつての、〝第二音楽室〟で、ありえたかもしれない風景。

　それは、一いつ瞬しゆんの幻まぼろしだったけれど──。




秋雨：……ま、それはそれとして、時間があるみたいッスから、色々確かく認にんしておくッスかね。

墓守：あァ、それがいいだろうな。

秋雨：わかっているのは、〝生命の樹き〟がレネゲイドビーイングであり、倒たおすには緋ひ蜂ばちサンの〝毒〟の力が必要なこと。恐おそらく、羊ひつじ坂ざかサンも妨ぼう害がいに来るでしょうね。

墓守：宇う宙ちゆうまで来るのか……（笑）。

ＧＭ：〝生命の樹〟には、擬ぎ似じ的てきな重力や大気があります。なので、てっぺんまで行っても普ふ通つうに行動できます。実は歩いて登ることも可能ですよ。

紅：大変すぎる……宇津木ちゃんがいてよかったよ～。

墓守：羊坂だけじゃなくて、〝生命の樹〟そのものとも戦うのかねェ。

秋雨：恐らくそうでしょうね。ジャームにとどめを刺さして、吸きゆう収しゆうしているのは〝生命の樹〟そのものみたいですから。

アンゼリカ：刻ヶ峰園その果かはどうなのでしょうね。

秋雨：あの、幻みたいな姿すがたでしか、出て来てないんッスよねぇ。

紅：園果ちゃん、敵てきなのかな……あんまり、そういう感じしないけど。

アンゼリカ：そんな甘あまい予想はやめておくです。

墓守：ハチの〝毒〟が必要ってのは、具体的にどうすンだ？

紅：どうするんだろう……？

ＧＭ：〝生命の樹〟の〝核かく〟と対たい峙じしたら、宣言だけで〝毒〟を解かい放ほうできます。

秋雨：……解放ッスか。

紅：うん。だから、この戦いが終わってもし生きていても、みんなとはいられないかも。

墓守：一度は封ふう印いんしたンだろうが、またやりゃいいさ。

紅：そっか……そうかな。そうだね。

ＧＭ：ネズミが、不安そうに紅を見ています。

紅：……大だい丈じよう夫ぶ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──さて、上昇を始めてから数時間。既すでに〝魔眼〟の上昇スピードは相当に上がっており、周囲はもう、感覚としては宇宙……みたいな風景です。

紅：すごい……。

アンゼリカ：こんなところまで来るとは思わなかったです……。

紅：そうだよねぇ。

ＧＭ：「そろそろだと思う」と伊い武ぶが言います。伊武は、空間把は握あく能力で、〝核〟との位置を感知する役でした。宇津木ちゃんが運転手で、伊武がナビみたいな感じですね。

墓守：案外役に立つもンだなァ（笑）。

紅：伊武ちゃん、すごいね！

ＧＭ：「それほどでも……あるかな」（一同笑）　──伊武がそう言ったところで、不意に、〝生命の樹〟が、脈動するように輝かがやきます。

秋雨：なんスかね。

アンゼリカ：こちらに……気づいた？

ＧＭ：アンゼリカの呟つぶやきと同時に、〝生命の樹〟から鱗りん粉ぷんのような光の粒つぶが大量に放たれ、周囲に光が広がります──衝しよう動どう判はん定ていをしてください。

墓守：やべェな、今回、「自じ傷しよう」のアージエフェクト取ったから、衝動判定に失敗すると、５ＤのＨＰを失うンだよな……。

秋雨：アタシも「自傷」ッスよ。墓守サンは、５Ｄじゃ死なないからいいッスけど、アタシはＨＰ25しかないんで、期き待たい値ちで死ぬッス（笑）。

墓守：ふと横を見たら秋雨が爆ばく発はつ四散してるのか、すげェ！（一同笑）

秋雨：しかも、もう侵しん蝕しよく率りつ[image: 100]％超こえているので、《リザレクト》もできないという（笑）。

紅：あ、秋雨さん、がんばって！




　──結果、衝動判定には全員が成功。

　秋雨は自身に《援えん護ごの風》を使うなど、もう必死である。




秋雨：ふぅ、さすがにこれでタイタス切るのは避さけたいッス。ただでさえ、Ｄロイスふたつ持ってるんで、侵蝕率やばいってのに……（笑）。

ＧＭ：さて、〝生命の樹〟はこの衝動判定と同時にＥロイス《原初の恐きよう怖ふ》を使用します。侵蝕率の上昇が、通常の２Ｄではなく、［１Ｄ＋覚かく醒せいの初しよ期き値ち］になる。

紅：いつもより、たくさん上がっちゃう……？

ＧＭ：はい。まあ、その効こう果かを狙ねらったというよりは、〝生命の樹〟が、それぞれの力──〝願い〟の根こん源げんを覗のぞいてくる、みたいな意味合いです。




　周囲にレネゲイドが渦うず巻まき、それぞれの〝根源〟を覗のぞき見みる。

　紅──〝生せい誕たん〟。生まれついての〝毒〟。ありえざる力。あってはならないもの。

　アンゼリカ──〝探たん求きゆう〟。目的のための道具。造つくられた力。人じん造ぞうの天使。

　墓守──〝素体〟。研究のための素そ材ざい。埋うめ込こまれた力。切きり貼はりされたキメラ。

　秋雨──〝探求〟。手を伸のばして摑つかみ取とったもの。求めた力。届とどかない夢ゆめ。




ＧＭ：──それぞれの脳のう裏りに、オーヴァードとして覚醒した際さい、あるいは心に深く傷がついた際の記き憶おくがフラッシュバックします。

アンゼリカ：これは……辛つらいです……。

紅：大丈夫。一いつ緒しよにいるから……！

墓守：侵蝕率が19上がった。これで[image: 147]％だ……なかなかハードだな。

秋雨：アタシも[image: 141]％ッスね。まあ、爆発四散しなかっただけ良かったッス（笑）。

紅：私わたしも[image: 140]％！　大丈夫かなぁ……。

秋雨：Ｅロイスの数もわからないので、なんとも言えないッスけど、戦せん闘とう前でコレは、なかなか大変なのは間ま違ちがいないッスねぇ。

アンゼリカ：わたしだけ低くて、[image: 117]％です。登場のダイス目が低かったですね。

ＧＭ：珠樹やネズミたちも、それぞれ青ざめた顔をしていますが、暴ぼう走そうはしなかったようです。そこで──伊武が不意に顔を上げる。

紅：どうしたの？

ＧＭ：伊武の瞳ひとみに、きらきらとエフェクトの光が瞬またたいて──「なんか来るよ、こっち目指してる！」と叫さけびます。

アンゼリカ：……お迎むかえが来たですか。

墓守：やっと出番か。ちょうどいい、退屈でしょうがなかったぜ。




　宇宙空間に、淡あわく光る巨大な〝樹〟。

　そこから現あらわれたのは、数多の影かげ。

　かつて〝生命の樹〟が喰くらった、ジャームたちだ。




墓守：〝生命の樹〟の防ぼう衛えい機き構こう、みてェなもンかな。

ＧＭ：〝核〟に迫せまったことで反はん応のうしたのか、紅の〝毒〟を感知したのかは、わかりませんが、防衛反応ですね。取とり込こんだジャームたちを一時的に再さい構こう築ちくしています。

秋雨：世界そのものを複ふく製せいできるんスもんねぇ、そのくらいはしてきますか。

ＧＭ：今来ているのは、飛行型のジャームですね。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の、鷲アエトスも混まじってますよ。

アンゼリカ：見たくない顔が……（笑）。

秋雨：これ、戦闘になるッスか？

ＧＭ：いえ、ラウンド進行ではないです。迫ってくるジャームを攻こう撃げきする、という判定になります。撃うち漏もらすとダメージを受ける。

アンゼリカ：シューティングゲームっぽいですね。

ＧＭ：ちなみに、攻撃可能なのは、射しや撃げき武ぶ器きなどの遠距離攻撃のみです。

墓守：お、取っておいてよかったぜ、《伸しん縮しゆく腕わん》！




　宇津木の〝魔眼〟に向けて、羽根もつジャームたちが迫せまる。

　だが──。

　紅の血で生み出された弾だん丸がんが、虚こ空くうに舞まうアンゼリカの羽根が、ジャームを撃うち落おとしていく。それらを回かい避ひしようと〝生命の樹〟に近ちか寄よったジャームは、突とつ然ぜん、樹壁から〝生えた〟槍やりに貫つらぬかれた。




秋雨：アタシの出番はなかったッスね。良かったッス。

ＧＭ：ですが、再構築されたジャームたちは、さらに数を増ましていきます。

紅：きりがない……っ！

ＧＭ：そこで伊武が「あそこだ！」と指さします。巨大な幹みきの一部に、洞どう窟くつのような穴あなが空いている。「あそこから、〝核〟に向かえると思うよ」

紅：わかった──宇津木ちゃん！

ＧＭ：「はいよ～」と、〝魔眼〟は、ふわふわそちらに飛んでいく。

アンゼリカ：ふわふわ……（笑）。

紅：緊きん張ちよう感！（一同笑）

ＧＭ：着地点に近づくと、〝魔眼〟はしゅるしゅると縮んでいきます。で、全員下りたところで、元の、ソフトボールより一回り大きいくらいのサイズに戻もどります。「おー、タマっち、お疲つかれちゃん。あとでまたデコってあげるね」

一同：タマっち!?（笑）

ＧＭ：「うん、この球の名前」

墓守：すげェネーミングセンスだ！（笑）

ＧＭ：で、伊武が「ねえ、それだと阿玉っちと似にて聞こえるんだけど」とか抗こう議ぎをする。

紅：アピールプレイだわ！（一同笑）

アンゼリカ：なんという、緊張感のないやりとりですか……（笑）。

秋雨：珠樹サンも複ふく雑ざつな顔してそうッスけど（笑）。




　だが──増ぞう殖しよくするジャームの群むれは、なおも迫っていた。

　身み構がまえる紅に、珠樹は言う。

「貴方あなたたちは、先に行ってちょうだい」




紅：置いていけないよ！

ＧＭ：「勘かん違ちがいしないで。この先は、もっと危き険けんでしょ。私は、伊武と宇津木を守る義ぎ務むがある……そんなところまで、連れてはいけないわ」

紅：でも、大だい丈じよう夫ぶなの……？

墓守：素す直なおじゃねェなァ、そういう時はよ、こう言えばいいンだよ──「ここは任まかせて、先に行け」ってな。

ＧＭ：「そう……そうね」珠樹はそう頷うなずくと、ひとり離はなれて、ミラーボール状じようの〝魔眼〟を出しゆつ現げんさせます。〝魔眼〟が回転しながら光を放つと、ジャームたちは幻げん惑わくされ、珠樹に向かって集まって来ます。




「守るのは得意だから、心配しないで先に行って」

　珠樹はそう言って〝魔眼〟を飛ばす。

　ジャームの放つ、弾丸や雷らい撃げきを、ミラーボールが跳はね返していく。




アンゼリカ：行きましょう、紅。ここは加か賀が美みに任せるべきです。

紅：……うん。がんばってね、珠樹ちゃん。

ＧＭ：「あのね、私、一いち応おうこの支し部ぶでは貴方の先せん輩ぱいなんだから、少しは信用して。あと、緋蜂は年上には全員敬けい語ごなのに、私だけなんでタメ口なの」（一同笑）

紅：…………同学年だと思ってた。

ＧＭ：珠樹は怒いかりでオデコを光らせます（一同笑）。




　その様子に笑顔を見せて──伊武と宇津木も、紅に向き直る。

「みんななら、絶ぜつ対たい大丈夫だと思う。──がんばってね」

「ウチら、ここで待ってるからさ。帰りもタマっちに乗っていってよ」




紅：うん。また──あとでね。

墓守：──ネズミ。

ＧＭ：「は、はい、マスター！」

墓守：お前ェも残れ。

ＧＭ：「う、う、それは……じ、自分の役やく割わりは、マスターの支し援えんで……」

墓守：素人しろうとをふたりも連れてちゃ、あのデコ助も大変だろう。……お前ェが、あいつらを助けてやれ。

ＧＭ：「……わかりました」

墓守：終わったら、角かく砂ざ糖とう好きなだけ喰くわせてやンよ。

ＧＭ：「……はい。……楽しみすぎます。マスターも……ご無事で」

墓守：あァ。心配すンな。俺おれは死なねェよ。




　そして、残る者と進む者が別れていく。

　それぞれの戦いのため。

　それぞれが──守りたいもののために。







◆Climax02◆願いへの供く物もつ




　不思議な光景だった。

　半はん透とう明めいの、〝生命の樹〟。その中を、紅たちは歩いている。

　まるで、水すい晶しようの洞窟のようだった。

　周囲は、〝林檎〟と同じように、透すき通った材ざい質しつで、淡く光を放っている。

　その中を進んで行くと──眼がん前ぜんに、ひとりの女が立っていた。




ＧＭ：「この先には、行かせませんよ」

紅：羊坂さん……。

ＧＭ：「邪じや魔まをしないでください。私はただ、あの人と──筐きよう一いち郎ろうさんと、一緒にいたいだけなんです」

アンゼリカ：それで、こんなことを、しでかしたですか。

ＧＭ：「私は、筐一郎さんと、〝マスターレイス[image: ]ベータ〟の計画を、少しだけ手伝った……それだけです」

秋雨：七〇億個の〝林檎〟……ッスか。

墓守：昔の女ひとり生き返らせるのに、なンとも大おお掛がかりなこった。

ＧＭ：昔の女、と言われると、羊坂さんは笑顔のまま、こめかみがピクっとします。

紅：やだ……こわい（一同笑）。

ＧＭ：「すべての人間の〝願い〟が叶かなう。それの何がいけないのです？」




　目を閉とじて穏おだやかに微笑ほほえんでいるような、

　いつもの表ひよう情じようで、羊坂供く犠ぎはそう言った。




ＧＭ：「人の願いは、矛む盾じゆんすれば一方の願いしか叶かなわず、愚おろかな者はみずから機会を失い、弱い者は願いを口にすることすらできない──そんな世界より、よほど〝正しい〟と思いませんか？」

紅：だって。それは……造られた世界、偽にせ物ものの世界なんですよ。

ＧＭ：「それがどうしたというのです？　貴方あなたの言う〝本物の世界〟が、本当に、そうだという保ほ証しようが、どこにあるのです？」

紅：え……？

ＧＭ：「元の世界が、誰だれかの望んだ〝ループ〟ではないと、どうして断だん言げんできます？　この複製世界がそうであるように、どこかにある〝本物〟から複製されたものかもしれません。あるいは──」




「本物の世界など、どこにもなく。

　始まりも終わりも、表も裏うらも、定かではなく。

　みずからの尾おを咥くわえた蛇へびのように、無む限げんの円えん環かんめいて繫つながった。

　抜ぬけ出だすことのできない、メビウスの輪のような。

　世界とは──そういうものかもしれないのですよ」




紅：そんな、そんなのは……わからないです。でも、わからなくても、目の前で、苦しんでいる人を……壊こわれていく世界を、放っておくことは、私にはできないです！

アンゼリカ：…………。

ＧＭ：「失ったものを取とり戻もどしたい、愛する人に愛されたい、そう願うのが──その願いを叶かなえるのが、いけないことですか？」

紅：それは、悪いことじゃないです。私も……同じです。

ＧＭ：「それを、全員が叶える──それだけのことですよ」

紅：でも、羊坂さんのやり方だと……結局──わっ！　ってなりますよね？

ＧＭ：「どうしていきなりふわっとした表ひよう現げんになったのですか？」（一同爆ばく笑しよう）

紅：……うう～！（一同笑）

アンゼリカ：世界に悪あく影えい響きようが出る、と言いたいのですよね？（笑）

紅：そう、そうなの！　言葉が出て来なくて……。

アンゼリカ：羊坂の言っていることは、結局、死んだ世界で、皆みなで幸せな夢を見よう……と、いう意味です。

ＧＭ：「……そうかもしれませんね。それがいけないことですか？」

アンゼリカ：わたしは──いいとか、悪いとか、言う資し格かくはないです。興きよう味みもないです。ただ、わたしは……自分の好きな人を、その人と、その人の心を、守りたい。

紅：アンちゃん……。

ＧＭ：「なら、貴方も私も、変わりはないですね」

アンゼリカ：そうかもしれないです。わたしは──そして紅も、平等ではないです。誰だれかの願いを助けて、誰かの願いを否ひ定ていしてきたです。

紅：…………。

アンゼリカ：でも、紅は──本当に、自分よりも誰かを助けたい、そう想っているです。わたしは、その想いを守りたい。

ＧＭ：「〝生命の樹〟を壊こわせば、私と同じように、緋蜂紅も消しよう滅めつするのに？」

アンゼリカ：……紅だけは、助けてみせます。

ＧＭ：「そうですか……貴方と私は、似ているかもしれませんね、鳩はと宮みやアンゼリカ」

アンゼリカ：ごめんこうむるです（一同笑）。

紅：私は、自分が消えちゃうかもしれない、って──覚かく悟ごはしてます。




「〝生命の樹〟を破は壊かいすれば、〝ループ〟で甦よみがえ　った者は消える──お前もだ」

　そう、コードウェル博士が言った時、

　紅は、少しだけ驚おどろいて、

　それから──笑ったのだ。

「それでも、誰かを助けたい」──と。




紅：でも、アンちゃんと約束したから、生きることは……諦あきらめません。

ＧＭ：「……そう」

墓守：もういいだろ、そいつと話すことは、もうねェよ。どのみち、やり合うしかねェ。

秋雨：そう、ッスね。羊坂サン、アタシも、鳩宮サンと同じッス。貴方を責せめたり、否定する資格なんてない。ただ──アタシたちは、この先に行かなきゃならないんス。

ＧＭ：「そうですか……では、仕方がありませんね」そして尾お嚙がみの声で、「最初から、わかっていたことだ──戦うしかないと」と言って、羊坂は、手を刃やいばへと変化させます。




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち

羊坂／尾嚙　……16

紅　　　　　……11

秋雨　　　　……11

アンゼリカ　……４

墓守　　　　……１[image: →]０
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ＧＭ：羊坂さんは、セットアップで《高速分身》。

墓守：見み飽あきたぜ、そいつはよ。こっちは《フルパワーアタック》だ。

ＧＭ：三人に分身し、そのまま突つっ込こんできます。《加速する刻》から、《異い形ぎようの祭典》を組み合わせた複ふく数すう体攻撃です！




　羊坂の肉体に、尾嚙の戦せん闘とう技術とエフェクト──神速で近づいた羊坂は、刃と化した腕を大きく振ふるう。しかし──。




ＧＭ：げ、げえ、ダイス14個にクリティカル値７で──出目が12。技ぎ能のうがないので、そのまま、達たち成せい値ち12です……。なんで羊坂さん毎回ダイス目悪いんだ……（笑）。

墓守：これ、普通に避よけられるンじゃねェの？（笑）

ＧＭ：とはいえ、《確かく定てい予よ測そく》でリアクションのクリティカル値＋２です。「体は不慣れですが、私には〝見え〟ますから……当たりますよ」

秋雨：コイツを凌しのげば、あとは単体への攻撃しかないッス。鳩宮サン──。

アンゼリカ：わかっているです──《束そく縛ばくの領域》《リフレックス：オルクス》！




　異形の刃に、虚こ空くうから湧わいた白い羽根がまとわりつく。

　羽根は刃を止め、視し界かいを覆おおい──振ふり切った刃の先には、誰もいない。




ＧＭ：「まだ、終わりではありません！」続けて分身たちが行動します。

墓守：単体の攻撃なら、いくら来ても問題ねェよ。




　分身した羊坂が刃を振るう。ひとりは紅に、ひとりはアンゼリカに。

　しかし──どちらの攻撃も、その前に墓守が立ちふさがる。

　刃をその身で受け止め、床ゆかから引ひき抜ぬいた槍やりで突つき返かえす。

　捨て身の行動──だが、彼かれは、不死身の主、〝マスターグレイヴ〟。




墓守：《獣じゆう王おうの献けん身しん》を宣言。対象を俺に変へん更こうして──《復ふく讐しゆうの刃》だ。

ＧＭ：こっちのダイス目が冴さえない！　ダメージは装そう甲こう値ち無視で、40点と46点です。

墓守：まだまだ余よ裕ゆうだな。こっちの反はん撃げきは、76点と68点だ。

ＧＭ：マジか……すげーダメージ上がってんな！

墓守：《フルパワーアタック》が３レベルで、今侵蝕率[image: 160]％超えてっから、５レベル。ダメージ＋25だからな。前よりだいぶ痛ェはずだぜ。

ＧＭ：ちょっとシャレになってないな……。さて、本体の行動が残っていますが、まあ因いん縁ねん順にするか──秋雨に。

墓守：《獣王の献身》はまだ使えるぜ。

秋雨：いや、墓守サン、侵蝕率ヤバイでしょ。アタシは自分で受けますよ。




　ぞぶり──異形の刃が、秋雨を貫つらぬく。

　秋雨は、どこか悲しそうに羊坂を見た。

「本当は……羊坂サンも、わかってるんでしょう？　こんなことをしても──」

「……わかりませんよ。私は、貴方あなたが思っているより、愚おろかな人間なんです」

　刃が引き抜かれ、血が噴ふき出だす──だが、秋雨は歯を嚙かみしめ、手を傷きず口ぐちに押おし当あてて、〝雨〟を呼ぶ──癒いやしの雨を。




秋雨：《波紋の方陣》で凌げると思ったッスけど、ちょっと足りなかったッスね。〝林檎〟へのタイタスを昇しよう華かするッス。今回の、アタシの物語は、もう終わってるんス。──羊坂サン、あなたのもね。

ＧＭ：「秋雨神父、貴方のその、こざかしい物言い──嫌きらいではありませんでしたよ」

秋雨：それ、褒ほめてるんスか？（笑）

ＧＭ：「どうでしょうね」




　羊坂の行動が終わり、秋雨が動く。

　ロザリオを握にぎる代わりに十字を切り、〝樹〟の中に、輝かがやく雨が降ふる。

　傷を癒し、味方を強化する──あの時の後こう悔かいが生み出した、〝贖あがないの雨〟。




紅：次は私！　指を嚙かんで……血を弾丸に変えます。羊坂さん──私、やっぱり、羊坂さんのこと嫌きらいじゃないです。でも──撃ちます。




　血が空中で変化し、弾丸になる。

　紅が拳けん銃じゆうを握にぎった手を薙なぐと、吸すい込こまれるように装そう塡てん。




紅：イニシアチブで《サポートデバイス》！　ダイスが増ふえます。

ＧＭ：弾丸がさらに相手に対応して、その色を鮮やかに変化させる。また銃じゆう自体もそれに合わせて形けい状じようを変えていきます──攻撃をどうぞ。

紅：いつもの《赫あかき弾たま》《カスタマイズ》に、《クリスタライズ》《ブラッドバーン》の入った全力！　それから《血の宴うたげ》で範はん囲い攻こう撃げき──三体、一度に狙ねらいます！

墓守：当たれば、実じつ質しつ三倍のダメージか。──決まりだな。

ＧＭ：「一度戦っているのですよ。対たい策さくを取っていないとでも？」──羊坂が目を見開く、Ｅロイス《ありえざる存そん在ざい》で取得した《孤こ独どくの魔ま眼がん》で、単体攻撃に変更します。

一同：ひ、羊坂さんの目が開いた────────ッ!!（笑）

ＧＭ：そこそんな反応するんだ（笑）。ま、ドッジは失敗。ダメージどうぞ。

紅：96点です！

アンゼリカ：《力の法ほう則そく》で26点追加。合計[image: 122]点です。

ＧＭ：しかも装甲値無視、と──《空うつ蟬せみ》でダメージ０にします。




　紅の弾丸を、羊坂は「予測していたように」避さける。

「言ったでしょう、〝見え〟ている、と」

　だが、その頰ほおには薄うすく擦さつ過か傷しようが走り──血が、流れる。




アンゼリカ：見えていようと、避よけられなければ同じです。《絶対の恐きよう怖ふ》《神の御み言こと葉ば》に、《アニマルアタック》──《要かなめの陣じん形けい》で三体に攻撃です。

秋雨：これなら、範囲じゃないんで、《孤独の魔眼》では単体にできないッスね。

ＧＭ：Ｄロイス「守護者ガーデイアン」の効果を宣言。一体に変更します。

墓守：そンなＤロイス持ってンのか！　「想い人オンリーユー」とかじゃねェのかよ！（笑）

ＧＭ：両方持ってますよ（笑）。

秋雨：とはいえ、三倍にならなくても倒たおせそうな気もするッスね。

アンゼリカ：達成値は、秋雨の支し援えんがあるわりには低め……29です。

ＧＭ：では、そこで《リミットリリース》《パーフェクトサクセス》──クリティカル値６で回避を試みます。【肉体】は低いですが、《アナライズ》でダイスを増ふやす。




「見えている……そう言っている！」

　開かれた瞳が、アンゼリカの放つ無数の羽根すべての動きを予知する。

　全身を斬きり裂さかれながら、羊坂は致ち命めい傷しようを回かい避ひした。




ＧＭ：出目で35！　〈回避〉技能はありませんが、ドッジ成功です。

アンゼリカ：強い……！

墓守：だが、終わりだ。




　──生あるうちは輝かがやいていろ。

　──思おもい悩なやむな。

　──人生は短く、

　──時は常つねに代だい価かを求める。




　墓守の腕で、刺青いれずみが動く──現あらわれるのは、死人の命を練り上げた、白い槍やり。

〝白き墓碑槍エピタフ〟。




墓守：組み合わせは《コンセントレイト：エグザイル》と《貪どん欲よくなる拳こぶし》だけ。ただ真っ直ぐに、槍を突つき入れるぜ。──達成値、73！

ＧＭ：喰くらいます。ダメージは……83点か。くっ……《透とう過か》で０にします！

墓守：粘ねばるねェ……。

ＧＭ：もう余裕はなさそうですが──では、第二ラウンド。




◆第二ラウンド

行動値

羊坂／尾嚙　……16

紅　　　　　……11

秋雨　　　　……11

アンゼリカ　……４

墓守　　　　……１
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ＧＭ：こちら、セットアップはなし。

墓守：俺もなしだ。侵蝕率[image: 191]％……もう一戦あるわけだしな。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。何もなければ、行動値16の羊坂さんですが。

秋雨：《生命の追い風》。ＨＰ５点消費して、緋蜂サンの行動値を５上げるッス。

ＧＭ：──では、紅の行動です。

紅：ごめんなさい、羊坂さん……でも、私は、止めるって決めたから。




　鮮せん血けつの弾丸が、色を変える。

　その軌き道どうはさらに複雑に、高速に──羊坂の〝予知〟を超えて。

「私は……ただ、未来が欲ほしかった……筐一郎、さん……」

　羊坂は、ゆっくりと、倒たおれた。




ＧＭ：──はい、その攻撃で羊坂さんは倒たおれました。戦せん闘とう終しゆう了りようです。

紅：羊坂さん……。

秋雨：尾嚙さんは、何か言います？

ＧＭ：いいえ。ただ、羊坂さんが、最期に「筐一郎さん」とだけ呟つぶやいて事切れた後……微かすかに、「トロイメライ」の音が聞こえたような、そんな気がしました。

紅：……悲しいね。

アンゼリカ：行きましょう、紅。もうすぐ、全部が終わります。

紅：うん。……行こう。──羊坂さんの目を、閉とじておきます。




　紅たちは、淡く光る、水晶の通路を進んで行く。

　後には、ひとり倒たおれた羊坂供犠。

　穏おだやかに、微笑ほほえんでいるような表情。

　そして──しばし後、見えない顎あぎとに貪むさぼられるようにして、

　羊坂供犠は、消しよう滅めつした。







◆Climax03◆世界を殺す毒




ＧＭ：では、シーンが変わります。侵しん蝕しよく率りつも上げてください。

墓守：８。……現げん在ざい、[image: 199]％だな。

秋雨：やばいッスねぇ……アタシはまあ、戦闘でそんな上がらなかったんで、[image: 160]％ッスね。

アンゼリカ：わたしはまだ[image: 149]％です。

紅：[image: 195]％！　大変だ……！

ＧＭ：──あ。

一同：？

ＧＭ：忘わすれてました。えーと、そうですね……羊坂さんの亡ぼう霊れいがこう、ぼんやりと浮うかんで──「聞こえますか……今回の……Ｅロイスは……18個こです……」と言う。

アンゼリカ：さっきの余よ韻いん台無しですよ!?（一同笑）

秋雨：そ、そんな演えん出しゆつ入れるくらいなら、普通にＧＭ発言で言えよ!!（笑）

ＧＭ：ほんとだ。じゃあ先に言っておくと18個です。〝生命の樹〟の他に、羊坂さんと尾嚙もジャームですんで、ま、色々使ってました。

墓守：Ｅロイスでだいたい90くらい下がって、自前のロイスを４つ残すと……追加振ぶりまで考えれば、[image: 250]％くらいまではいけるか？

秋雨：それは多めに見過ぎッスねえ。期待値で計算すると事じ故こるッスよ。最終話でジャームになるのは避けたいッスねえ。

ＧＭ：矢野が言うと説得力が違ちがうね（笑）。




　矢野俊策やの・しゆんさくは、プレイヤーとして参加した『リプレイ・ジェネシス』シリーズ（著ちよ・伊藤いとう・和幸かずゆき）で、盛せい大だいに事故っているのである。




ＧＭ：──さておき、キミたちは〝生命の樹〟の中を進んで行きます。ここで少し、描写を挟みます。




　羊坂供犠が消え、〝生命の樹〟は、ふたたび震え、育っていく。

　星を覆うように伸びた巨大な枝──その先に、ごくごく小さな、果実が実る。

　それは、〝生命の樹〟に取り込まれた者の願う、夢の世界。

　少年が、幼なじみを救い、共に生きていく世界。

　シスターが、想いを寄せる音楽教師と添い遂げる世界。

　実った〝林檎〟ひとつひとつが、それぞれの……理想の世界だ。




墓守：理想の世界が七〇億……か。

秋雨：尾嚙サンは、こうすることでしか、もう自分の願いは叶わないと思ったんでしょうね。

紅：……悲しいね。

秋雨：そうッスね。……傷を治療したら、進みましょう。

紅：……うん。




　秋雨が、治ち癒ゆの雨を降ふらせ──応おう急きゆう手当を行なう。

　前進を再さい開かいした一行は、不意に、開けた場所に出た。

〝生命の樹〟の中ちゆう枢すう──広場、のような場所だ。

　中央には、ひとりの少女、刻ヶ峰園果が眠っていた。

　その体からは、前と同じように半透明の〝樹〟が──今の〝生命の樹〟の、ミニチュアのような樹が生えている。




紅：園果ちゃん……。

アンゼリカ：この事じ件けんの最初から会っているのに、一度もまともに話せていないですね。

紅：うん。色々、聞いてみたかったな。

秋雨：さて、コレが〝核〟っぽいッスけど、どうしたらいいんスかね……。

墓守：とりあえずぶン殴なぐってみるか？

紅：多分、私が〝毒〟を解放すると、いいんだと思う。だから、みんな、離はなれていて。

アンゼリカ：……うーん……離れた方がいいのでしょうか。アンゼリカは多分、昔、〝毒〟のせいでひとりぼっちだった紅から、今離れることはしない、と思うんですが……。

ＧＭ：思った通りに行動して大丈夫ですよ。

アンゼリカ：なら──離れないです。一緒です。──と、言うです。

紅：アンちゃん……。

ＧＭ：──そこで、紅の体に異変が起きます。

紅：え？




　かつて、刻ヶ峰学園の地下で、〝生命の樹〟に反応したように。

　紅の中の〝毒〟が、自動的に反応している。

　巨大な〝生命の樹〟、その〝核〟に反応し──変化し──殺そうとする。




紅：……わかりました。〝毒〟を、解放します。

ＧＭ：瞬しゆん間かん──紅の足下から、薄うす緑みどりだった水晶の床に、鮮血のような紅べに色いろが広がり、一気に広がっていきます。そして、〝生命の樹〟全体が震ふるえる。




　高さ数千kmの〝生命の樹〟が震ふるえ、悶もだえる。

　体内の異い物ぶつに、〝毒〟に、反応して。




ＧＭ：そして、刻ヶ峰園果の体に重なっていた〝樹〟が、急きゆう激げきに硬こう質しつ化かし、枝えだや葉や刃や角のような形状に変化していきます──敵てき意いを感じる形けい態たいですね。

墓守：はン、わかりやすくていいや。

ＧＭ：同時に、周囲の壁かべからも、棘いばらや、槍のような枝が生えてきます。Ｅロイス《暴ぼう食しよくの胃い袋ぶくろ》を宣言。このシーンは、〝生命の樹〟の体内、という扱あつかいになります。

墓守：どンな効果だっけ？

ＧＭ：この効果中、〝生命の樹〟への攻こう撃げきのダイスにマイナス２個。それと、クリンナップごとに、１ＤのＨＰダメージを受けます。

墓守：そのくらいなら、問題ねェな。

ＧＭ：それと、このシーン内では、常に〝生命の樹〟とエンゲージしている、という扱いで構いませんし、その上で全体が〝生命の樹〟なので、同一エンゲージ攻撃不ふ可かの攻撃も、行なって構いません。

墓守：そいつはありがてェ。

ＧＭ：そして──〝生命の樹〟の敵意に反応するように、紅の体から、紅あかい霧きりのようなものが漂ただよってきます。シーン中に〝毒〟が展てん開かい。紅以外の、すべてのオーヴァードは、クリンナップに２ＤのＨＰダメージを受けます。

秋雨：毎ラウンド３Ｄか……そうなると、話が変わってくるッスね。

アンゼリカ：短期決戦でやるしかないです。

墓守：そういうこったな。──で、ハチを救うにはどうしたらいい？

アンゼリカ：まずはアレを倒すです。（ＧＭに）……で、いいですか？

ＧＭ：はい、それでＯＫです。ただ、現げん状じよう、〝奇き跡せきを起こす方法〟についての情報は、実は全部揃そろっていません。

秋雨：なるほど……これ、戦闘中に判定で調べるとか、ッスかね。

ＧＭ：そういう手もありますね。一応、戦闘後でもいいですが、その分余裕はなくなります。事前に調べる方法もあったのですが、まあ、そこにはいかなかった、ということで。

秋雨：了りよう解かいッス。恐らく、アタシの仕事でしょうね。

墓守：短期決戦だって言ってンのに、一手間増ふえちまったな。

秋雨：緋蜂サンを助けるためッスから。

紅：……ごめんなさい。でも、私、諦あきらめないって決めたから。

アンゼリカ：諦めようとしても、許ゆるさないです。──行くですよ。

ＧＭ：──では、〝生命の樹〟との戦闘になります。




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち

紅　　　　　　……11

秋雨　　　　　……11

アンゼリカ　　……４

墓守　　　　　……１[image: →]０

〝生命の樹〟　……０

[image: ]




墓守：ついに俺より遅おそい敵が出てきた！（一同笑）

秋雨：さて、何をしてくるッスかねェ。

ＧＭ：こちら、セットアップの行動はありません。

墓守：俺が《フルパワーアタック》の宣言だ。これで侵蝕率[image: 203]％。

秋雨：こっちの行動でいいんスかね？

ＧＭ：いえ、イニシアチブで割わり込こみます。《原初の灰はい：スタヴェイション》。これで、ラウンド中、ＰＣの行なうすべての判定のダイスが、マイナス15個。

一同：マイナス15個!?

墓守：おいおい、判定できねェぞ！

秋雨：タイタスを昇しよう華かして打ち消す、くらいッスかねぇ……。

ＧＭ：この間、こちらのダイスもマイナス５個。ちなみに、〝生命の樹〟は常に暴走状じよう態たいです。で、「衝動：飢き餓が」のアージエフェクトを持っているので、さらにマイナス５個。

秋雨：時間稼かせぎ……ッスか。クリンナップにダメージ来るからッスね。

紅：うう、いやらしい……。

ＧＭ：いやらしくないです、普通です、普通（笑）。では、ＰＣの行動どうぞ。

秋雨：悩なやみますが……どのみち、このラウンドは攻撃しても意味なさそうッスね。〝生命の樹〟について調べたいんですが……。

ＧＭ：では、メジャーアクションで〈知覚〉か〈知ち識しき：レネゲイド〉の判定をどうぞ。

秋雨：（考え込んで）……緋蜂サンへのロイスをタイタスにして昇華。ペナルティを打ち消すッス。それで、《オリジン：プラント》を使用して、〈知覚〉で判定──達成値16。




　周囲には濃のう密みつな〝毒〟と、〝生命の樹〟の発するレネゲイドが充じゆう満まんしている。

　感覚がかき乱される中、それでも秋雨は、ごく細い繫つながりを辿たどって、〝生命の樹〟にアクセスを試みて──情報を引き出した。




ＧＭ：では、わかります。〝生命の樹〟を倒たおした後、複製世界が崩ほう壊かいします。その後、〝生命の樹〟の力が完全に消えるまでの間に、〝生命の樹〟をコントロールすれば、ほんのわずかな時間……元の時間より前に戻もどることができます。

秋雨：ええ、鳩宮サンが、コードウェル博士から聞いた話ッスね。

ＧＭ：そうです。ただし、戻もどれるのは、ごく僅わずかな時間です。紅の死の直前──つまり、戻もどってから、紅を救う必要があります。

秋雨：つまり、ダブルクライマックスの戦闘をやって、さらに、その後に判定とかをする……って意味ッスか、それ？（一同笑）

ＧＭ：は。そういう意味でございます。

紅：まじかー……。

墓守：でもよ、ハチを殺したのは尾嚙で、その尾嚙はもう〝喰くわれた〟ろ？　ハチは、誰に殺されることになるんだ？

ＧＭ：そういった辻褄を合わせるための、いわば複製世界の残した〝世界の歪ゆがみ〟のようなもの──言ってみれば、キャラクターでなく、現げん象しようです。

アンゼリカ：具体的には、戻った後どうすればいいですか？

ＧＭ：その〝歪み〟の攻撃から、紅を守る必要があります。しかも、攻撃は一度ではなく、かつ、紅はその時点で瀕ひん死しであり、放置すると自身の〝毒〟で死にます。

紅：私、ものすごく念入りに死んでる……！（一同笑）

アンゼリカ：……そうですね（笑）。

ＧＭ：具体的に、紅を助けるために必要なリソースを提てい示じしましょう。




・秋雨の《奇き跡せきの雫しずく》

・墓守の《獣じゆう王おうの献けん身しん》

・アンゼリカの《束そく縛ばくの領域》




ＧＭ：ただし、《束縛の領域》は１シーン一回なので、この戦闘で使っても問題ないです。その代わり、それなりの達成値が必要になります。

秋雨：このリソースを残して戦闘を終えろ、ってことッスか。なかなか難なん儀ぎッスねぇ。

紅：……無理かも？

アンゼリカ：やる、と決めて、やるだけです。

秋雨：そうッスね。アタシたちはリソースを残して戦わないといけない……緋蜂サン、この戦闘では、アナタが頼たよりッスよ。

紅：……わかった。みんなが私を助けてくれるなら、私は、みんなを助けるために──全力で、戦うよ。

アンゼリカ：……はいです。

秋雨：──ちなみに、〝生命の樹〟をコントロールして、過か去こに戻るのは、アタシがやることになるッスかね？

ＧＭ：実は、秋雨に残っている微かすかなリンクでは、その操そう作さを行なうことはできません。

墓守：あン？　じゃあ、そもそもチャレンジできねェってことか？

秋雨：いや、アタシがダメでも、まだ一番深く繫がっている〝宿主〟がいるッスよ。

アンゼリカ：刻ヶ峰、園果……ですか。

ＧＭ：はい、園果ならば、その操作が可能です。ただ、現状、園果は深い眠りについており、コミュニケーションは不ふ可か能のうです。

墓守：ち、戦闘が終わってから、どうにかするしかねェのか？

ＧＭ：戦闘後にチャレンジはできます。そこで時間がかかれば、その分、紅を助ける難なん易い度どは上がるでしょう。

秋雨：なるほど……ま、了解ッス。なんとかしましょう。

ＧＭ：では、戦闘を再開しましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：あらためて、戦闘ラウンドです。秋雨の行動が終わって、続いて紅の行動──の、前に、〝生命の樹〟が《加速する刻》を宣言します。

紅：わお！

ＧＭ：《コンセントレイト：ウロボロス》《原初の赤：大地の牙きば》で攻撃です。

秋雨：妙みように少ないッスね。ダメージも少なそうッスけど……。

墓守：それに、単体攻撃か？

ＧＭ：おっと、《神速の鼓こ動どう》でシーン攻撃にします。これは喰らったジャームから得たもの、という設せつ定てい。そういうのいっぱい持ってます。

紅：ずるい……！（笑）

秋雨：とりあえず、喰くらってみますか。本命の攻撃じゃなさそうだ。

ＧＭ：では──ダイスが減へっていて７個ですが、よく回ったな、達たつ成せい値ち37。

一同：命中！

ＧＭ：ダメージは16点です。

紅：あれ、大丈夫だ。倒たおれないよ？

アンゼリカ：わたしもです。というか、誰も倒れないですね。

墓守：なンだこりゃ、蚊かに刺さされたみてェだな。

ＧＭ：とはいえ、ダメージは受けましたね？　では、《円えん環かん螺ら旋せん》を使用。以後、〝生命の樹〟の装そう甲こう値＋18です。

墓守：攻撃するたびに強くなっていくタイプか……！




　硬こう質しつ化かした枝が、紅たちを斬きり裂さく。

　傷は浅いが──枝は、その動きから学んだように、あるいは紅たちから力を〝喰くった〟ように、さらに鋭するどく、異形へと変へん貌ぼうしていく。




紅：《サポートデバイス》使います！　これでダイス＋12個！

墓守：12個はすげェな。ペナルティがほとんど関係ねェ。

秋雨：アタシも《援護の風》を。ダイス＋７個ッス。

紅：ＨＰが減ってるから、《聖せいなる血槍》は使えない……。《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《赫あかき弾たま》《ブラッドバーン》その他いろいろで攻撃！　達成値43！

ＧＭ：こちらは暴走状態なので回避できません。ダメージどうぞ。

紅：──95点！　装甲値無視です！

ＧＭ：せっかく装甲値上げたのになぁ……（笑）。では、エグザイルのアージエフェクト《異形の捕ほ食しよく者しや》を使用。ダメージを８Ｄ軽けい減げんします……44点軽減。そして、このシーン中、攻こう撃げき力りよくに、今軽減した44点をプラスします。

墓守：おいおいおいおい！　とンでもねェな！

ＧＭ：さらに、《レネゲイドアブソーブ》を宣言。ダメージを受けたことをトリガーに、《喰らわれし贄にえ》を使用。攻撃のダメージがさらに＋18。

アンゼリカ：合計で……62点、ですか。

紅：さっきまで弱かったのに！




　続いて、アンゼリカの行動となる。

　アンゼリカはダイスペナルティのせいで攻撃不可能な状態であったが、侵蝕率に余よ裕ゆうがあることから、玉野椿たまの・つばきのロイスをタイタスにして昇華、ペナルティを打ち消す。




アンゼリカ：もう、遠い昔のように思えるですが、訓練所での、玉野教官の言葉が浮かんだりするです……。




「鳩宮は、誰か、守りたい人がいれば、すごく強くなれると思うよ」

　優ゆう秀しゆうな成せい績せきで課題をクリアし続けていたアンゼリカに、椿はそう言った。

　今まで忘れていたけれど──確たしかに、そうなのだろう。




アンゼリカ：《絶対の恐怖》《神の御言葉》《アニマルアタック》その他で──達成値15……は、あんまりなので、《妖よう精せいの手》で振ふり足して、達成値39になったです。ダメージは82点。




　羽根が舞まう。水すい晶しようの〝枝〟に羽根が張はり付つき──次の瞬間、砕くだけ散ちる。

〝生命の樹〟は、無音で、しかし苦く悶もんするように枝を蠢うごめかせた。




墓守：俺の番か……だが、ダイスペナルティで、攻撃しても自動失敗だな。タイタスで打ち消す……しかねェか？

秋雨：侵蝕率が危あぶないッスね。それより、墓守サン、ちょっと、変なことお願いしていいッスかね。その行動使って、ある人に連れん絡らく取って欲ほしいんスけど。

墓守：はァ？　この、戦闘の最中にか？

秋雨：ええ……できますかね、ＧＭ。

ＧＭ：ここ、電波届とどくのかなぁ（一同笑）。

墓守：あー……ＦＨの無線機でネズミに連絡取って、ネズミは自分の能力でネットワークにアクセスして……とかなら、できるか？

ＧＭ：ああ、いいでしょう。ネズミはそういうエフェクト持ってますしね。

墓守：じゃ、やってもいいぜ。誰に連絡しろってんだ、オッサン。

秋雨：それは──。




〝生命の樹〟、洞どう窟くつへの入り口。

　残された珠樹たちは、ジャームの群れを相手に奮ふん闘とうしていた。

　現在は、宇津木が造つくり出だした〝魔眼〟に全員で乗って、できるだけ安全な場所を確かく保ほし、伊武とネズミの認にん識しき能力で攻撃を察知し、珠樹の〝魔眼〟で跳はね返かえす──という戦せん術じゆつで、粘ねばっていた。

　そこで、ネズミの無線が鳴る。

「あれ？　……あ、マスター！　だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？　え、連絡？　地上に？」

　ネズミは、話しながら空中を指でタッチ。光の格子グリツドがキーボードのように反応し、周囲を支援する。

「で、できますけど……あ、はい。わかりました、やります！」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：了解しました。では、その結果は後ほど、ということで──ラウンドの最後、〝生命の樹〟が攻撃します。今度は《砂すなの刃やいば》、《ギガノトランス》を組み合わせてシーン攻撃。

墓守：ありとあらゆるシーン攻撃を持ってそうだな、コイツ。

ＧＭ：達成値は低いな……24。

アンゼリカ：それなら、《スモールワールド》で達成値をマイナス25するです。

ＧＭ：げ、では……失敗。




　水晶の床が、突とつ如じよとして微び細さいな砂になり、紅たちを襲おそう。

　だが──羽根が舞まい、砂を散らす。

「体内であっても、ここはわたしの〝領域〟──ほんの、〝天使のお遊ゆう戯ぎ〟です」

　周囲に白い羽根を舞まわせて、アンゼリカはそう言った。




ＧＭ：では、クリンナップ。紅は１Ｄ、他のＰＣは３Ｄのダメージを受けてください。

秋雨：マズイっすね、アタシはこれで……やっぱり倒たおれました。仕方ない、墓守サンへのロイスをタイタスにして起き上がります。残りロイスはみっつ。

アンゼリカ：私も倒れるです。……墓守のロイスをタイタスにして昇華。

墓守：お前ェら……（笑）。俺はまだピンピンしてるぜ。残りＨＰは[image: 110]点。

紅：私は５点受けて……まだ立ってます！

ＧＭ：了解です。〝生命の樹〟も〝毒〟のダメージを受けます……10点。では、第二ラウンドへ。




◆第二ラウンド

行動値

〝生命の樹〟　……０[image: →]20

紅　　　　　　……11

秋雨　　　　　……11

ジャーム　　　……８

アンゼリカ　　……４

墓守　　　　　……１[image: →]０

[image: ]




ＧＭ：セットアップ。〝生命の樹〟は《原初の黄：加速装そう置ち》で行動値20に。さらに──周囲の壁から、水晶の獣けもののような、ジャームが現あらわれます。

アンゼリカ：ここで増ぞう援えん……ですか。

墓守：《フルパワーアタック》だ。ちっ、こりゃ、このラウンドで終わらせないと無理だぜ。

秋雨：そういう感じッスねえ。

紅：うう……やるしかない。よね。

ＧＭ：それでは、最初の行動は〝生命の樹〟──の前に、割わり込こんで《加速する刻》。

墓守：連続攻撃する気かよ！

ＧＭ：オートアクションで《帰き還かんの声》。自分の《神速の鼓こ動どう》の使用回数を回復します。そして、《原初の赤：大地の牙きば》で攻撃、シーン攻撃です。

秋雨：シーン攻撃ばっかりッスねぇ。

墓守：最初から《サイレンの魔ま女じよ》でも使ってろって感じだな（笑）。

ＧＭ：イメージとか色々あるんですよ（笑）。──おっと、ダイス目が振ふるわないな……とはいえ達成値32。

アンゼリカ：《束縛の領域》です！




　床から、墓守の槍やりを模もしたような、水晶の槍が次々と出現し、襲おそいかかる。

　アンゼリカの羽根が妨ぼう害がいするも、それを貫つらぬいて──。




アンゼリカ：達成値22、足りない……！　でも、《妖精の手》です！　ダイスひとつ10にして振り足し──よし、41！




　槍が貫いた先には、やはり誰もいない。

　羽根が舞う。直ちよく接せつ的てきな妨害ではなく、感覚の攪かく乱らん。

　肩かたで息をしつつ、アンゼリカは園果に重なった〝樹〟を睨にらむ。

「やらせは……しない、です」

　だが──アンゼリカの力も、もはや限げん界かいが近かった。




ＧＭ：しかし、続けて〝生命の樹〟の、本来の行動。秋雨は《生命の追い風》とかします？

秋雨：……いや、今使っても意味がないッス。攻撃どうぞ。

ＧＭ：〝生命の樹〟は、ふたたび砂を操あやつって攻撃。《拡かく散さんする世界》でシーン攻撃にします。これは、代だい償しようにＨＰが20点減る。

墓守：なるほど、徐々に代償のあるエフェクトになるのか。

ＧＭ：そういうことです──全員に、達成値45で攻撃！




　この攻撃は全員に命中。

　しかし、墓守は《復ふく讐しゆうの刃やいば》で反撃、装甲値こそ有効なものの、70点のダメージを叩たたき出す。同時に秋雨を庇かばい、二倍ダメージを受ける。

　秋雨が《波は紋もんの方ほう陣じん》で軽減するが、わずかに足りず、墓守は戦せん闘とう不ふ能のう。タイタスを昇華して復ふつ活かつする。

　同じく攻撃を受けて倒れた紅、アンゼリカもタイタスで復帰する。




墓守：ふゥ……侵蝕率[image: 216]％。まだまだ！

秋雨：アタシの番ですね──回復と《狂きよう戦せん士し》を全員に！

紅：ありがとう秋雨さん！　全ぜん快かいした！

秋雨：回復しておかないと、ＨＰ代償の《聖なる血槍》使えないッスからねえ。

ＧＭ：では、回復直後を狙いまして──《加速する刻Ⅱ》。

一同：鬼おにか!?

ＧＭ：《原初の赤：大地の牙》《混こん色しよくの氾はん濫らん》、《世界を喰くらうもの》でシーン攻撃に！

秋雨：くっ……まだあったか！　さすがにキツい！

墓守：この後に、１シーン登場と《獣王の献身》を使うことを考えると……俺ァ、これで倒たおれたらもう起き上がれねェ、オッサンを庇かばっておくか？

秋雨：……（しばらく考えて）いえ、鳩宮サンを庇ってください。

墓守：シロを？　……まァいい、わかった。

ＧＭ：墓守はアンゼリカを《崩くずれずの群れ》でカバーリングですね。

墓守：あァ、侵蝕率が厳きびしいンでな、コイツが最後の攻撃だ──《復讐の刃》。65点。

ＧＭ：いたた……しかし、墓守と秋雨は戦闘不能ですね。

秋雨：さすがにこれ以上はロイスを減らせないッスね。倒れたままッス。

墓守：あァ、俺もここで打ち止めだ。後は任せたぜ……。




〝生命の樹〟の攻撃で、秋雨が、そしてアンゼリカを庇って墓守が倒れる。

　残った紅にも、水晶の牙が向かい──。




アンゼリカ：紅へのダメージは、わたしが、紅への固定ロイスを昇華して防ふせぐです。属ぞく性せいはホワイト──紅へのダメージを０にするです。

紅：ありがとう、アンちゃん……！

墓守：まだ、相手の復活エフェクトも使わせてねェからな……。




　侵蝕率が比ひ較かく的てき低いとはいえ、残りロイス数から、アンゼリカも余裕はない。

　そして紅の行動──。




紅：《サポートデバイス》！　その後で、マイナーで《聖なる血槍》。ＨＰを30点消費して、ダメージに＋30！

秋雨：侵蝕率[image: 220]％超えてるッスか……！

紅：うん。範囲攻撃……でも、ジャーム全部は倒たおせない……。

墓守：ここで雑ざ魚こを落とさねェとヤバイぞ。やっぱり、立っておくべきだったか……？

アンゼリカ：大丈夫です。わたしが紅の攻撃を拡かく大だいするです。

紅：そっか！　ありがと、アンちゃん！　じゃあ──全力で攻撃！

アンゼリカ：墓守に庇ってもらったので、代償が払はらえる──ＨＰを20点消費して、《拡散する世界》を使うです。紅の攻撃をシーン攻撃に！




　紅い弾だん丸がんと、白い羽根が交差し、銃じゆう声せいが響ひびく。

　弾丸は数多に分ぶん裂れつし──生命の樹と、ジャームの群れに命中した。




アンゼリカ：さらに《力の法則》！　35点追加です。

紅：合計が……[image: 181]点！

ＧＭ：[image: 181]……マジで？（笑）

墓守：すげェな、さすがに、俺も一いち撃げきで死ぬわそれ（笑）。

ＧＭ：──ジャームは当然、一瞬で全ぜん滅めつ。そして、まだ余裕があるつもりだった〝生命の樹〟も、倒たおれます！

紅：やった……!?

ＧＭ：が──《アクア・ウィターエ》で復活。ＨＰは60点です。

紅：だめだった──────っ！

墓守：「やったか？」とか言うから（笑）。

アンゼリカ：心配いらないです。わたしが……終わらせるです！




　墓守も、秋雨も倒れ。

　満まん身しん創そう痍いのふたりは、手を繫つなぎ──〝生命の樹〟を見つめる。




アンゼリカ：紅……力を下さいです。

紅：私、なんにもできないけど──アンちゃんを、信じてる。

アンゼリカ：この後、まだ、紅を救わなければならないです。こんなところで……終わりではないです。《絶対の恐怖》《神の御言葉》──これは〝天使のお遊戯〟です。




　羽根が舞う。

〝生命の樹〟を覆い、〝樹〟の発する光に灼やかれ──だが、数多の羽根が、次々と。

　天使のように白い羽根が舞い──そして。




ＧＭ：ダメージは……91点ですね。では──それで倒れます。




〝生命の樹〟は、砕くだけ散ちった。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──さて、クライマックスはまだ終わりません。〝生命の樹〟が砕け、周囲も全体に亀き裂れつが走っていきますが、その時──刻ヶ峰園果が、目を開きます。

紅：起きた！

ＧＭ：あ、戦闘終了とともに、墓守と秋雨は戦闘不能から回復して構いません。──で、園果はキミたちを向いて、言います。「……姫ひめ子こに、起こされたよ」




　秋雨の提てい案あんで、墓守が連絡した相手──眠ねむ木き姫子。

　彼かの女じよの能力は、他人の夢の中で行動すること。




　　　　＊　＊　＊




「園果を起こして、頼めばいいんだね。うん、わかったよ」

　ネズミ──根津という生徒からの電話に、眠木姫子はそう答える。

　自室。窓の外には、止まった街と、巨大な樹。

　今眠れば、次はもう、目覚めないかもしれない。

　けれど、夢の中なら、自分はどこにでも行ける。

「園果、十年ぶりの再会なのに悪いけど、叩き起こすよ。あたしも、少しは役に立ちたいからさ。……先生だから、ね」

　そう、呟いて、眠木姫子は目を閉じた。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：「頼たのまれたんだ、〝生徒を助けたい〟って。姫子は……いい先生になったんだね」

紅：うん。眠木先生は、いい先生だよ。

アンゼリカ：……お願いがあるです。今、この〝生命の樹〟にまだ力があるうちに──。

ＧＭ：「うん、わかってる……これが、罪つみ滅ほろぼしになるとは思わないけど、でも、手伝うよ。だってこれは全部、私と、尾嚙くんが始めたことだから」




　刻ヶ峰園果──親友を救うため、十年間眠り続けた少女。

　崩壊する〝生命の樹〟の──崩壊する世界の中で、彼女は、悲しげに、微笑んだ。




ＧＭ：園果は、アンゼリカに視し線せんを向けます。「……あなたは、友達を生き返らせようと思ったことを──〝ループ〟を起こしたことを、後悔している？」

アンゼリカ：したことは……あります。今は……わかりません。

ＧＭ：「私はね、自分の願いが、子こ供どもっぽい願いだったと思う。……子供っぽい願いで、だから、他に、いろんな人を犠ぎ牲せいにしてしまったんだと、思う」

アンゼリカ：……わたしも、そう、思っています。

紅：アンちゃん……。

ＧＭ：「うん。でもね──」




　世界が崩ほう壊かいしていく。

　すべてが戻る。リセットさせる。

　偽にせ物ものの世界は、偽物の世界のまま──消えていく。

「子供っぽい願いで、とても後悔しているけど──それでも、私はどうしても、親友を助けたかった。尾嚙くんも、同じ気持ちだったと思う」

「……わたしもです」

「だからね、私たちは間ま違ちがえてしまったけど、でも、ひとつくらいは──たったひとつくらいは、子供じみた願いが叶かなう、奇き跡せきが起こってもいいって……そう、思うんだ」

　そう、囁ささやくように言って──刻ヶ峰園果は、微笑んだ。

　起き上がった園果の手には、小さな〝林檎りんご〟が乗っていた。

　ごく小さな、透き通った──紅い、果実。




ＧＭ：「私があなたたちにあげられるのは、ほんの一秒。その子が本当に死んでしまうまでの一秒で、運命を変えなければならない」

アンゼリカ：……はい。

秋雨：なんとも、忙いそがしい話ッスねぇ。

墓守：最初は三日、一ヶ月、一年……どンどン長くなって、十年も戻っちまったが、最後は──たったの一秒か。

秋雨：それでも、奇跡の一秒ッスよ。……やれやれ、これからまた、一仕事ッスか。

紅：アンちゃん、秋雨さん……お墓くん。私……。

アンゼリカ：待っていて、くださいです。

紅：私、みんなのこと信じてる。……でも、もし最悪の結果になっても、後こう悔かいしないよ。私は、人を救うためにスパイになったんだもん。

一同：……。

紅：だから、ありがとう、みんな。

一同：……。

紅：ってこれじゃ、私、死ぬ気満々みたいじゃない!?　死なないよ！（一同笑）

アンゼリカ：（笑って）じゃあ、紅の頰を、ビンタします。

紅：はう……いたい♡

アンゼリカ：またあとで、です。戻って来たら──学園祭を、一緒に回るです。




　紅は、驚いたように、アンゼリカを見て……それから、

　満面の笑みで頷うなずいた。

「うん、きっと。約束だね！」




〝林檎〟が、紅あかく、淡あわく、輝かがやいた。

　そして、世界は光につつまれ──戻っていく。
















◆Climax04◆緋蜂紅




　刻ヶ峰学園。

　夜。新しん校こう舎しや──学園祭前夜。

　学園祭を明日に控ひかえ、校内には多くの生徒が泊とまり込こんで、

　けれど、その時──深夜０時のその瞬間は、

　不思議と学園中が静まりかえっていた。




ＧＭ：──では、アンゼリカ、墓守、秋雨。キミたちが気がつくと、そこは夜の校舎です。なお、登場の侵蝕率は上げなくて構いません。

墓守：ソイツは助かるな！

ＧＭ：ラウンド中に行動を使って眠木先生に連絡を取った……という行動の、報ほう酬しゆうみたいなものだと思ってください。ま、この状じよう況きようは色々特とく殊しゆですしね。

秋雨：実じつ際さい、すごくありがたいッスね。

ＧＭ：キミたちの目の前には、血にまみれて倒れた紅と、その眼前の──正体のよくわからない、影のような存在がいます。

アンゼリカ：これが……世界の、歪ゆがみ。

ＧＭ：その名の通り、空間が歪んで、見ている間にも揺ゆれ動うごいているような、不定形の影です。そして、その〝歪み〟が──紅に、腕を振ふり下おろす。

墓守：《獣じゆう王おうの献けん身しん》だ。俺が代わりに受ける。

ＧＭ：はい。攻撃は、《爪そう剣けん》《吼ほえ猛たける爪つめ》──ま、尾嚙が過去に使ったのと、同じコンボです。で、この攻撃は《死神の爪》でリアクション不可。

墓守：問題ねェよ。




　空間が歪み、因いん果がを斬きり裂さく。

　実体のないような、その攻撃を──墓守は、平然と腕で受け止める。

　刺青が蠢うごめき、硬質な音が響ひびいた。

「俺は不死身なンでね、亡ぼう霊れいの攻撃なンざ、効ききゃしねェよ」




ＧＭ：倒れている紅は、すでにひどく傷きずついて、瀕ひん死しの状態です。〝歪み〟にやられた傷、というよりは、自身の〝毒〟で衰すい弱じやくしているような感じですね。

秋雨：《奇き跡せきの雫しずく》を使用するッスよ。




　夜の学園、廊ろう下か。そこに──雨が降る。

　淡く煌きらめいて、優やさしく落ちる、そんな雨。

　雨う滴てきを受けて、紅の頰に、血の色が戻っていく。

「応急処しよ置ちですが、〝毒〟を止めました。後は、専せん門もんの人間に見てもらう方がいいッスね」

　秋雨は飄ひよう々ひようと、そう呟つぶやく。




ＧＭ：順番に描びよう写しやしているので、ゆっくりしているみたいですが、これ全部一瞬で、同時に起こってると思ってください──では最後、〝歪み〟が、もう一撃を紅に放ちます。

アンゼリカ：（息を吸って）──《束縛の領域》で、止めるです。

ＧＭ：はい。こちらの達成値は、固定で40です。

アンゼリカ：《コンセントレイト：オルクス》《束縛の領域》、ダイスが11個──。

秋雨：《援護の風》で＋７個。ダイス18個でクリティカル値７ッスね。

アンゼリカ：技能は８なのでダイス目で32以上……低い！　15！

墓守：うおっ、失敗か!?

アンゼリカ：いえ、まだ《妖精の手》が使えるです、振り足して──26……っ！

ＧＭ：６、足りない。

紅：…………っ！




〝歪み〟が空間を斬り裂いていく。

　実体のない、因果の刃。

　食い止めるために舞う羽根をすり抜ぬけ──刃が迫る。




アンゼリカ：……まだです！　秋雨！

秋雨：ええ。「記憶探索者メモリダイバー」で、鳩宮サンの、緋蜂サンへのロイスを復活させるッス。




　だが──羽根は舞う。天使のように白く。天使のように煌めいて。




アンゼリカ：紅のロイスをタイタスに！　昇華して達成値を１Ｄ上昇させるです。

墓守：ネズミを助ける時にも使った手だ。どうだ──!?

アンゼリカ：────っ！




　そして────────。







　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆墓ぼ前ぜんにて




　五月──。

　初夏にもかかわらず、まるで真夏のような日差しだった。

　鳩はと宮みやアンゼリカは、それを不ふ快かいに思ったが、表ひよう情じようには出さない。

　眩まぶしい陽光の下、アンゼリカは、黒こく衣い──喪服に身を包んでいる。

　無言で。表情もなく、ただ立っている。

　墓ぼ地ちである。

　アンゼリカの目の前には、真新しい墓ぼ碑ひ。

　しばし、無言で墓碑を眺ながめてから、アンゼリカは柄ひ杓しやくを手にし、

　側に置かれた桶おけから水を汲くんで、墓碑に流した。

　数度──それを繰くり返かえして、

「……謝あやまったりは、しないです」

　と、アンゼリカは小さく、呟つぶやく。

　そしてまた、無言。

　線せん香こうの煙けむりが、ゆっくりと流れていた。




「アンちゃ────────────んっ!!」

　元気のいい、大きな声。

　アンゼリカは溜ため息いきひとつ。

「……場ば所しよ柄がらを、弁わきまえるといいのです」

　そして、仏ぶつ頂ちよう面づらで振ふり向く。

「遅おそいです紅」

「ごめんね、アンちゃん！」

　そしてふたりは、墓碑に向き直る──刻きざまれた名は、刻ヶ峰園果ときがみね・そのか。




紅：園果ちゃんの体は、もう何年も前に死んでた……って、秋雨さんが。

アンゼリカ：……そうですか。




　真新しい、刻ヶ峰園果の墓碑の隣となりには、やや古びた、役守奏やくもり・かなでの墓碑が。

　そして、それを挟はさむように──尾嚙筐一郎おがみ・きよういちろうの名が刻まれた、真新しい墓碑。




紅：三人、並ならんで……嬉うれしいかな？

アンゼリカ：さあ……死者の気持ちは、わかりません。

紅：もう！　きっと嬉しいよ！

アンゼリカ：……ところで紅は、なぜ、全身びしょ濡れなのですか？

紅：なんか、桶？　を持ってたら、転んで、ちょうどいい感じに……こう。

アンゼリカ：ちょうどいい、というのは、そういう使い方はしないです。




　そしてふたりは、並んで、手を合わせる。

　ふたたび──沈ちん黙もく。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：ダイス目は──９。達成値43、成功です。

アンゼリカ：…………はぁ……。

墓はか守もり：すげェ溜息だな（笑）。さすがにシロも緊きん張ちようしたか。

アンゼリカ：別に……してないです。──思いっきり汗あせかいてますけど（笑）。

紅：私わたし……。

アンゼリカ：助かったです。紅は、死ななかったです。

紅：私……アンちゃん、本当に……！

アンゼリカ：ええ……。本当に……。




「「よかった」」




　──そうして、事じ件けんは終わった。

〝ループ〟が終わり、複ふく製せい世界が消しよう滅めつして。

　皆みな、それぞれの日にち常じように戻もどってきた。

　──戻もどらなかった者もいる。

　ジャーム化して〝喰くわれた〟者は、戻らなかった。その数は、けして少なくない。

　保持者キーパーとなり、矛む盾じゆんする記き憶おくに混こん乱らんする者もいた。

　それでも、多くの人々にとっての〝日常〟は、確かに戻って来た。

　世界は、救われたのだ──人知れず。




　珠たま樹き、伊い武ぶ、宇う津つ木ぎ、それにネズミも、複製世界の消滅と共に学園に戻った。

　伊武いわく、ジャームに囲まれて危き機き一いつ髪ぱつの状じよう況きようだったという。

　珠樹は「まだ余よ裕ゆうはあった」と、主しゆ張ちようしてから……ばつが悪そうな顔をしていた。

　宇津木は笑っていた。

　ネズミ、そして墓守は、事件が終わるとすぐ姿すがたを消した。秋雨も、刻ヶ峰市を離れた。

　残ったのは、もとのふたり──紅と、アンゼリカ。




　　　　＊　＊　＊




紅：そうだ、私、お供そなえ持ってきたんだよ♡

アンゼリカ：お供え、ですか？

紅：うん。林檎りんごでしょ、バナナでしょ、後は……野球のボール！　三人だから、一個こずつ置いてあげるね♡

アンゼリカ：お、おう……（笑）。

ＧＭ：青空に園果が浮うかび「私、別に野球好きじゃないけど」と言います（一同笑）。




　　　　＊　＊　＊




　羊坂供犠ひつじざか・くぎの死体は発見されなかった。

　生徒会長、ソフィア・Ｌ・コードウェルは、謎なぞの失しつ踪そうを遂とげた。

　彼かれらがどうなったのか……消滅したのか、どこかで死んでいるのか、

　それは、分からない。

　紅とアンゼリカの報ほう告こくを受け、刻ヶ峰市には、ＵＧＮの処しよ理り部隊が入った。レネゲイド濃のう度どの観かん測そく、〝生命の樹〟の痕こん跡せき、そして新たに生まれたオーヴァードとジャームの対たい処しよ。

　新しん支し部ぶ長ちようの珠樹は、本部との折せつ衝しよう（というより使いっ走り）に忙ぼう殺さつされている……というのは、伊武と共に、ＵＧＮの預あずかりになった宇津木ちゃんの話だ。

　支部長職について、当初、珠樹は、自分には向いていない、と固辞したものの、秋雨がさっさと逃にげ出だしたことで、諦あきらめたようだ。

　眠木姫子は昏睡状態から目覚めなかったが、ＵＧＮで保護され、今後は眠ったまま、夢を移動するエージェントとして活動することになった。




　　　　＊　＊　＊




　紅は、しばらくして、合わせていた手を下ろし、微笑ほほえんだ。




紅：園果ちゃん、ありがとう。奏ちゃん、尾嚙さん……私は、生きることになりました。……ちがうか、生きることができました？　う～ん……とにかく、元気です！

アンゼリカ：……そうですね。

紅：残念だったのは、学園祭は、アンちゃんとは一いつ緒しよに行けなかったんです！

アンゼリカ：当たり前です。秋雨が応おう急きゆう処しよ置ちをしたとはいえ、あのまま放置していたら、いつまた〝毒〟が周囲に拡散するかわからなかったのですから。

紅：行きたかったな……学園祭。アンちゃんと。

アンゼリカ：……そうですね。

紅：でも、私たちは生きているから……また、今度があるもんね。

アンゼリカ：……そうですね。




　しばらく真面目な顔で墓前に立ってから、紅はアンゼリカを向き、笑う。




紅：そろそろ行こ？　ダディもマミィも、幸子も、アンちゃんに会うの楽しみにしてるよ！

アンゼリカ：……その、幸子には、わたしはあまり会いたくないのですけど。

紅：どうして？　絶ぜつ対たい驚おどろくよ、そっくりなんだから！

アンゼリカ：もしも本当にそっくりだとしても、自分とそっくりなフランス人形なんて、見たくないです（一同笑）。

紅：かわいいんだから～！　ね、いこ！




　紅は、強引にアンゼリカの手を引く。

　アンゼリカは溜息をついて、それでも、おとなしく従って、歩き出す。




　五月──。

　初夏にもかかわらず、まるで真夏のような日差しだった。

　緋蜂紅ひばち・くれないは、その日差しを浴びて、向日葵ひまわりのように笑う。

　学園祭は行けなかったけれど、これから、楽しいことはたくさんあるのだ。

　ピクニックに海水浴、キャンプに肝きも試だめし。

　きっと、アンゼリカはどれも初体験だろう。

　仏頂面をして、でも、楽しんでくれるに違ちがいない。




　墓地から去る前に、紅は三つ並んだ墓を振ふり向き、呟く。

「また来るね。それまで──またね」

　返事のように、空耳のように、微かすかにピアノの音がした──気がした。







◆Ending02◆ヤリネズミのジレンマ




　墓守清正は、その日何度目かの溜息をついた。

　夜。繁はん華か街がい。暗い路地。

　初夏だというのにまるで熱帯夜で、アスファルトから熱気が立ち上る。そのことも、墓守の苛いら立だちに拍はく車しやをかけていた。

　狭せまい路地に積み上げられたゴミバケツを乱暴に蹴け飛とばし、墓守は歩く。

　少しして、背はい後ごで──「あいたっ！」という声と、盛せい大だいに転ぶ音がした。




墓守：……はァ。振ふり向かずに、言うぜ。──いつまでついてくる気だ。

ＧＭ：「じ、自分は、マスターの……その、部下、ですから」とネズミ。

墓守：ＵＧＮに行けっつったろうがよ。お前ェのことは、ハチにもシロにも、しっかり頼たのンであンだ。心配はいらねェよ。

ＧＭ：「で、でも、自分は……」

墓守：お前ェはＦＨにゃ向いてねェんだ。さっさとＵＧＮに入っちまえ。

ＧＭ：「じゃ、じゃあ……あの、マスターも……一緒に」

墓守：はァ？　なンで俺おれが、お上品なＵＧＮなンぞに入らなきゃならねェんだよ！




　墓守は、面めん倒どうになり、会話を打ち切って歩き出す。

〝生命の樹〟が消滅し、〝現げん実じつ〟に戻って来てから、ずっとこうだ。

　本当は、ネズミのことはおいていくつもりだった──そうすれば、あのお節せつ介かいなＵＧＮの連中が、面倒を見るはずだと思ったからだ。

　だが、変なところで鋭するどいのか──あるいはあの使い魔まみてェなネズミを俺に張はり付つけてたのか……いや、そンなことはねェか──ネズミは墓守を追ってきてしまった。

　どういう理り屈くつかはわからないが、ネズミの中の〝マスターマインド〟、天船巴あまふね・ともえの分身は、消滅したままらしい。あの神父は気に食わないが、信用はできる。

　だから、もうお前は自由だ──と、何度も言ったが、この馬ば鹿かには理り解かいできないらしい。




墓守：……延えん々えん歩くぜ。

ＧＭ：延々、後ろから足音がついてきます。あ、一いち応おう、音は殺してるっぽいです（笑）。

墓守：ああああァ！　もう面倒くせェなァ！

ＧＭ：「ひっ！」ガタガタガタ、ガラッシャン！　と、背後から声と音。

墓守：ネズミ……いい加か減げんにしろよ。俺は、お前ェを連れていく気はねェって言ってンだ。

ＧＭ：ひっくりかえったゴミ箱の蓋ふたをかぶったネズミが、「う、うう……自分が、マスターの足手まといだからですか……？」。

墓守：……そうじゃねェよ。お前ェは、お前ェなりに有能だ。自分で思ってるよりな。

ＧＭ：「だ、だったら、自分、マスターのお役に立ちます！」

墓守：だからよ、お前ェを連れていくと──。

ＧＭ：「なんですか？　自分を連れていくと……でも、役に立つんですよね？　足手まといになる以外に、何か問題がありますか？　なっ、直します！　すぐ直します！」

墓守：いや、別に問題もねェけどよ……。

ＧＭ：すると、ネズミは真まっ青さおになって、プルプル震ふるえ出します。「も、もしかして……マスターは自分のことがき、嫌きらい……だとか」

墓守：別に嫌いでもねェよ。

ＧＭ：「じゃあ……」きょとん、とした顔で、ネズミは墓守を見る。「連れていってくれても、いいんじゃないですか……？」

墓守：……うぐ。

秋雨：このひと、「うぐ」って言いましたよ（一同笑）。

紅：素す直なおじゃない♡




「……はァ」

　墓守は、天を仰あおいで、溜息をついた。

　どうせ、ここで撒まいても、あの使い魔の鼠ねずみやら、ネットワークやらで調べて、ついてくるのだろう。情じよう報ほう収しゆう集しゆうや追つい跡せきにかけては、自分よりよほど優ゆう秀しゆうだ。

　それに、連れて行きたくない──その気持ちの理由も、実のところ、墓守自身、よくわかっていなかった。

「……わかった、わかったよ。勝手にしろ」

「本当ですか！　あ、ありがとうございます、マスター！」

「だがな、条じよう件けんがある、まず、おどおどすンな、それからマスターと呼よぶな、あと──」

「はい、マスター！」

「だからァ……！」

　そして──ふたりは、嚙かみ合あわない会話を続けながら、歩いて行く。

「ま、墓にゃ、鼠がつきもの……か」

　都市の喧けん噪そう、その陰かげに。彼らにとっての、日常へと。







◆Ending03◆探たん索さく者




　急いで身を隠かくした結果、私し室しつに、いくつかの資し料りようを忘れていた。

　篠月秋雨しのつき・あきさめは、深夜の刻ヶ峰学園に潜せん入にゆうし、暗い教会の中を進み、私室へと入る。

　真まっ暗くらな部屋。電気をつけると──おでこが、眩まぶしく光った。




アンゼリカ：おでこが……（笑）。

秋雨：（溜息）……加か賀が美みサン、何してるんスか？

ＧＭ：「秋雨さんが戻ってくるんじゃないかな……と思ったりして、その……」

秋雨：アナタ、アタシにそんな懐なついてましたっけ？（一同笑）

ＧＭ：「そうでもないですけど、尾嚙さんも、羊坂さんも、もういなくて……私は一体、どうしたらいいのか……」

墓守：コイツ、まるで成長していないぞ……！（笑）

秋雨：加賀美サンはもう、立りつ派ぱな支し部ぶ長ちようッスよ。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。

紅：てきとう～……（笑）。

秋雨：それに、別にアタシもＵＧＮからいなくなるワケじゃないし、まあ、なにか困こまったら連れん絡らくしてくださいよ。

墓守：連絡してとは言ったが、手伝うとは言っていない（笑）。

秋雨：わざとに決まってるでしょうが（笑）。

ＧＭ：「……あれ？」珠樹は不思議そうな顔をします。「秋雨さん、ＵＧＮやめるんじゃなかったんですか？」

秋雨：アタシは別に、そんなことは一回も言ってないッスよ。

ＧＭ：「で、でも、思いっきりＵＧＮを裏うら切ぎって、命令違い反はんをして……はっ！　まさか、残っていて証しよう言げんできる私を始末するために、今戻って来た……？」

墓守：伊武かお前ェは！（一同笑）

アンゼリカ：仲良くなったんで、伝う染つったんじゃないですか（笑）。

秋雨：命令違反？　さて、当時の支部長ふたりが、思いっきりＵＧＮから離り反はんしてるんスから。その命令に従したがわなくても、アタシが罰ばつを受けるいわれはないッスねぇ（笑）。

ＧＭ：「げ、げげえ……この人、裏切ったことをなかったことにしようとしてる!?」

秋雨：はっはっは、なんのことやら（一同笑）。




　軽口を叩たたきながら、秋雨は資料をまとめ、鞄かばんにしまう。

　そして、ふと気づいたように、神父服を脱ぬぎ、普ふ通つうのジャケットに着替がえる。




ＧＭ：急に脱ぐんで、珠樹ちょっとドキドキしてますよ（一同笑）。

秋雨：いや、もう神父の格かつ好こうする必要もないッスから、それだけッスよ。

ＧＭ：じゃあ、目を閉とじて体を硬かたくしていた珠樹が、複雑な顔で目をあけます（笑）。

秋雨：……じゃ、アタシはもう行きますよ。

ＧＭ：「まだ……妹さんを救う方法を、探さがし続けるんですか？」

秋雨：ええ。それが、アタシの目的ッスから。

ＧＭ：珠樹は、何か言おうとして……言葉が見つからなかったのか、溜息をつきます。そして、一通の手紙を差し出す。

秋雨：手紙？

ＧＭ：「緋蜂からです。秋雨さん宛あて。緋蜂と鳩宮は本部に戻ったんで……私に預あずける、ということでした」

秋雨：携けい帯たいのアドレス交こう換かんしたのに？（一同笑）

ＧＭ：「さあ、それは私には……なんとも」（笑）

秋雨：ま、そりゃどうも。受け取っておくッス。

ＧＭ：「はい」

秋雨：じゃ、加賀美サン、アタシはこれで。

ＧＭ：「……はい、秋雨さんも、お元気で」

秋雨：……ああ、そうだ。

ＧＭ：「はい？」

秋雨：素人しろうとふたりを庇かばって、守りきったの、大したもんだと思うッスよ。これは、本当に。心からそう思ってるッス。お疲つかれ様さまでした──じゃ、また。




　　　　＊　＊　＊




「秋雨さんへ

　きちんとお話ししてなかったんですけど、

　私は、時雨しぐれちゃんとお友達になって、いろいろ、お話しをしました。

　時雨ちゃんから聞いた話を、ここに書きます。

　アンちゃんには、人から聞いた話を勝手に話すな、って言われたんですけど……。

　でも、時雨ちゃんは、秋雨さんに、いつか話したいと思ってた。そんな気がするんです。

　時雨ちゃんは、こんな風に言っていました──」




　秋雨は、手紙を読み終えて、困ったような笑えみを浮うかべた。

　夜行電車。車両の中に、他に乗客はいない。

「間ま違ちがった世界で、間違ったまま……。

　それでも、少しでも、正しいと思えることをしていくしかない……か」




　だから、秋雨の呟つぶやきを聞く者も、

　車窓に映る、その表情を見る者もいない。

「時雨サンらしい言い方、ッスねぇ。真面目すぎるっていうか、考えすぎっていうか」

　そう、呟つぶやいて、

　秋雨は手紙を畳たたみ、封ふう筒とうに戻もどす。

　なにやら、妙みようにファンシーで可愛かわいらしい封筒には、丸い文字で、

　緋蜂紅

　──と、書かれている。

　秋雨は、その文字をしばらく眺ながめ──。

「ありがとうございます、緋蜂サン」

　と、小さく呟いた。

「でも、アタシは納なつ得とくはできない。雨は──まだ、止まないんですよ」







◆Ending04◆ふたりのこれから




「ねえ、アンちゃん、これから、ずっと一いつ緒しよだね」

「そう……ですかね」

「そうだよ！　だって、ダディと、マミィと、幸子と、アンちゃんと、私で、一緒に暮くらすんだよ！　きっと、毎日、すごく楽しいよ！」

「そのことですが、紅──わたしは、紅の家には住まないです」

「ええええ～？　一緒にいようよ～。そんなの寂さびしいよお～」

「……そうでないと、わたしは、いつまでも紅に依い存ぞん……いえ、紅の後ろにいるだけです」

「どういうこと？　アンちゃんは、別に後ろにいないでしょ？」

「……わからなければいいです。とにかく、わたしはひとりで暮くらします」

「アンちゃん、料理とかできるの？」

「したことはありませんが、理り論ろんは知っています」

「アンちゃんて、絶対料理とか掃そう除じとか洗せん濯たくとか下へ手ただと思う」

「洗濯に下手とかあるんですか!?」

「あるよ～、私はね、家事で一番洗濯が得意！」

「……全自動洗せん濯たく機きなのに？」

「干ほすときにね、テクニックがあるんだよ！　ハンガーの……あの、あれ、なんていうの？いっぱい下げるやつ。あれをね、きちんとバランスよくできるの！」

「……家事について、紅に教わることは特にないと思ったです」

「なんで!?」

「とにかく、わたしはひとりで生きられるようになりたいのです。強くなるです」

「アンちゃんは、もう十分、かしこくて、強くて、かわいいのに～」

「……そんなことはありません」

「だって、私を助けてくれたよ。諦あきらめてた私を、叱しかってくれた。諦あきらめるなって。だから、私は今、ここにいるんだ。……ありがとう、アンちゃん」

「……そういうところです」

「好きってことでしょ！」

「──ほら、もう支部に着きますよ。初めての場所なんだから、ちゃんとするです」

「うん！　ね、どんな事件かな？」

「さあ、まだ資料を受け取っていないですから、わかりません、でも──」




　──一緒なら、きっと大丈夫。
















　　　　あとがき




　どもども、やにおでございます。

『メビウス』第三巻、いかがでしたでしょうか。

　前巻の衝しよう撃げきの引きから、物語の終わりまで。一気に駆かけ抜けました。

　ページ数としては二巻の方が多いのですが、不思議と、この最終巻の方が、たくさん書いた気分です。理由はよくわかりませんが、その分、読み応えもあるものになっているといいなー、などと考えております。




　当初の予定通り、全三冊、三回のセッションで、『メビウス』は終了できました。

　実に濃のう密みつで、楽しい時間でした。

　自分たちが味わった楽しさが、あなたにも伝わっていれば、とても嬉しいです。




　さて、最終巻ということもあり、今回は、セッション中にＧＭとして仕掛けたり思ったアレコレを解説していこうと思います。当然、ネタバレ全開になってしまいますので、まだ本文をお読みになっていない方は、読了後にまたお会いしましょう。




・秋あき雨さめのアレ

　というわけで、秋雨のアレ。

　冒ぼう頭とう、矢や野のとわたくしが面談していますが、あの時に矢野が言ったアイデアが、「〝持ち主〟候補の記き憶おくを消して回る」でした。

　発想がクレバー！　とまず思い、そして、「〝願い〟を持った者の記憶を消して回る神父」という絵面のかっこよさに痺しびれました。

　とはいえ、秋雨の計画を実現するには、〝生命の樹き〟の情報をもっと得ていないと難むずかしい。〝持ち主〟がいなくなったら、本当に〝ループ〟は終わるのか？　という確信も得ていないと、計画は成立しないでしょう。

　そこでふたりで考えたのが、Ｄロイス「奇妙な隣人」で、〝生命の樹〟とのリンクを持って、情報を引き出す──という方法です。これなら、通常では知り得ない情報を、確信を持って入手することができます。しかもかっこいい！

　そんなわけで、本書の前半は、「秋雨かっこいい！」という気分になってもらえたら成功だ、と思って書いておりました。まあ、最初に紅くれないと会うシーンがいきなりエキゾチックなものになってしまったのは、事故みたいなものですが……佐藤有世さとう・ありせ、天災です。




・眠木姫子ねむき・ひめこのループ

　秋雨が二巻で裏切らなかった場合は、三巻は十年前から始まる予定でした。

　方法も、〝秋雨のループ〟で行なったのとほぼ同じです。黒くろ幕まくである羊ひつじ坂ざかさんは、二巻の最後に出て来た時に「クライマックスを戦闘前から見ている」という主旨の発言をしているので、わかった方も多かったかもしれません。

〝秋雨のループ〟が挟まったことで、十年前のループで行なうつもりだった、眠木姫子や、刻ヶ峰園果ときがみね・そのか、役守奏やくもり・かえでのエピソードは、いくつか削けずりました。ただ、その中で使うつもりだったテーマを、アレンジして時雨しぐれや他のＮＰＣに言わせたりしています。

　秋雨の行動によって、三巻は二本の話をつなぎ合わせた感じのシナリオになりましたが、これは、結果的に、紅の最初の決断や、アンゼリカの説得に繫つながる、意味のある構造になったと思います。

　あと時雨を可愛かわいくできたと思う。

　そんなわけで、二巻でのアレ以降、悪いヤツだ悪いヤツだ、と連呼していますが、結果的にこちらの方が面白くなった！　と思っているので、矢野にはとても感謝しています。




・紅の〝秘密〟

　一巻と二巻では、「紅以外の三人」に与えられていた〝秘密〟ですが、三巻ではこれが逆転し、紅だけが〝秘密〟を受け取ることになります。

　まず、なぜ最初は「紅以外の三人」にしていたか、と言うと、ひとつは、読み物として、主人公である紅の視点で読んでもらおう、と思ったからです。もうひとつは、他人の持つ〝秘密〟を探る、という形式が、佐藤有世さんというプレイヤーの魅力を（本人が楽しめる、という意味も含めて）、一番引き出せると考えたからです。

　一巻と二巻に関しては、この試みは成功したんじゃないか、と思っています。

　そして三巻です。

　最初は、紅の〝秘密〟に関しては、読者に公開する形で書こうかな……と思っていたのですが、〝秘密〟を受け取った後の有世さんの反応が予想外だったため、この形にしました。

　自分の予想だと、今回の〝秘密〟を受け取った有世さんは、おろおろしたり、不自然な言動をして、周囲に気づかれる……というイメージでしたが、逆に〝秘密〟を受け取った後の方が落ち着いていました。

　ちなみに、冒頭、有世ノートのくだりで有世さんが悪わる世せさんに変身していますが、あれは、「最後だから〝ループ〟をなんとかしなくちゃ」と、ものすごく気合の入った状態だったのだと思います。後述の「泣かない」宣言も含め、すごくピリピリしていたのでしょう。それが、〝秘密〟を受け取って、すっ、っと落ち着いた。

〝秘密〟を知った後、有世さんは「よかった」と言ったんですよね。「紅が犠ぎ牲せいになることで世界が救われる」という話で、すごく楽になった──そんな風に見えました。これは予想外でもあり、そういう反応を自然に出せる、有世さんのプレイヤーとしての魅力を、再確認した部分でもありました。

　その上で、そこを見抜いてひっくり返したアンゼリカ──あづささん、という、やはりこのコンビは素す晴ばらしい相性だな、と思います。




・泣かない宣言

　冒頭、「今回は泣かない」と宣言した有世さん。これはフラグでは……と思った方も多かったのではないでしょうか。

　実は、自分もＧＭをしながら、そう思っていたんですよね。

　ですが、有世さんは涙を見せず──特に〝秘密〟を受け取ってからは、本当に強く、落ち着いていました。正直、これは最後まで泣かないかも、と思うほど。

　先ほども言ったように、それをあづささんがひっくり返すわけですが、Middle17で、アンゼリカは、相当粘ねばって、紅を問い詰めます。

　これ、自分は見ていて「有世さんを泣かせよう」みたいなモードなのかな、と思っていたのですが、後ほど、打ち上げの席で、あづささんに聞いてみたら、

「自分を犠牲にして楽をしようという紅の考えに、本当に腹が立ったのだ」

　という話でした。あづささんは、セッション中は特に冷静なイメージなので、これは面白く、嬉しい話でした。




・ヒロインとしての紅

　そういった経緯を見ながら思ったのは、有世さんの──紅の──ヒロイン力の高さでした。自己犠牲による救済を、自然に願えるところ。そこを、ヒーローに怒られて、説得されるところ。これは、なかなか狙ってできることではない、ヒロインらしい行動です。

　……ところで、このヒロイン力は、なぜか、ヒロインレースをテーマにした『リプレイ・アカデミア』シリーズでは発揮されることがありませんでした。不思議ですね！

　セッション中、アンゼリカははっきり口には出さなかったものの、紅が〝林檎の持ち主〟になることを、非常に警戒しているようでした。このへんも、後から思えば紅ヒロインっぽいなぁ、という感じがします。この三巻は、言ってみればヒーローとヒロインが逆転した巻だったかもしれません。




・フェアネスの話

　さて、今回のシナリオについてひとつ、言っておかなければならないことがあります。

〝ループ〟によって世界が危機に陥おちいり、それを救うために〝ループ〟そのものを──途中で救ったものを含め──「なかったこと」にする。それが、今回の骨子です。

　しかし、そのことで結果として「紅が死ぬ」というのは、これは、ＴＲＰＧとしては、はっきりとアンフェアなギミックです。なぜなら、最初の「紅の死」に関しては、プレイヤーの責任ではないからです。

　プレイヤーのミスも不運もなく、リカバリーのチャンスなくキャラクターがロストする、というのは、フェアではありません。これは、実は一巻の「紅の死」についても同じです。

　その上で、『メビウス』のシナリオは、「ループものをやりたい！」という自分の欲求から発生しており、その欲求を素直にシナリオにしています。自分が、有世さんをはじめとするプレイヤーを信頼していたこと、そしてプレイヤーサイドが、ＧＭを信頼してくれたことで成立したものだと考えています。

　最後の、アンゼリカの判定が失敗しそうだった時は、正直ヒヤヒヤしました。……あれですね、難易度はもっと低くてよかったと思いましたョ！




・三馬鹿

　伊い武ぶと宇う津つ木ぎちゃんは、それぞれの〝ループ〟が終わった後は、あまり喋しやべらせるつもりはなかったのですが、プレイヤーに気に入ってもらえたので、ついつい登場して喋っています。三巻あたりになると、珠たま樹きも併せて「三馬鹿」と呼ばれてました。

　ちなみに、伊武と宇津木ちゃんの能力は、最初から、今回のクライマックスで使う（手伝う）つもりで設定してありました。




・天の夢小説

　最終話のセッションが終わってしばらくして、墓はか守もりのプレイヤーである田中天たなか・たかしから、いきなりテキストファイルが送られてきました。

　内容は……主人公墓守が、超カッコイイアクションを繰り広げ、ネズミとイチャイチャする小説。夢小説。ドリーム小説でした。俺氏爆笑。

　これがまた、すこぶる面白く、せっかくなのでこの最終巻にオマケとして載せられないか……と考えたのですが、文庫換算にすると、優に50ページを超える分量で、さすがに載せられない、ということになりました。つうか天……なにやってんの……。

　どうしたものかな、と、編集さんに相談したところ、ウェブで公開してもよい、と、許可を頂きました。こちら、「富士見書房公式 TRPG ONLINE」（ https://ssl.fujimi-trpg-online.jp/ ）で、本書の発売日以降に公開の予定です。最終巻を読み終えた後、ぜひ、楽しんでください。ちなみに、有世さんは天からもらって、三回読んでぼろぼろ泣いたそうです。




　そんなわけで、締しめのご挨あい拶さつになります。

　ヒーローとして、ヒロインとして、素敵なプレイを見せてくれた、佐藤有世さん、榎えのきあづささん、また機会があればご一緒したいです！　そして、脇を固めつつ、しっかりと自分のキャラクターも見せてくれた天、矢野。本当に助けられました。素敵なイラストで飾ってくれた白しろ味み[image: ]そ先生。特に口絵カラーの、墓守とネズミや、今巻の一枚目なんかは大好きです！担当編集の剱けん持もちさん、デザインその他尽力頂いたＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のみなさま、諸々ご迷惑をおかけしまして……毎回申し訳ございません。企画内容や設定面での相談に乗って頂いた、三田誠先生、Blueさん、おかげさまで、なんとか最後までまとめられました。

　そして、シリーズに最後までお付き合いいただいたみなさん。本当に、ありがとうございました。Ｔｗｉｔｔｅｒをはじめ、ウェブ上で感想をお寄せいただいたことも、大変励みになりました。また、何かの機会にお目にかかれれば幸いです。





二〇一四年一月　中村やにお









　セッション後、しばらくして見せて頂いた、「有世ノート」には、紅'sボイスメモのエピローグがありました。

　それは、これまでの短文ではなく、ページにびっしりと気持ちが綴つづられたもので、本当に、ＧＭをしていてよかった、と思えるものでした。

　その中で、特に心に残った一節で、このシリーズを終わりにしたいと思います。

　それでは──また。










　亡くなってしまった人たちのことを考えると、心が痛い。

　だって、みんなはただ「願い」を持っていただけなのだから。

　今回関わった人たちのことを──私は一生、忘れない。
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